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早 稻 田 大 学 教 旨 

早 稻 田 大 学 ハ 学 問 ノ 独 立 ヲ 全 ウ シ 、 学 問 ノ 活 用 ヲ

效 シ 、 模 範 国 民 ヲ 造 就 ス ル ヲ 以 テ 建 学 ノ 本 旨 ト 爲

ス 。 

早 稻 田 大 学 ハ 学 問 ノ 独 立 ヲ 本 旨 ト 爲 ス ヲ 以 テ 、 之

カ 自 由 討 究 ヲ 主 ト シ 、 常 に 独 創 ノ 研 鑽 ニ 力 メ 以 テ

世 界 ノ 学 問 ニ 裨 補 セ ン 事 ヲ 期 ス 。 

早 稻 田 大 学 ハ 学 問 ノ 活 用 ヲ 本 旨 ト 爲 ス ヲ 以 テ 、 学

理 ヲ 学 理 ト シ テ 研 究 ス ル ト 共 ニ 、 之 ヲ 実 際 ニ 応 用

ス ル ノ 道 ヲ 講 シ 以 テ 時 世 ノ 進 運 ニ 資 セ ン 事 ヲ 期 ス 。 

早 稻 田 大 学 ハ 模 範 国 民 ノ 造 就 ヲ 本 旨 ト 爲 ス ヲ 以 テ 、

個 性 ヲ 尊 重 シ 、 身 家 ヲ 發 達 シ 、 国 家 社 会 ヲ 利 済 シ 、

併 セ テ 広 ク 世 界 ニ 活 動 ス 可 キ 人 格 ヲ 養 成 セ ン 事 ヲ

期 ス 。 

 



  

２００８年度大学院スポーツ科学研究科暦 

 

行   事 日   程 

大学院入学式 ２００８年 ４月 ２日（水） 

前 期 開 始 日 ４月 １日（火） 

前期授業開始日 ４月 ９日（水） 

授 業 終 了 ７月３１日（木） 

自 ８月 １日（金） 

前 

 

期 

夏 季 休 業 
至 ９月２０日（土） 

９月学位授与式 ９月２０日（土） 

後 期 開 始 日 ９月２１日（日） 

後期授業開始日 ９月２９日（月） 

創立記念日 １０月２１日（火） 

自 １２月２３日（火） 
冬 季 休 業 

至 ２００９年 １月 ７日（水） 

授 業 終 了 ２月 ４日（水） 

自 ２月 ５日（木） 

後 

 

 

 

期 

春 季 休 業 
至 ３月３１日（火） 

学 位 授 与 式 ３月２５日（水） 

[行事等] 

体育祭（授業休講） ： １１月１日（土） 

早稲田祭（授業休講）： １１月２日（日）・３日（月） 

夏季一斉休業期間  ：  ８月１１日（月）～８月１５日（金） 

年末年始一斉休業期間： １２月２９日（月）～２００９年１月５日（月） 

[成績発表] 

修士２年生以上、修士１年制コース：２００９年２月２７日（金） 

修士１年生、博士後期課程    ：２００９年３月１９日（木） 
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Ⅰ 大学院スポーツ科学研究科沿革 

 

早稲田大学は１８８２年の創立以来、スポーツとともに歩んできた。日本の近代スポーツの礎は早稲田大学

なくしてはありえなかったといえる。本学創設者である大隈重信は創立時から、「知育・徳育・体育の三者は相

並行して進まざるべからずは、今更の問題にあらず」と語り、学生のスポーツ活動を積極的に奨励した。日本人

初のオリンピック金メダリストの輩出、「早慶戦」を通じた観戦スポーツの国民への普及などにはこの思想が大き

く貢献したといっても過言ではない。 

本学は、これまで数多くのトップアスリート、指導者、学校教員、スポーツ団体などの組織運営の専門家を送

り出し、トップレベルの競技力を科学的に分析する姿勢をいちはやく取り入れてきた。本学には、こうした姿勢

を支えるナレッジ・スキル、人脈が伝統とともに組織文化のなかに脈々と継承されている。 

このような伝統と文化のなか、学内でのスポーツ教育の制度化の需要に応え、本学では東京オリンピックが

開催された１９６４年に教育学部に体育学専修を設け、定員１２０名の精鋭教育を始めた。１９８７年には時代の

要求に応え、最新のスポーツ施設や実験設備を配した新設の所沢キャンパス内において男女併せて２４０名

に定員を増員し、人間科学部スポーツ科学科として改組した。一方、専門教育の充実の必要性から、１９９１年

に大学院人間科学研究科が開設され、健康科学専攻内にスポーツに関する研究指導が設置された。２０００年

の組織再編の際、スポーツ科学研究領域が設置されたのを機に大学院におけるスポーツ研究は更に充実し、

２００５年度には１９の研究指導を設置するに至った。 

世界ならびにわが国のスポーツが隆盛を極めるなか、スポーツに対する多様化・高度化・専門化する社会ニ

ーズに対応するため、また、１００年を超える早稲田スポーツの伝統と力を継承・発展させるべく、２００３年４月

に人間科学部からスポーツ科学部が発展的に独立した。２００６年４月には、最先端のスポーツ科学の知識とと

もに熱いスポーツマインドを持った専門職業人および科学者の育成を目的として、大学院スポーツ科学研究

科が誕生し、スポーツ科学の専門教育・研究機能を担うこととなった。 
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Ⅱ 大学院スポーツ科学研究科の理念 

 

人間の日常生活活動において、スポーツは深く浸透し、私たちの生活に様々な影響を与えている。スポーツ

科学が扱う領域として、スポーツをする身体に着目して医科学的な評価・検証を行うこと、健康増進や介護予

防を通じて医療費削減や幸福な暮らしの実現に貢献すること、スポーツを“文化”としてとらえ深く洞察すること、

スポーツビジネスの有り方について分析・提言すること、スポーツの強化や普及さらには市場の開拓を包含し

たマネジメントの技法を解明すること等々、日常生活に直結する様々な課題がある。 

このようなスポーツに関わる様々な課題を対象として、研究と教育を総合的に実施するために本研究科が設

置された。大学院学生は、所属する研究指導の演習に専念するだけではなく、研究科に設置される様々な分

野の講義・演習を履修することによって、スポーツ科学に関わる最高度の研究成果を学習することができる。こ

れらの学生が社会へと羽ばたき、スポーツに関わる様々な分野で活躍することを通じて、“豊かなスポーツ文化

の創造”に資することが、本研究科設立の理念である。 

 

Ⅲ 大学院スポーツ科学研究科における 

人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的 

 

早稲田大学大学院スポーツ科学研究科では、スポーツ科学に期待される社会的要請の高まりに対応し、ス

ポーツに関わる幅広い事業分野で専門職者として活躍する人材を育成することを目指している。本研究科で

は人材の養成として、以下のように考えている。 

１）スポーツ医科学の専門知識を生かした学術研究者および高度職業人の育成 

２）スポーツ文化の発展に貢献することのできる学術研究者および高度職業人の育成 

３）スポーツビジネス実務者への高度専門教育を通じてのスポーツ界をリードする高度職業人の育成 

これらの学術研究者および高度職業人を育成するために、本研究科では、スポーツ文化、スポーツビジネス、

スポーツ医科学、身体運動科学、コーチング科学の５つの研究領域を設けて、各々の研究成果を教育還元す

る。さらに、実務経験者を対象とする修士課程（１年制コース）を設置して、スポーツマネジメント分野での実務

者教育を行う。 

 

Ⅳ 大学院スポーツ科学研究科の研究領域と 

マネジメントコース 
 

【修士課程（２年制コース）・博士後期課程】 

（１）スポーツ文化研究領域 

本研究領域ではスポーツを、当該社会の精神文化、社会文化、技術文化のそれぞれに属する諸要素が有

機的に連関しあってなる体系ととらえ、そこに生じる問題を社会学、教育学、文化人類学、倫理学、歴史学、哲

学等の方法によって解決することをめざしている。そこでは、スポーツの本質理解に関わる基礎的問題から、ス

ポーツメディア、スポーツ教育、スポーツ倫理、ジェンダー、観光化民族スポーツなど日常の社会生活に現れる

応用的問題までが扱われる。スポーツを社会･文化現象として対象化し、これを人文・社会科学的に研究しうる

人材の養成と並んで、そうした高度かつ広範な専門的知識を身につけた職業人の養成をもめざしている。 
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（２）スポーツビジネス研究領域 

本研究領域では、プロスポーツやフィットネスクラブに代表される民間営利スポーツから、政府や学校のよう

な公共非営利スポーツまでの幅広いスポーツビジネス分野を対象として、スポーツビジネス現象のしくみにつ

いての理解を進め、スポーツビジネスをめぐって生起している経営課題に対する解決方法を、働く個人やスポ

ーツ参加者といったミクロ的視点から経営体とマクロ環境の関係といったマクロ的視点にまで幅広く学際的な

方法を用いて究明する。そして、スポーツに関する基礎学問的な理解の上に、ビジネスやマネジメントに関する

知識や技能を修得し、スポーツビジネスに関する高度な知識と技能を有した職業人および研究者の育成をめ

ざす。 

（３）スポーツ医科学研究領域 

本研究領域では、スポーツ障害、健康医学、障害者スポーツに関連した医科学研究を推進すると同時に、

研究に関連した知識と研究遂行能力を身につける。スポーツ医科学におけるトップクラスの実践の場をフィー

ルドとして、スポーツ医科学における研究活動を進める。アスレティックトレーナー、フィジカルセラピスト、行政

担当者、スポーツ関連企業のスタッフ、高度な研究能力と豊かな学識を有した研究教育者、および実践の場

における高度な知識を有した指導者の養成を目的とする。国内外の他スポーツ医科学研究機関との連携をは

かりながら国際的研究の場での活動が身につくよう配慮する。 

（４）身体運動科学研究領域 

本研究領域では、健康増進やスポーツパフォーマンスの向上につながる研究を基礎科学的見地から進める。

スポーツの自然科学的側面に関する高度の研究能力とその基礎となる豊かな学識を有した研究者およびそれ

らに関連する高度専門職業人、スポーツ科学や体育学に関する高度な知識と技能を備えた教員、スポーツ指

導者、行政担当者、スポーツ関連企業のスタッフなどの養成を目的とする。他の研究機関との連携も密にし、

研究・教育の充実を図る。 

（５）コーチング科学研究領域 

本研究領域では、現代社会に機能する「コーチング」をスポーツ・教育の分野から科学的にまた技能的に捉

え、競技種目に対するコーチングの現象を専門的理解により深めることやスポーツ参加者への導入・展開の技

術習得や環境づくりの関係を学際的な方法により究明する。一流選手をはじめとする競技者のパフォーマンス

獲得のプロセスや根拠を解明し、効率よくパフォーマンスを向上させる原理を構築する。実戦的研究・教育を

通じて理論武装した競技者の輩出およびそれを指導する能力を有する高度なスポーツ実践者、指導者、研究者の

養成を目指す。 
 

【修士課程（１年制コース）】 

（１）トップスポーツマネジメントコース 

スポーツビジネスや一般企業などでの実務経験を有する者に対して、スポーツサービスやスポーツグッズを

中心としたプロスポーツビジネスの実践技能とマネジメント能力を開発することによって、トップスポーツ界で要

請される人材を育成することを目的とする。トップスポーツビジネスに関する実践力と理論的研究能力の育成を

図りつつ、トップスポーツビジネスに関わる諸問題を高度な教育・研究を通して解明し、トップスポーツビジネス

の進展に寄与し得る実務的・専門的能力を養成する。 

（２）スポーツクラブマネジメントコース 

地域スポーツクラブ、民間スポーツクラブ、スポーツ行政、スポーツ団体等での実務経験を有する者に対し

て、スポーツサービスを中心としたコミュニティ・スポーツビジネスの実践技能とマネジメント能力を開発すること

によって、地域でのスポーツクラブビジネスや公共スポーツ施設経営などで要請される人材を育成することを

目的とする。コミュニティ･スポーツビジネスに関する実践力と理論的研究能力の育成を図りつつ、コミュニティ・

スポーツビジネスに関わる諸問題を高度な教育・研究を通して解明し、コミュニティ･スポーツビジネスの進展に

寄与し得る実務的・専門的能力を養成する。 
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（３）健康スポーツマネジメントコース 

健康増進の実務経験を有する者に対して、運動やスポーツを中心とした健康増進活動の実践技能とそのマ

ネジメント能力を開発することによって、社会的に要請される人材を育成することを目的とする。健康増進に関

する広範な基礎知識を踏まえて、スポーツや身体運動・トレーニングを通じた実践的な指導技法とその理論基

盤を理解した上で、地域行政あるいは健康関連組織における健康増進のマネジメントを行う上での実務的・専

門的能力を開発する。 

（４）介護予防マネジメントコース 

健康増進あるいは介護の実務経験を有する者に対して、介護予防活動の実践技能とそのマネジメント能力

を開発することによって、社会的に要請される人材を育成することを目的とする。介護予防に関する広範な基

礎知識を踏まえて、要介護認定者ならびに自立認定される虚弱高齢者に対して虚弱度の進行を抑制するた

めの実践的な指導技法とその理論基盤を理解した上で、地域行政あるいは介護関連組織における介護予防

のマネジメントを行う上での実務的・専門的能力を開発する。 

（５）学校体育マネジメントコース 

教職経験等を有する者に対して、体育科教育についての理論と実践の学習を通して、保健体育の教員とし

て必要な教育実践能力の向上を図ることを目的に本コースを設置する。本コースでは、スポーツ・体育・健康

諸科学の最新の研究成果を基に、それら個別科学領域の統合化を図りながら、保健体育科教育の内容を深

めることを特色とする。学校体育に関する教育実践力と理論的研究能力の育成を図りつつ、学校体育に関わ

る諸問題を高度な教育・研究を通して解明し、保健体育科教育の進展に寄与し得る指導的・専門的能力を養

成する。 
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Ⅴ 早稲田大学大学院学則（抜粋） 

 

   第１章 総 則 

 （設置の目的） 

第１条 本大学院は、高度にして専門的な学術の理論および応用を研究、教授し、その深奥を究めて、文化の

創造、発展と人類の福祉に寄与することを目的とする。 

 （博士課程） 

第２条 本大学院に博士課程をおく。 

２ 博士課程の標準修業年限は、５年とする。 

３ 博士課程は、これを前期２年、後期３年の課程に区分し、前期２年の課程を、修士課程として取り扱うものと

する。 

４ 前項の前期２年の課程は、「修士課程」といい、後期３年の課程は、「博士後期課程」という。 

５ 修士課程の標準修業年限は、２年とする。 

６ 前項の規定にかかわらず、修士課程においては、主として実務の経験を有する者に対して教育を行う場合

であって、教育研究上の必要があり、かつ、昼間と併せて夜間その他特定の時間または時期において授業

または研究指導を行う等の適切な方法により教育上支障を生じないときは、研究科、専攻または学生の履

修上の区分に応じ、標準修業年限を１年以上２年未満の期間とすることができる。 

 （課程の趣旨） 

第３条 博士後期課程は、専攻分野について研究者として自立して研究活動を行い、またはその他の高度に

専門的な業務に従事するに必要な高度の研究能力およびその基礎となる豊かな学識を養うものとする。 

２ 修士課程は、広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力または高度の専門性を要

する職業等に必要な高度の能力を養うものとする。 

 （研究科の構成） 

第４条 本大学院に次の研究科をおき、各研究科にそれぞれの専攻をおく。 

研  究  科 課 程 

修  士  課  程 博 士 後 期 課 程 
スポーツ科学研究科

スポーツ科学専攻 スポーツ科学専攻 

 

   第２章 教育方法等 

 （教育方法） 

第６条 本大学院の教育は、授業科目および学位論文の作成等に対する指導（以下「研究指導」という。）によ

って行うものとする。 

 （教育方法の特例） 

第６条の２ 本大学院の課程においては、教育上特別の必要があると認められる場合には、夜間その他特定

の時間または時期において授業または研究指導を行う等の適当な方法によって教育を行うことができる。 

 （履修方法等） 

第７条 各研究科における授業科目の内容・単位数および研究指導の内容ならびにこれらの履修方法は各研

究科において別に定める。 

２ 学生の研究指導を担当する教員を指導教員という。 

３ 本大学院の講義、演習、実習などの授業科目の単位数の計算については、本大学学則第１２条および第１
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３条の規定を準用する。 

 （他研究科または学部の授業科目の履修） 

第８条 当該学術院教授会または研究科運営委員会（以下「研究科運営委員会等」という。）において、教育

研究上有益と認めるときは、他の研究科の授業科目または学部の授業科目を履修させ、これを第１３条、第

１３条の２または第１３条の３に規定する単位に充当することができる。 

 （入学前の既修得単位の認定） 

第８条の２ 当該研究科運営委員会等において教育研究上有益と認めるときは、本大学院に入学する前に本

大学院または他大学の大学院（外国の大学の大学院を含む。）において修得した単位（科目等履修生とし

て修得した単位を含む。）は、１０単位を超えない範囲で、第１３条に規定する単位に充当することができる。 

 （授業科目の委託） 

第９条 当該研究科運営委員会等において教育研究上有益と認めるときは、他大学の大学院（外国の大学の

大学院を含む。）と予め協議の上、その大学院の授業科目を履修させることができる。 

２ 前項の規定により履修させた単位は１０単位を超えない範囲で、これを第１３条に規定する単位に充当する

ことができる。 

 （研究指導の委託） 

第１０条 当該研究科運営委員会等において、教育研究上有益と認めるときは、他大学の大学院または研究

所（外国の大学の大学院または研究所を含む。）と予め協議の上、本大学院の学生にその大学院等におい

て研究指導を受けさせることができる。ただし、修士課程の学生について認める場合には、当該研究指導を

受ける期間は、１年を超えないものとする。 

 （単位の認定） 

第１１条 授業科目を履修した者に対しては、試験その他の方法によって、その合格者に所定の単位を与える。 

 （試験および成績評価） 

第１２条 授業科目に関する試験は、当該研究科運営委員会等の定める方法によって、毎学年末、またはそ

の研究科運営委員会等が適当と認める時期に行う。 

２ 授業科目の成績は、Ａ＋・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｆの五級に分ち、Ａ＋・Ａ・Ｂ・Ｃを合格とし、Ｆを不合格とする。 

３ 前項の規定にかかわらず、学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には、必要

な学修を考慮して単位を認めることができる。なお、成績は、Ｐ、Ｑの二級に分ち、Ｐを合格とし、Ｑを不合格

とする。 

   第３章 課程の修了および学位の授与 

 （修士課程の修了要件） 

第１３条 修士課程の修了の要件は、大学院修士課程に２年以上在学し、各研究科の定めるところにより、所

要の授業科目について所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、修士論文の審査および

試験に合格することとする。ただし、在学期間に関しては、優れた業績を上げた者について当該研究科運

営委員会等が認めた場合に限り、大学院修士課程に１年以上在学すれば足りるものとする。 

２ 前項の場合において、当該修士課程の目的に応じ適当と認められるときは、特定の課題についての研究

の成果の審査をもって修士論文の審査に代えることができる。 

３ ２年以外の標準修業年限を定める研究科、専攻または学生の履修上の区分にあっては第１項の前段に規

定する在学年数については、当該標準修業年限以上在学するものとする。 

 （博士課程の修了要件） 

第１４条 博士課程の修了の要件は、大学院博士課程に５年（修士課程に２年以上在学し、当該課程を修了し

た者にあっては、当該課程における２年の在学期間を含む。）以上在学し、各研究科の定めた所定の単位

を修得し、所要の研究指導を受けた上、博士論文の審査および試験に合格することとする。ただし、在学期

間に関しては、優れた研究業績を上げた者について当該研究科運営委員会等が認めた場合に限り、大学
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院博士課程に３年（修士課程に２年以上在学し、当該課程を修了した者にあっては、当該課程における２年

の在学期間を含む。）以上在学すれば足りるものとする。 

２ 第２条第６項の規定により標準修業年限を１年以上２年未満とした修士課程を修了した者および第１３条第

１項ただし書の規定による在学期間をもって修士課程を修了した者の博士課程の修了の要件は、大学院博

士課程に修士課程における在学期間に３年を加えた期間以上在学し、各研究科の定めた所定の単位を修

得し、所要の研究指導を受けた上、博士論文の審査および試験に合格することとする。ただし、在学期間に

関しては、優れた研究業績を上げた者について当該研究科運営委員会等が認めた場合に限り、大学院博

士課程に３年（修士課程における在学期間を含む。）以上在学すれば足りるものとする。 

３ 前２項の規定にかかわらず、第２９条第２号、第３号および第４号の規定により、博士後期課程への入学資

格に関し修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者が、博士後期課程に入学した場合

の博士課程の修了の要件は、大学院博士課程に３年以上在学し、各研究科の定めた所定の単位を修得し、

所要の研究指導を受けた上、博士論文の審査および試験に合格することとする。ただし、在学期間に関し

ては、優れた研究業績を上げた者について当該研究科運営委員会等が認めた場合に限り、大学院博士課

程に１年以上在学すれば足りるものとする。 

４ 博士論文を提出しないで退学した者のうち、博士後期課程に３年以上在学し、かつ、必要な研究指導を受

けた者は、退学した日から起算して３年以内に限り、当該研究科運営委員会等の許可を得て、博士論文を

提出し、試験を受けることができる。 

 （博士学位の授与） 

第１５条 本大学院の博士課程を修了した者には、博士の学位を授与する。 

 （修士学位の授与） 

第１６条 本大学院の修士課程を修了した者には、修士の学位を授与する。 

 （課程によらない者の博士学位の授与） 

第１７条 博士学位は、第１５条の規定にかかわらず、博士論文を提出して、その審査および試験に合格し、か

つ、専攻学術に関し博士課程を修了した者と同様に広い学識を有することを確認された者に対しても授与

することができる。 

   第５章 学年、学期および休業日 

 （学年および学期） 

第２５条 本大学院の学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終る。 

２ 学年は次の２期に分ける。 

  前期 ４月１日から９月２０日まで 

  後期 ９月２１日から翌年３月３１日まで 

 （休業日） 

第２６条 定期休業日は、次のとおりとする。 

 一 日曜日 

 二 国民の祝日に関する法律に規定する休日 

 三 本大学創立記念日（１０月２１日） 

 四 夏季休業 ８月上旬から９月２０日まで 

 五 冬季休業 １２月下旬から翌年１月７日まで 

 六 春季休業 ２月中旬から３月３１日まで 

２ 夏季、冬季、春季休業期間の変更または臨時の休業日については、その都度公示する。 

３ 休業期間中でも、特別の必要があるときは授業を行うことがある。 
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   第６章 入学、休学、退学、転学、専攻の変更および懲戒 

 （入学の時期） 

第２７条 入学時期は、毎学期の始めとする。 

 （修士課程の入学資格） 

第２８条 本大学院の修士課程は、次の各号の一に該当し、かつ、別に定める検定に合格した者について、入

学を許可する。 

 一 大学を卒業した者 

 二 学校教育法第６８条の２第３項の規定により学士の学位を授与された者 

 三 外国において通常の課程による１６年の学校教育を修了した者 

 四 文部科学大臣の指定した者 

 五 大学に３年以上在学し、または外国において学校教育における１５年の課程を修了し、本大学院におい

て、所定の単位を優れた成績をもって修得したものと認めた者 

 六 各研究科において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

で、２２歳に達した者 

 （博士後期課程の入学資格） 

第２９条 本大学院の博士後期課程は、次の各号の一に該当し、かつ、別に定める検定に合格した者につい

て入学を許可する。 

 一 修士または修士（専門職）もしくは法務博士（専門職）の学位を得た者 

 二 外国において修士もしくは修士（専門職）の学位またはこれに相当する学位を得た者 

 三 文部科学大臣の指定した者 

 四 各研究科において、個別の入学資格審査により、修士または修士（専門職）もしくは法務博士（専門職）

の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者で、２４歳に達した者 

 （入学検定の手続） 

第３０条 本大学院に入学を志願する者は、第４０条に定める入学検定料を納付し、必要書類を提出しなけれ

ばならない。 

 （入学手続） 

第３１条 入学を許可された者は、別に定める入学金および授業料等を添えて、本大学院所定の用紙による誓

約書、保証書および住民票記載事項証明書を指定された入学手続期間中に提出しなければならない。 

 （保証人） 

第３２条 保証人は、父兄または独立の生計を営む者で、確実に保証人としての責務を果し得る者でなければ

ならない。 

２ 保証人として不適当と認めたときは、その変更を命ずることができる。 

３ 保証人は、保証する学生の在学中、その一身に関する事項について一切の責任を負わなければならない。 

４ 保証人が死亡し、またはその他の理由でその責務を果たし得ない場合には、新たに保証人を選定して届け

出なければならない。 

 （在学年数の制限） 

第３３条 本大学院における在学年数は、修士課程および専門職学位課程にあっては４年、博士後期課程に

あっては６年を超えることはできない。 

２ 前項の規定にかかわらず２年以外の標準修業年限を定める研究科、専攻または学生の履修上の区分にお

ける修士課程および専門職学位課程の在学年数にあっては当該標準修業年限の２倍を超えることはできな

いものとする。 

 （休 学） 

第３４条 病気その他の理由で引き続き２カ月以上出席することができない者は、休学願書にその理由を付し、
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保証人連署で所属する研究科の研究科長に願い出なければならない。 

２ 休学は当該学年限りとする。ただし、特別の事情がある場合には、引続き休学を許可することがある。この

場合、休学の期間は通算し修士課程および専門職学位課程においては２年、博士後期課程においては３

年を超えることはできない。 

３ 前項の規定にかかわらず２年以外の標準修業年限を定める研究科、専攻または学生の履修上の区分にお

ける修士課程および専門職学位課程の通算年数にあっては当該標準修業年限を超えることはできない。 

４ 休学期間中は、授業料の半額を納めなければならない。 

５ 休学者は、学期の始めでなければ復学することができない。 

６ 休学期間は、在学年数に算入しない。 

 （専攻および研究科の変更等） 

第３５条 専攻および研究科の変更または転入学に関する願い出があった場合には、当該研究科運営委員会

等の議を経てこれを許可することができる。 

 （任意退学） 

第３６条 病気その他の事故によって退学しようとする者は、理由を付し、保証人連署で願い出なければならな

い。 

 （再入学） 

第３７条 正当な理由で退学した者が、再入学を志望したときは、選考の上これを許可することがある。この場

合には、既修の授業科目の全部または一部を再び履修させることがある。 

 （懲 戒） 

第３８条 学生が、本大学の規約に違反し、または学生の本分に反する行為があったときは懲戒処分に付する

ことがある。 

２ 懲戒は、戒告、停学、退学の３種とする。 

 （処分退学） 

第３９条 次の各号の一に該当する者は、退学処分に付す。 

 一 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

 二 学業を怠り、成業の見込みがないと認められる者 

 三 正当の理由がなくて出席常でない者 

 四 本大学院の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者 

   第７章 入学検定料・入学金・授業料・演習料・実験演習料および施設費等 

 （入学検定料） 

第４０条 本大学院に入学を志願する者は、第３０条の定める手続と同時に別表に定める入学検定料を納めな

ければならない。 

 （入学時の学費） 

第４１条 入学または転入学を許可された者は、入学金、授業料、演習料、実験演習料および施設費等を指

定された入学手続期間内に納めなければならない。 

 （授業料等の納入） 

第４１条の２ 学生が納めるべき入学金、授業料、施設費、演習料および実験演習料は、別表のとおりとする。 

 （授業料等の納入期日） 

第４２条 前条の入学金、授業料、施設費、演習料および実験演習料の納入期日は次のとおりとする。ただし、

入学または転入学を許可された者が第４１条の規定により指定された入学手続期間内に納める場合は、こ

の限りでない。 

  第１期分納期日 ４月１５日まで 

  第２期分納期日 １０月１日まで 
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 （納入学費の取扱） 

第４３条 すでに納入した授業料およびその他の学費は、事情の如何にかかわらず返還しない。 

 （中途退学者の学費） 

第４４条 学年の中途で退学した者でも、その期の学費を納入しなければならない。 

 （抹 籍） 

第４５条 学費の納入を怠った者は、抹籍することがある。 

   第９章 科目等履修生 

 （科目等履修生） 

第５１条 第２７条から第２９条までの規定によらないで、本大学院において授業科目を履修しようとする者また

は特定課題についての研究指導を受けようとする者があるときは、科目等履修生として入学させることができ

る。 

 （科目等履修生の種類） 

第５２条 官公庁、外国政府、学校、研究機関、民間団体等の委託に基づく者を委託履修生という。 

２ 前項に定める履修生以外の者を一般履修生という。 

 （科目等履修生の選考） 

第５３条 科目等履修生として入学を志願する者については、正規の学生の修学を妨げない限り、選考の上入

学を許可する。 

 （科目等履修生の履修証明書） 

第５４条 科目等履修生が履修した科目について試験を受け、合格したときは、単位を授与し、本人の請求に

よって証明書を交付する。 

   第１０章 研究生 

 （研究生） 

第５７条 本大学院博士後期課程に６年間在学し、博士論文を提出しないで退学した者のうち、引き続き大学

院において博士論文作成のため研究指導を受けようとする者があるときは、研究生として入学させることが

できる。 

 （研究生の選考） 

第５８条 研究生として研究指導を受けようとする者については、正規の学生の修学を妨げない限り、選考の上

入学を許可する。 

 （研究生の入学手続、学費および在学期間等） 

第５９条 研究生の入学手続、学費および在学期間等については別に規程をもって定める。 

 （正規学生の規定準用） 

第６０条 研究生については、本章の規定および別に定める規程によるほか、正規の学生に関する規定を準

用する。 
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Ⅵ 早稲田大学学位規則（抜粋） 

 

 （目的） 

第１条 この規則は、早稲田大学学則（昭和２４年４月１日。以下「大学学則」という。）および早稲田大学大学

院学則（昭和５１年４月１日教務達第１号。以下「大学院学則」という。）に定めるもののほか、早稲田大学が

授与する学位について必要な事項を定めることを目的とする。 

 （学位） 

第２条 本大学において授与する学位は、学士、博士、修士とする。 

２ 博士の学位は次のとおりとする。 

研  究  科 専     攻 学位 （専攻分野） 

スポーツ科学研究科 スポーツ科学専攻 博士 （スポーツ科学） 

 

３ 大学は、前項に定める学位のほか博士（学術）の学位を授与することができる。 

４ 修士の学位は次のとおりとする。 

研  究  科 専     攻 学位 （専攻分野） 

スポーツ科学研究科 スポーツ科学専攻 修士 （スポーツ科学） 

 

 （博士学位授与の要件） 

第４条 博士の学位は、大学院学則第１４条により博士課程を修了した者に授与する。 

２ 前項の規定にかかわらず、博士の学位は本大学院の博士課程を経ない者であっても、大学院学則第１７条

により授与することができる。 

 （修士学位授与の要件） 

第６条 修士の学位は、大学院学則第１３条により修士課程を修了した者に授与する。 

 （課程による者の学位論文の受理） 

第７条 本大学院の課程による者の学位論文は、修士課程および専門職学位課程については２部を、博士後

期課程については３部を作成し、それぞれに論文概要書を添えて研究科長に提出するものとする。ただし、

研究科長は、審査に必要な部数の追加を求めることができる。 

２ 研究科長は、前項の学位論文を受理したときは、学位を授与できる者か否かについて研究科運営委員会

の審査に付さなければならない。 

 （学位論文） 

第１０条 博士、修士および専門職学位の学位論文は１篇に限る。ただし、参考として、他の論文を添付するこ

とができる。 

２ 前項により、一旦受理した学位論文等は返還しない。 

３ 審査のため必要があるときには、学位論文の副本、訳文、模型または標本等の資料を提出させることがある。 

 （審査員） 

第１２条 研究科運営委員会は、第７条第２項の規定により、学位論文が審査に付されたとき、または第８条お

よび第９条の規定により、学位の審査を付託されたときは、当該研究科の教員のうちから、３人以上の審査

員を選任し、学位論文の審査および試験または学識の確認を委託しなければならない。 

２ 研究科運営委員会は必要と認めたときは、前項の規定にかかわらず本大学の教員または教員であった者

を、学位論文の審査および試験または学識の確認の審査員に委嘱することができる。 
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３ 研究科運営委員会は必要と認めたときは、第１項の規定にかかわらず他の大学院または研究所等の教員

等に学位論文の審査員を委嘱することができる。 

４ 研究科運営委員会は、第１項の審査員のうち１人を主任審査員として指名しなければならない。ただし、研

究科委員会が必要と認めたときは、第２項の審査員のうち、本大学の教員である者を主任審査員として指名

することができる。 

 （論文審査要旨の公表） 

第２０条 博士の学位を授与したときは、その論文の審査要旨は、大学が適当と認める方法によってこれを公

表する。 

 （学位論文の公表） 

第２１条 博士の学位を授与された者は、授与された日から１年以内に、当該博士論文を、書籍または学術雑

誌等により、公表しなければならない。ただし、学位を授与される前に、印刷公表されているときは、この限り

ではない。 

２ 前項の規定にかかわらず博士の学位を授与された者は、やむを得ない理由がある場合には、研究科運営

委員会の承認を受けて、当該論文の全文に代えて、その内容を要約したものを印刷公表することができる。

この場合、大学はその論文の全文を求めに応じて閲覧に供するものとする。 

３ 第１項の規定により、公表する場合は、当該論文に「早稲田大学審査学位論文（博士）」と、また前項の規定

により公表する場合は、当該論文の要旨に、「早稲田大学審査学位論文（博士）の要旨」と明記しなければ

ならない。 

 （学位の名称） 

第２２条 本大学の授与する学位には、早稲田大学と付記するものとする。 

 （学位授与の取消） 

第２３条 本大学において博士、修士学位を授与された者につき、不正の方法により学位の授与を受けた事実

が判明したときは、総長は、当該研究科運営委員会および研究科長会の議を経て、すでに授与した学位を

取り消し、学位記を返還させ、かつ、その旨を公表するものとする。 
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Ⅶ 修士論文・リサーチペーパー作成に関して 

 

【 修士論文（修士課程２年制コース）】 

１. 学位 

本研究科修士課程２年制コースに通常２年以上４年以内在学し、別に示す所要の授業科目について３０

単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けたうえ、修士論文の審査および最終試験に合格した者に

対して、「修士（スポーツ科学）」の学位が授与される。 

２. 提出資格 

修士論文の提出資格は、次の要件が満たされていなければならない。 

  (1) 所定単位の取得あるいは取得見込みの者であること。 

  (2) 提出日までに学費が完納されていること。 

  (3) 修士論文計画書が提出済みであること。 

３. 修士論文計画書 

  (1) 修士論文を提出する者は、その年度の６月末日までに、所定の用紙を使用して修士論文計画書を提

出しなければならない。 

  (2) 修士論文計画書の提出にあたっては、記載内容について、指導教員の指導を受けたのち、承認印を

受けていなければならない。 

  (3) 修士論文計画書の提出については、５月に掲示にて知らせる。 

４. 修士論文提出期日および受付期間 

  (1) 提出締切日 １月中旬予定（詳細は掲示にて発表） 

  (2) 提出受付時間 午前１０時～午後４時（ただし、１２：３０～１：３０を除く） 

  (3) 提出受付場所 大学院スポーツ科学研究科（所沢総合事務センター） 

  (4) ①受付時間以外には理由の如何を問わず受理しない。 

②郵送による提出を認めない。 

③代理人による提出には委任状を必要とする。 

５. 修士論文要旨の作成 

修士論文要旨はＡ４版２枚で作成する。 

６. 修士論文の作成 

  (1) 提出部数は審査員の人数分とする。 

  (2) 修士論文は、横書きとし、Ａ４判タイプ用紙等にワープロで片面打ちとする。また、欧文の場合はダブル

スペースとする。 

  (3) 表紙は、所定の見本にならって、題目（和文・英文）、氏名（和文・英文）、研究指導教員名などを記入

する。 

  (4) 製本の仕方は、修士論文要旨、表紙、目次、本文の順に、Ａ４判ファイルにとじる。 

   表側に、所定の用紙を使用した審査依頼書を貼って提出する。 

７．公開審査会の開催 

  修士論文審査会は学生発表部分を公開とし、修士論文要旨は要旨集として予め配付する。 

８．修士論文審査員 

  (1) 修士論文の審査員は、スポーツ科学研究科の修士課程研究指導担当教員３名以上をもって構成し、

その内の１名を主査とする。必要な場合には、本学および他の大学の大学院・学部あるいは研究所等の

教員等をさらに審査員として加えることができる。 
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  (2) 各審査員は、研究科運営委員会の議を経て決定する。 

９．修士論文の公開 

口頭試問終了後、修正した修士論文全文を電子媒体により研究科事務所に提出し、それを学内ネットワ

ーク上で公開することとする。ただし、提出者からの正当な理由による申し出があった場合には、一定期間

それを延期することができるものとする。 

 

【 リサーチペーパー（修士課程１年制コース）】 

１. 学位 

本研究科修士課程１年制コースに通常１年以上２年以内在学し、別に示す所要の授業科目を３０単位以

上修得し、かつ、必要な研究指導を受けたうえ、リサーチペーパーの審査および最終試験に合格した者に

対して「修士（スポーツ科学）」の学位が授与される。 

２. 提出資格 

リサーチペーパーの提出資格は、次の要件が満たされていなければならない。 

  (1) 所定単位の取得あるいは取得見込みの者であること。 

  (2) 提出日までに学費が完納されていること。 

  (3) リサーチペーパー計画書が提出済みであること。 

３. リサーチペーパー計画書 

  (1) リサーチペーパーを提出する者は、その年度の所定の期日（１０月頃）までに、所定の用紙を使ったリ

サーチペーパー計画書を提出しなければならない。 

  (2) リサーチペーパー計画書の提出にあたっては、記載内容について、指導教員の指導を受けたのち、承

認印を受けていなければならない。 

  (3) リサーチペーパー計画書の提出についての詳細は入学時に知らせる。 

４. リサーチペーパー提出期日および受付期間 

  (1) 提出締切日 １月中旬予定（詳細は掲示にて発表） 

  (2) 提出受付時間 午前１０時～午後４時（ただし、１２：３０～１：３０を除く） 

  (3) 提出受付場所 大学院スポーツ科学研究科（所沢総合事務センター） 

  (4) ①受付時間以外には理由の如何を問わず受理しない。 

②郵送による提出を認める。 

③代理人による提出には委任状を必要とする。 

５. リサーチペーパー要旨の作成 

リサーチペーパー要旨はＡ４版２枚で作成する。 

６. リサーチペーパーの作成 

  (1) 提出部数は審査員の人数分とする。 

  (2) リサーチペーパーは、横書きとし、Ａ４判タイプ用紙等にワープロで片面打ちとする。また、欧文の場合

はダブルスペースとする。 

  (3) 表紙は、所定の見本にならって、題目（和文・英文）、氏名（和文・英文）、研究指導教員名などを記入

する。 

  (4) 製本の仕方は、リサーチペーパー要旨、表紙、目次、本文の順に、Ａ４判ファイルにとじる。 

   所定の用紙を使用した審査依頼書を表面に貼付して提出する。 

７．公開審査会の開催 

  リサーチペーパー審査会は、学生発表部分を公開とし、リサーチペーパー要旨は要旨集として予め配付す

る。 

８．リサーチペーパー審査員 

－14－



  

  (1) リサーチペーパーの審査員は、スポーツ科学学術院教員３名以上をもって構成し、その内の修士課程

研究指導担当教員１名を主査とする。必要な場合には、本学および他の大学の大学院・学部あるいは研

究所等の教員等をさらに審査員として加えることができる。 

  (2) 各審査員は、研究科運営委員会の議を経て決定する。 

９．修士論文の公開 

口頭試問終了後、修正したリサーチペーパー全文を電子媒体により研究科事務所に提出し、それを学内

ネットワーク上で公開することとする。ただし、提出者からの正当な理由による申し出があった場合には、一

定期間それを延期することができるものとする。 
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Ⅷ 博士論文作成に関して（課程による者） 

 
１．学位について 

本研究科博士後期課程に通常３年以上６年以内在学し、所要の研究指導を受けた上、博士学位論文の

審査および試験に合格した者に対して「博士（スポーツ科学）」の学位が授与される。 

２．提出資格について 

博士学位論文の提出資格は、次の要件が満たされていなければならない。 

  (1) 早稲田大学大学院学則第１４条に定めるもののほか、次の(2)または(3)の要件を満たしていなければな

らない。 

  (2) 博士後期課程在学が３年以上の場合は、原則として研究業績が、博士学位論文に関連して、申請者が

第一著者である公表学術論文または著書が、印刷中のものを含めて１編（冊）以上あること。 

  (3) 博士後期課程在学が３年に満たずに提出しようとする場合は、(2)の条件を満たした上で、申請者を第

一著者とする公表学術論文または著書が、申請者の所属する研究グループ以外の研究者により、積極的

な評価を受けて、公表学術論文または著書に３回以上引用されていること。 

３．博士学位申請に関する提出書類について 

  (1) 学位申請書（大学所定） １部 

  (2) 学位論文 ３部 

  (3) 論文概要書 １部 

  (4) 履歴書（スポーツ科学研究科所定） １部 

  (5) 研究業績書（スポーツ科学研究科所定） １部 

  (6) 研究業績書に記載した学術論文等の抜刷 各１部 

  (7) 大学院における成績証明書（修士課程） １部 

４．博士学位論文等の提出期日について 

例年、５月と１０月の２回受け付ける。詳細な期日等はその都度掲示等で伝達する。 

５．博士学位論文等の作成要領について 

  (1) 博士学位論文 

使用言語は原則として日本語とする。ただし、英語での提出を妨げないが英語の場合は和訳を提出さ

せることがある。 

書式は横書きとし（用紙は縦）、Ａ４判タイプ用紙等にワープロ等で片面打ちとし、活字またはその他印

字によるものとする。英文の場合はダブルスペースとする。 

  (2) 論文概要書 

使用言語は原則として日本語とする。 

書式は横書きとし（用紙は縦）、Ａ４判タイプ用紙等にワープロ等で片面打ちとし、活字またはその他印

字によるものとする。 

    字数は、２,０００字以内とする。 

６．博士学位論文審査員について 

論文審査員は、スポーツ科学研究科の博士後期課程研究指導担当の教員または教員であった者３名以

上をもって構成し、その内研究科運営委員の教員１名を主任審査員とする。必要な場合には、修士課程研

究指導担当教員および他の大学院あるいは研究所等の教員等をさらに審査員として加えることができる。 

※ 博士後期課程に３年以上在学し、かつ所要の研究指導を受けて退学した場合（通称、満期退学または単

位取得退学）は、退学した日から起算して３年以内に限り『課程による者』として博士学位論文を提出するこ
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とができる。なお、退学後３年以内とは、博士学位論文の「受理」を決定する研究科運営委員会の開催日が、

３年以内にあることであり、例年、受理を決定する研究科運営委員会は６月と１１月に開催される。 

※ 審査に合格した学位論文は、本学中央図書館・所沢図書館・国会図書館に配架し閲覧に供する。 

 また、学内外から要望があった場合は、希望者にコピーのサービスをするのであらかじめご了承願いたい。 
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Ⅸ 人を対象とした研究および動物実験に関する倫理指針 

 

「人を対象とした研究倫理審査会規約」および「動物実験に関する指針」は、大学およびスポーツ科学学術

院で規定化されている。スポーツ科学研究科に所属する学生は、倫理審査規約を充分遵守のうえ研究活動に

精進されることを期待する。 

なお、審査会規約に従い「研究等倫理審査申請書」等または「動物実験計画書」提出にあたっては、指導教

員と充分相談のうえ提出すること。 

 

Ⅹ 研究生制度について 

 

本研究科は、大学院学則第５７条の定めるところにより本研究科博士後期課程に６年間在学し、博士論文を

提出しないで退学した者のうち、引き続き大学院において博士論文作成のため研究指導を受けようとする者が

あるときは、正規の学生の修学を妨げない限り、選考の上、研究生として入学を許可することがある。(出願の時

期、手続き方法等については掲示で伝達する。) 

なお、大学院研究生に関する規程第３条に規定する学費以外に学会費を所定額徴収する。 

 

以下 「大学院研究生に関する規程」 の抜粋 

(出願手続) 

第２条 研究生として入学を志願する者は、所定の願書により、当該研究科長に願い出なければならない。 

(入学手続、学費) 

第３条 研究生として入学を許可された者は、次の区分による所定の学費を納入して、学生証の交付を受けな

ければならない。 

 一 研究指導料       博士後期課程の新３年生の授業料の半額。 

 二 演習料・実験実習料  博士後期課程の新３年生の演習料または実験実習料の全額。ただし、その年度

の前期において学位を取得した場合は半額。 

２ 前項の学費の分納期は、次のとおりとする。 

 一 研究指導料       第１期 全額 

 二 演習料・実験実習料  第１期 半額  第２期 半額 

(在学期間) 

第４条 研究生の在学期間は１年とする。ただし、研究指導を継続して受けようとする時は、原則として２回に限

り延長することができる。 

２ 在学期間の延長を希望する者は、毎年度の終わりまでに、理由を付して、当該研究科長に願いでなければ

ならない。 
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ⅩⅠ スポーツ科学研究科学科目配当 

 

１．学科目配当の構成 

課 程 研究領域・コース 科目区分 

修士課程 

２年制コース 

スポーツ文化研究領域 

スポーツビジネス研究領域 

スポーツ医科学研究領域 

身体運動科学研究領域 

コーチング科学研究領域 

研究指導 

修士論文 

演習（１） 

演習（２） 

講義科目 

実習科目 

修士課程 

１年制コース 

トップスポーツマネジメントコース 

スポーツクラブマネジメントコース 

健康スポーツマネジメントコース 

介護予防マネジメントコース 

学校体育マネジメントコース 

研究指導 

リサーチペーパー 

演習（１） 

マネジメント科目 

基礎選択科目 

博士後期 

課程 

スポーツ文化研究領域 

スポーツビジネス研究領域 

スポーツ医科学研究領域 

身体運動科学研究領域 

研究指導 

博士論文 

 

２．科目の説明 

課程 科目区分 配当学年 期  間 単  位 備  考 

研究指導 １・２年 通年 無 曜日時限設定なし 

修士論文 ２年 － 無  

演習（１） １・２年 通年 ４単位  

演習（２） １・２年 通年 ４単位  

講義科目 １・２年 半期 ２単位  

修士課程 

２年制 

コース 

実習科目 １・２年 通年 ２単位  

研究指導 １年 通年 無 曜日時限設定なし 

リサーチペーパー １年 － 無  

演習（１） １年 通年 ４単位  

マネジメント科目 １年 半期または

半期の半分

２単位または

１単位 

 
修士課程 

１年制 

コース 
基礎選択科目 １年 半期または

半期の半分

２単位または

１単位 

 

研究指導 １・２・３年 通年 無 曜日時限設定なし 博士後期 

課程 博士論文 ３年 － 無  

注意：集中講義として行う場合は期間相当分を実施 

 

３．大学院スポーツ科学研究科学科目配当表 

巻末に掲載 
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ⅩⅡ 修了要件・学科目の履修方法 

 

― 修士課程 ― 

【 修了要件 】 

１．修士２年制コース 

修士２年制コースの修了要件は、通常２年以上４年以内在学し、所要の授業科目について３０単位以上

を修得し、かつ必要な研究指導を受けた上(研究指導の評価が２年以上にわたり合格「Ｐ」であること)、修士

論文の審査および試験に合格しなければならない。合格者には、「修士(スポーツ科学)」の学位が授与され

る。 

ただし、優れた業績を上げた者について本研究科運営委員会が認めた場合に限り、修士課程に１年以

上在学すれば修了できる。 

２．修士１年制コース 

修士１年制コースの修了要件は、通常１年以上２年以内在学し、所要の授業科目について３０単位以上

を修得し、かつ必要な研究指導を受けた上(研究指導の評価が合格「Ｐ」であること)、リサーチペーパーの審

査および試験に合格しなければならない。合格者には、「修士(スポーツ科学)」の学位が授与される。 

 

【 授業科目の履修方法 】 

１．修士課程（２年制コース） 

（１）研究指導および修士論文 

   研究指導を２年間受け、修士論文に合格する。なお、研究指導および修士論文に単位はない。 

（２）必修科目 

   各自が所属する研究指導の演習（１）、（２）の計８単位を履修しなければならない。 

（３）選択科目 

   演習科目、講義科目の中から研究領域にとらわれずに２２単位（以上）を履修しなければならない。ただし、

１年制コース設置の「基礎選択科目」は履修することができない。 

   各自が所属する研究指導以外の演習科目は、２科目８単位以内に限り、修了に必要な単位として算入す

ることができる。各自が所属する研究指導以外の演習科目を登録する場合は、事前に当該演習科目の担

当教員に了解を得なければならない。 

（４）各学年において登録できる授業科目の登録制限単位は３０単位とする。 

（５）上記の履修方法を表にすると下記のとおりとなる。 

必修/選択 科目区分 科目の説明 修了要件 

研究指導 所属する研究指導 ２年分合格 

修士論文  合格 必 修 

演習科目 所属する研究指導の演習（１）（２） ８単位 

演習科目 所属する研究指導以外の演習（１）（２） 

選 択 講義科目

実習科目

領域にとらわれず自由に選択 （ただし、１年制コース「基

礎選択科目」を含まない） 

２２単位（以上） 

修 了 単 位 数 ３０単位（以上） 
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２．修士課程（１年制コース） 

（１）研究指導およびリサーチペーパー 

   研究指導およびリサーチペーパーに合格する。 

（２）必修科目 

  必修科目として、次の２つの科目区分から合計１０単位（以上）を履修しなければならない。 

  ①各自が所属する研究指導の演習（１）を４単位。 

  ②各自が所属するコース設置のマネジメント科目から６単位（以上）。 

（３）選択科目 

   選択科目として、必修科目以外の研究科設置科目（演習科目、マネジメント科目、基礎選択科目、その他

の講義科目）から、修了に必要な単位数３０単位（以上）となるよう科目を履修する。この場合、２年制コース

設置科目から履修してもよい。 

各自が所属する研究指導以外の演習科目は、演習科目（１）を２科目８単位以内に限り、修了に必要な単

位として算入することができる。各自が所属する研究指導以外の演習科目を登録する場合は、事前に当該

演習科目の担当教員に了解を得なければならない。 

（４）１年間に登録できる授業科目の登録制限単位は４５単位とする。 

（５）上記の履修方法を表にすると下記のとおりとなる。 

必修/選択 科目区分 科目の説明 修了要件 

研究指導  合格 

リサーチペーパー  合格 

演習科目 所属する研究指導の演習（１） ４単位 

必 修 

マネジメント科目 所属するコース設置のマネジメント科目 ６単位（以上） 

演習科目 所属する研究指導以外の演習（１） 選 択 

マネジメント科目 

基礎選択科目 

講義科目等 

領域・コースにとらわれず自由に選択 

（２年制コース設置科目を含む） 

３０単位より必修科目

で取得した単位を除し

た単位数 

修 了 単 位 数 ３０単位（以上） 

 

３．他箇所設置科目および入学前修得科目 （２年制コース、１年制コース共通） 

（１）本大学の他箇所に設置されている大学院生対象科目を指導教員の許可を得て履修することができる。 

修得した授業科目の単位のうち、１０単位以内に限り講義科目の代替科目として修了に必要な単位に算入

することができる。この場合の登録単位数は、当該年度の登録制限単位数の中に含めるものとする。 

 上記の他に、自由科目（修了に必要な単位とはならい科目）として他箇所で設置されている科目を履修す

ることができる。 

（２）本研究科在学中に外国の大学院へ留学し、留学先で修得した講義科目の単位のうち、本研究科に設置

されている講義科目（研究領域等は問わない）のいずれかに該当すると認められるものに限り、１０単位を限

度として、当該講義科目に振り替えて認定することがある。この場合の認定した単位数は、認定した年度の

登録制限単位数の中に含めるものとする。 

（３）本研究科入学前に、本大学の研究科または他大学大学院（外国の大学院を含む）において修得した講義

科目の単位（科目等履修生として修得した単位を含む）のうち、本研究科に設置されている講義科目（研究

領域は問わない）のいずれかに該当すると認められるものに限り、１０単位を限度として、当該講義科目に振

り替えて認定することがある。なお、本研究科あるいは人間科学研究科の科目等履修生として在学し、本研

究科あるいは人間科学研究科スポーツ科学研究領域の演習科目の単位を修得した場合も同様の取り扱い

とする。この場合の認定した単位数は、認定した年度の登録制限単位数の中に含めるものとする。 

（４）上記に規定する単位は、併せて１０単位を限度とする。 
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【 ９月修了について 】 

 修士課程（２年制コース、１年制コース）の学位授与の要件中、３月までに 

  ① 修士論文またはリサーチペーパーに関する要件を満たさなかった場合 

  ② 所定の単位を充足することができなかった場合 

  ③ 上記 ① ② いずれの要件も満たさなかった場合 

   のために、修了に関する要件を具備することができず、そのために引き続き在学する者については、以下

の基準によりその年の９月に修士の学位を授与(９月１５日付)することができる。 

 １．修士論文について 

  ① 修了できなかった年度に「修士論文計画書」または「リサーチペーパー計画書」を提出していること 

  ② ９月修了を希望する年度に指導教員の「研究指導」を登録していること 

  ③ ９月修了を希望する年度の９月までに修士論文またはリサーチペーパーに関する要件を具備すること 

 ２．授業科目について 

  ① 修士２年制コース：修了所要単位が４単位以内の不足であること 

    修士１年制コース：修了所要単位が８単位以内の不足であること 

  ② 不足単位を修得する場合は、前期終了科目であること 

演習科目または講義科目の通年科目を履修する場合は、９月修了の対象とはならない。 

 ３．手続について 

   ９月修了を希望する場合は、その年度の４月の科目登録時に研究科所定の書類にてその旨研究科長へ

届け出なければならない。その場合、指導教員の承認印が必要となる。 

 

 

― 博士後期課程 ― 

【 修了要件 】 

１. 博士後期課程の修了要件は、通常３年以上６年以内在学し、論文作成のために必要な研究指導を受けた

上、博士論文の審査および試験に合格しなければならない。合格者には「博士（スポーツ科学）」の学位が

授与される。 

２. 授業科目について必要単位はないが、指導教員の指示により、修士課程の授業科目を履修しなければな

らない場合がある。 

３. 博士論文を提出しないで退学した者のうち、博士後期課程に３年以上在学し、かつ必要な研究指導を受

けた者は、退学した日から起算して３年以内に限り博士論文を提出し審査および試験を受けることができる。 

  「３年以内」とは、提出された博士論文の受理を決定する研究科運営委員会が年２回(５月と１１月)開催され

るが、その開催年月日が退学後３年以内であれば審査および試験を受けることができるということである。 
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― 修士課程・博士後期課程 ― 

【 成 績 】 

成績は、次のとおり表示する。 

（１）研究指導 

合否区分 合 格 不合格 

成績通知書 Ｐ Ｑ 

成績証明書 Ｐ 記載なし 

（２）授業科目、修士論文、リサーチペーパー 

合否区分 合       格 不合格 

点 数 １００～９０ ８９～８０ ７９～７０ ６９～６０ ５９以下 

成績通知書 Ａ＋ Ａ Ｂ Ｃ Ｆ 

成績証明書 Ａ＋ Ａ Ｂ Ｃ 記載なし 

 

 

― 科目名称変更 ― 

【 修士課程 】 

講義科目 

下記の研究指導は名称が変更となっている。変更後と変更前とは同一科目として取り扱うものとする。 

２００８年度以降科目名 ２００７年度以前科目名 

スポーツ組織特論 組織と人材 

 

２００７年度以降科目名 ２００６年度以前科目名 

スポーツの法と契約 スポーツに関する法と契約 

ＳＰＳＳとマーケティング 統計学 

 

 

― 授業時間 ― 

授業時間は下記のとおりである。所沢キャンパス以外のキャンパスで行う授業については、移動に伴う

時間を考慮し、科目の登録を行う必要がある。 

 

１時限目  ９：００～１０：３０ 

２時限目 １０：４０～１２：１０ 

３時限目 １３：００～１４：３０ 

４時限目 １４：４０～１６：１０ 

５時限目 １６：２０～１７：５０ 

６時限目 １８：００～１９：３０ 

７時限目 １９：４０～２１：１０ 
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ⅩⅢ 教育職員免許状取得について 

 

１. スポーツ科学研究科で取得できる免許の種類及び教科は、次のとおりである。 

免許状の種類 ： 中学校教諭専修免許状 

： 高等学校教諭専修免許状 

免許状の教科 ： 保健体育 

２. 免許状取得の条件 

本研究科入学以前に、中学校教諭一種免許状又は高等学校教諭一種免許状を取得した者、又は教育

職員免許法の５条第一項別表第１の所要資格を充たしている者。(「５条第一項別表第１の所要資格」とは、

一種免許状取得に必要な「教職および教科に関する科目」の法令で定める単位数を言う) 

なお、この免許法の所要資格のうち、すでに大学において、教科又は教職に関する専門教育科目の一

部を履修している者は、スポーツ科学部科目等履修生として別途入学し、不足している科目の単位を修得

することにより、本研究科在籍中に免許法の所要資格を充たすことができる。 

大学院学生がスポーツ科学部科目等履修生として、学部科目の聴講ができる許可条件は、次のとおりで

ある。 

  (１) 教科又は教職に関する専門教育科目の一部を、すでに出身学部において履修している者に限る。現

職の教員で、すでに一種免許状を修得している者を除く。 

  (２) 研究科長及び指導教員が、正規の授業に支障がないと認めた科目・単位数に限る。 

  (３) 科目等履修生としての学籍は、聴講する学部が所管し、成績通知書の配布、証明書の発行は当該学

部が行う。 

  (４) 聴講料は一部有料。 

詳細については、所沢総合事務センターへ問い合せること。 

３. 免許状取得に必要な科目 

別表のスポーツ科学研究科設置科目のなかから２４単位以上を履修し、修士の学位を得ることにより、保

健体育(中学・高校)の専修免許状が取得できる。(２４単位の履修方法は分野に関係なく任意に履修して可) 

４. その他 

  (1) 免許状の申請は、本人が、自分の住所地又は教員採用学校所在地の授与権者(都道府県教育委員

会)にたいして行う。ただし、３月の修了予定者に限り、大学がとりまとめて申請を代行(一括申請)し、学位授

与当日に免許状を手渡せるようとりはからっている。 

    また、免許状授与証明書の請求は、授与権者に行うこと。 

  (2) １９９７年６月「教育職員免許法の特例等に関する法律」が成立し、中学校免許状を取得する場合は、７

日以上の介護等体験が義務付けられた。詳細については、教育学部から交付される「各種資格取得の手

引」を参照すること。 
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別表 ２００８年度対象科目 

教科に関する法定科目（分野） 左記に該当する当研究科設置科目 

体育原理、体育心理学、体育経営管

理学、体育社会学」及び運動学（運動

方法学を含む） 

武道論演習（１）・（２） 

スポーツ人類学演習（１）・（２） 

スポーツ倫理学･教育学演習（１）・（２） 

スポーツメディア論演習（１）・（２） 

スポーツ社会学演習（１）・（２） 

スポーツ史演習（１）・（２） 

舞踊論演習（１）・（２） 

スポーツ経営学演習（１）・（２） 

健康スポーツ論演習（１）・（２） 

スポーツビジネスマネジメント論演習（１）・（２） 

スポーツクラブビジネス論演習（１）・（２） 

スポーツ組織論演習（１）・（２） 

スポーツビジネス・アドミニストレーション演習（１）・（２） 

身体形態学演習（１）・（２） 

スポーツ心理学演習（１）・（２） 

スポーツ情報処理演習（１）・（２） 

スポーツ認知神経科学演習（１）・（２） 

コーチング科学Ⅰ演習（１）・（２） 

コーチング科学Ⅱ演習（１）・（２） 

コーチング科学Ⅲ演習（１）・（２） 

コーチング科学Ⅳ演習（１）・（２） 

コーチング科学Ⅴ演習（１）・（２） 

スポーツクラブマネジメント演習（１） 

健康スポーツマネジメント演習（１） 

レクリエーション指導法演習 

武道思想史特論 

スポーツ人類学特論 

スポーツ表象特論 

スポーツ社会学特論 

スポーツ史特論 

舞踊表現特論 

スポーツ経営学特論 

健康スポーツマネジメント特論 

スポーツビジネスマネジメント特論 

スポーツクラブビジネス特論 

トップスポーツビジネス特論 

スポーツ組織特論 

スポーツビジネス・アドミニストレーション特論 

スポーツ統計学特論 

スポーツ情報処理特論 

スポーツ認知神経科学特論 

コーチング特論 

コーチ学特論 

コーチング心理学特論 

パフォーマンス評価 

スポーツ戦術戦略特論 

スポーツの法と契約 

スポーツファイナンス特論 

スポーツプロモーション特論 

トップスポーツマネジメント特論 
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教科に関する法定科目（分野） 左記に該当する当研究科設置科目 

生理学（運動生理学を含む） 

 

 

生体ダイナミクス演習（１）・（２） 

運動栄養学演習（１）・（２） 

運動生化学演習（１）・（２） 

バイオメカニクス演習（１）・（２） 

スポーツ生理学演習（１）・（２） 

統合運動神経生理学演習（１）・（２） 

トレーニング科学演習（１）・（２） 

老年リハビリテーション演習 

バイオテクノロジー特論 

生体機能学特論 

生体ダイナミクス特論 

スポーツ栄養学特論 

運動生化学特論 

バイオメカニクス特論 

スポーツ生理学特論 

脳科学からみる運動生理学特論 

コーチングバイオメカニクス特論 

コンディショニング特論 

老年学特論 

身体運動科学基礎論 

衛生学及び公衆衛生学 運動免疫学演習（１）・（２） 

健康運動疫学演習（１）・（２） 

学校保健（小児保健、精神保健、学校

安全及び救急処置を含む） 

スポーツ神経精神医科学演習（１）・（２） 

スポーツ健康管理学演習（１）・（２） 

運動器スポーツ医学演習（１）・（２） 

スポーツ外科学演習（１）・（２） 

健康行動科学演習（１）・（２） 

スポーツ整形外科学演習（１）・（２） 

スポーツ神経科学演習（１）・（２） 

健康スポーツ指導法演習 

メディカルコンディショニング特論 

スポーツ神経精神医科学特論 

スポーツ内科学特論 

運動器発育・発達特論 

スポーツ外科学特論 

運動器解剖実習 

健康行動科学特論 

スポーツ整形外科学特論 

精神生理学特論 

健康指導コミュニケーション 

スポーツ医学概論 

保健体育の教職に関する科目 体育科教育学演習（１）・（２） 

学校体育マネジメント演習（１） 

スポーツ教育学特論 

体育科教育特論 

体育科教育学特論 

体育科カリキュラム特論 

体育科教育評価特論 

体育科教育内容特論 
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別表 ２００７年度対象科目 

教科に関する法定科目（分野） 左記に該当する当研究科設置科目 

体育原理、体育心理学、体育経営管理学、

体育社会学」及び運動学（運動方法学を含

む） 

武道論演習（１）・（２） 

スポーツ人類学演習（１）・（２） 

スポーツ倫理学･教育学演習（１）・（２） 

スポーツメディア論演習（１）・（２） 

スポーツ社会学演習（１）・（２） 

スポーツ経営学演習（１）・（２） 

健康スポーツ論演習（１）・（２） 

スポーツビジネスマネジメント論演習（１）・（２） 

スポーツクラブビジネス論演習（１）・（２） 

スポーツ情報処理演習（１）・（２） 

コーチング科学Ⅰ演習（１）・（２） 

コーチング科学Ⅱ演習（１）・（２） 

コーチング科学Ⅲ演習（１）・（２） 

コーチング科学Ⅳ演習（１）・（２） 

スポーツクラブマネジメント演習（１） 

健康スポーツマネジメント演習（１） 

身体形態学演習（１）・（２） 

スポーツ心理学演習（１）・（２） 

武道思想史特論 

スポーツ人類学特論 

スポーツ表象特論 

スポーツ社会学特論 

スポーツ経営学特論 

健康スポーツマネジメント特論 

スポーツビジネスマネジメント特論 

スポーツクラブビジネス特論 

トップスポーツビジネス特論 

スポーツ統計学特論 

スポーツ情報処理特論 

コーチング特論 

コーチ学特論 

コーチング心理学特論 

パフォーマンス評価 

スポーツの法と契約 

スポーツファイナンス特論 

スポーツプロモーション特論 

トップスポーツマネジメント特論 

生理学（運動生理学を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トレーニング科学演習（１）・（２） 

生体ダイナミクス演習（１）・（２） 

運動栄養学演習（１）・（２） 

運動生化学演習（１）・（２） 

バイオメカニクス演習（１）・（２） 

スポーツ生理学演習（１）・（２） 

生体機能学特論 

生体ダイナミクス特論 

スポーツ栄養学特論 

運動生化学特論 

バイオメカニクス特論 

スポーツ生理学特論 

コーチングバイオメカニクス特論 

コンディショニング特論 
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教科に関する法定科目（分野） 左記に該当する当研究科設置科目 

生理学（運動生理学を含む） バイオテクノロジー特論 

老年リハビリテーション演習 

老年学特論 

身体運動科学基礎論 

衛生学及び公衆衛生学 運動免疫学演習（１）・（２） 

健康運動疫学演習（１）・（２） 

学校保健（小児保健、精神保健、学校安全

及び救急処置を含む） 

スポーツ神経科学演習（１）・（２） 

スポーツ神経精神医科学演習（１）・（２） 

スポーツ健康管理学演習（１）・（２） 

運動器スポーツ医学演習（１）・（２） 

スポーツ外科学演習（１）・（２） 

メディカルコンディショニング特論 

スポーツ神経精神医科学特論 

スポーツ内科学特論 

運動器発育・発達特論 

スポーツ外科学特論 

精神生理学特論 

運動器解剖実習 

スポーツ医学概論 

保健体育の教職に関する科目 学校体育マネジメント演習（１） 

スポーツ教育学特論 

体育科教育学特論 

体育科カリキュラム特論 

体育科教育評価特論 

体育科教育内容特論 
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別表 ２００６年度対象科目 

教科に関する法定科目（分野） 左記に該当する当研究科設置科目 

体育原理、体育心理学、体育経営管理学、

体育社会学」及び運動学（運動方法学を含

む） 

武道論演習（１）・（２） 

スポーツ人類学演習（１）・（２） 

スポーツ倫理学･教育学演習（１）・（２） 

スポーツメディア論演習（１）・（２） 

スポーツ社会学演習（１）・（２） 

スポーツ経営学演習（１）・（２） 

健康スポーツ論演習（１）・（２） 

スポーツビジネスマネジメント論演習（１）・（２） 

スポーツクラブビジネス論演習（１）・（２） 

スポーツ情報処理演習（１）・（２） 

コーチング科学Ⅰ演習（１）・（２） 

コーチング科学Ⅱ演習（１）・（２） 

コーチング科学Ⅲ演習（１）・（２） 

コーチング科学Ⅳ演習（１）・（２） 

スポーツクラブマネジメント演習（１） 

健康スポーツマネジメント演習（１） 

身体形態学演習（１）・（２） 

スポーツ心理学演習（１）・（２） 

武道思想史特論 

スポーツ人類学特論 

スポーツ表象特論 

スポーツ社会学特論 

スポーツ経営学特論 

健康スポーツマネジメント特論 

スポーツビジネスマネジメント特論 

スポーツクラブビジネス特論 

トップスポーツビジネス特論 

スポーツ統計学特論 

スポーツ情報処理特論 

コーチング特論 

コーチ学特論(総合講座) 

コーチング心理学特論 

パフォーマンス評価 

スポーツに関する法と契約 

スポーツファイナンス特論 

生理学（運動生理学を含む） トレーニング科学演習（１）・（２） 

生体ダイナミクス演習（１）・（２） 

運動栄養学演習（１）・（２） 

運動生化学演習（１）・（２） 

バイオメカニクス演習（１）・（２） 

スポーツ生理学演習（１）・（２） 

生体機能学特論 

生体ダイナミクス特論 

スポーツ栄養学特論 

運動生化学特論 

バイオメカニクス特論 

スポーツ生理学特論 

コーチングバイオメカニクス特論 

コンディショニング特論 
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教科に関する法定科目（分野） 左記に該当する当研究科設置科目 

衛生学及び公衆衛生学 運動免疫学演習（１）・（２） 

健康運動疫学演習（１）・（２） 

学校保健（小児保健、精神保健、学校安全

及び救急処置を含む） 

スポーツ神経科学演習（１）・（２） 

スポーツ神経精神医科学演習（１）・（２） 

スポーツ健康管理学演習（１）・（２） 

運動器スポーツ医学演習（１）・（２） 

スポーツ外科学演習（１）・（２） 

メディカルコンディショニング特論 

スポーツ神経精神医科学特論 

スポーツ内科学特論 

運動器発育・発達特論 

スポーツ外科学特論 

精神生理学特論 

運動器解剖実習 

保健体育の教職に関する科目 学校体育マネジメント演習（１） 

スポーツ教育学特論 

体育科教育学特論 

体育科カリキュラム特論 

体育科教育評価特論 

体育科教育内容特論 
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ⅩⅣ 学費 

 

１．修士課程（２年制コース） 

2008 年度入学者                                             (単位：円) 

学       費 諸会費 

学生健保 学会費 
年

度 
納入期 

入学金 授業料 施設費 
実験 

演習料 組合費 入会金 年会費 

合 計 

入学時 260,000 341,500 75,000 35,000 6,000 2,000 2,500 722,000 

後期 ― 341,500 75,000 35,000 ― ― 2,500 454,000 

初

年

度 計 260,000 683,000 150,000 70,000 6,000 2,000 5,000 1,176,000 

前期 ― 343,500 75,000 35,000 ― ― 2,500 456,000 

後期 ― 343,500 75,000 35,000 ― ― 2,500 456,000 

二

年

度 計 ― 687,000 150,000 70,000 ― ― 5,000 912,000 

＊ 本大学卒業生（修了生）の入学金は免除する。 

＊ スポーツ科学部卒業生の学会費入会金は免除する。 

＊ 人間科学部卒業生（2002 年度以前入学者）の学会費入会金は免除する。 

 

200７年度入学者                                             (単位：円) 

学       費 諸会費 

学生健保 学会費 
年

度 
納入期 

入学金 授業料 施設費 
実験 

演習料 組合費 入会金 年会費 

合 計 

前期 ― 341,500 75,000 35,000 ― ― 2,500 454,000 

後期 ― 341,500 75,000 35,000 ― ― 2,500 454,000 

二

年

度 計 ― 683,000 150,000 70,000 ― ― 5,000 908,000 

 

２．修士課程（１年制コース）                                      (単位：円) 

学       費 諸会費 

学生健保 学会費 
年

度 
納入期 

入学金 授業料 施設費 
実験 

演習料 組合費 入会金 年会費 

合 計 

入学時 260,000 427,000 75,000 35,000 3,000 2,000 2,500 804,500 

後期 ― 427,000 75,000 35,000 ― ― 2,500 539,500 

初

年

度 計 260,000 854,000 150,000 70,000 3,000 2,000 5,000 1,344,000 

＊ 本大学卒業生（修了生）の入学金は免除する。 

＊ スポーツ科学部卒業生の学会費入会金は免除する。 

＊ 人間科学部卒業生（2002 年度以前入学者）の学会費入会金は免除する。 
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３．博士後期課程 

2008 年度入学者                                             (単位：円) 

学      費 諸会費 

学生健保 学会費 
年

度 
納入期 

入学金 授業料 施設費
実験 

演習料 組合費 入会金 年会費 

合 計 

入学時 260,000 281,500 40,000 35,000 9,000 2,000 2,500 630,000 

後期 ― 281,500 40,000 35,000 ― ― 2,500 359,000 

初

年

度 計 260,000 563,000 80,000 70,000 9,000 2,000 5,000 989,000 

前期 ― 281,500 40,000 35,000 ― ― 2,500 359,000 

後期 ― 281,500 40,000 35,000 ― ― 2,500 359,000 

二

年

度 計 ― 563,000 80,000 70,000 ― ― 5,000 718,000 

前期 ― 281,500 ― 35,000 ― ― 2,500 319,000 

後期 ― 281,500 ― 35,000 ― ― 2,500 319,000 

三

年

度 計 ― 563,000 ― 70,000 ― ― 5,000 638,000 

＊ 本大学卒業生（修了生）の入学金は免除する。 

＊ スポーツ科学部卒業生、スポーツ科学研究科修了生の学会費入会金は免除する。 

＊ 人間科学部卒業生（2002 年度以前入学者）の学会費入会金は免除する。 

 

200７年度入学者                                             (単位：円) 

学      費 諸会費 

学生健保 学会費 
年

度 
納入期 

入学金 授業料 施設費
実験 

演習料 組合費 入会金 年会費 

合 計 

前期 ― 281,500 40,000 35,000 ― ― 2,500 359,000 

後期 ― 281,500 40,000 35,000 ― ― 2,500 359,000 

二

年

度 計 ― 563,000 80,000 70,000 ― ― 5,000 718,000 

前期 ― 281,500 ― 35,000 ― ― 2,500 319,000 

後期 ― 281,500 ― 35,000 ― ― 2,500 319,000 

三

年

度 計 ― 563,000 ― 70,000 ― ― 5,000 638,000 

 

※延長生の学費については、別途配布する資料を参照のこと。 

 

４．学費納入に関する注意 

 （１）学費振替日 

学費を銀行口座から振り替えで納入する場合は、次の期日に振り替えを行う。 

前期学費振替日：  ５月１日 （新入生を除く） 

後期学費振替日： １０月１日 

 （２）学費振込み 

学費を銀行振込で納入する場合は、大学から送付される振込用紙に従い、期日までに学費を納入しなけ

ればならない。 

 （３）学費延納 

やむを得ない理由で期日までに納入できないときは、所定の「学費等延納願」に納入予定月日、理由等

を記入し、延納の承認を得なければならない。 

詳細については、所沢総合事務センターに問い合わせること。 
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ⅩⅤ 学生生活等 

 

１．学籍番号 

学生は各自学籍番号をもつ。 

学籍番号は各自の氏名にも代わるほど重要なもので、間違わないように記憶しておく必要がある。 

２００８年４月にスポーツ科学研究科の１年次に入学した者の学籍番号は次のとおりである。 

   ５ ０ ０ ８ Ａ □ □ □ - □ 

   a     b   c     d       e 

a ： 箇所コード (スポーツ科学研究科) 

b ： 入学年度 (西暦下２桁) 

c ： 専攻コード：Ａ－スポーツ科学専攻 

d ： 個人番号 

   百の位は次の課程を示す 

 ０～２：修士課程２年制コース、３：修士課程１年制コース、５：博士後期課程、９：科目等履修生 

e ： チェックデジット （ＣＤ） 

 

２．学生証（身分証明書） 

本大学の学生には入学と同時に学生証(身分証明書)を交付する。この学生証は、その身分を証明するため

に必要であるばかりでなく、学習上・事務手続き上のいろいろな場合に必要であるから破損・紛失のないように

注意し、下記のことに留意すること。 

 (１) 学生証は、入学時にスポーツ科学研究科より交付する。 

 (２) 学生証は、｢学生証(カード)｣（以下｢学生証｣という）と有効年限を明示した｢裏面シール｣とからなり、学生

証の裏面に「裏面シール」を貼り合わせてから、効力が生じる。 

 (３) 学生証の交付を受けたら、速やかに学生証の裏面に｢裏面シール｣を貼り学生証の表の氏名欄に、黒い

油性のペンまたはボールペンで氏名(漢字)を楷書で記入すること。なお、漢字を持たない留学生は、裏

面シールの氏名欄に印刷されているアルファベットと同じように、活字体で記入すること。 

 (４) 学生証は、在学期間中使用し、｢裏面シール｣は、毎学年度末に所沢総合事務センター大学院カウンタ

ーで交付するので、貼り替えること。 

 (５) 住所を変更したときや、通学定期券発行控欄が一杯になったときは、速やかに所沢総合事務センター 

に届け出て、追加のシールの交付を受けること。 

 (６) 学生証を紛失したり盗難にあったりすると悪用されるおそれがあるので十分注意し、その際は、ただちに

所沢総合事務センターに届け出ること。 
 (７) 紛失などのために再交付を受ける場合は、所沢総合事務センターに再交付願(カラー写真１枚と手数料 

２，０００円)を提出すること。なお、同一年度内に一度を超えて再交付を願い出る場合は、保証人の連署

が必要になる。再交付は通常１週間程度かかる。 

 (８) 試験、図書館や学生読書室の利用、各種証明書・学割・通学証明書の交付、種々の配付物を受け取る

とき、その他本学教職員の請求があったときは、学生証を呈示しなければならない。 

 (９) 有効期間は、｢裏面シール｣に示された有効年の４月１日から翌年３月３１日までの１年間である。 

(10) 学生証は、修了または退学などにより学生の身分がなくなると同時に、その効力を失うので、ただちに所

沢総合事務センターに返却しなければならない。修了の場合は、学生証と引き換えに学位記が授与され

るので、その日まで必ず携帯すること。 
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３．各種証明書の交付 

 (１) 在学中の課程の在学証明書・修了見込証明書・学業成績証明書及び健康診断証明書は、「自動証明

書発行機」（各キャンパスに設置されているどの機械からも発行可）により発行される。（但し、健康診断証

明書は当該年度の健康診断を受診したものに限る。） 

    その際、学生証・暗証番号(入学手続時に登録)および発行手数料が必要となる。 

    上記以外の証明書については、「自動証明書発行機」では発行できないので、所沢総合事務センター 

へ申し出ること。 

 (２) 通学証明書を必要とする者は、所沢総合事務センターにおいて所定の手続きをとり、その交付を受ける

こと。 

 (３) 学校学生生徒旅客運賃割引証(学割と略称)は、本人に限り年間10枚を限度として各キャンパス内に設

置されている「自動証明書発行機」により発行される。 

有効期間は発行日より３ヶ月間である。特別の理由（研究活動等）により年間10枚以上の学割証が必要に

なった場合は、所沢総合事務センターに申し出ること。 

 (４) 各種証明書の料金は所沢総合事務センター内に掲示してある。 

 

４．諸願および諸届 

学生諸君が勉学上の事故や身分その他に異動があった場合には、必ずその事項についての願または届を

提出しなければならない。以下その要領を説明する。 

 (１) 諸願・諸届の作成についての注意 

  ①用紙は所沢総合事務センターで交付する所定の用紙を用いること。 

  ②楷書ではっきり記入すること。(鉛筆不可) 

  ③休学願、復学願、退学願の本人氏名および保証人氏名の記入は、それぞれの自署とする。押印も同じ。 

 (２) 諸願・諸届提出についての注意 

  ①留学願 

    留学をしようとする者は、所沢総合事務センターに問い合わせること。 
  ②休学願 

   ア. 病気その他の正当な理由により、引き続き2ヶ月以上授業(試験を含む)に出席することができない者

は、必ず指導教員に相談したうえで所定の「休学願」を提出し、研究科運営委員会の承認を得て休学

することができる。 

   イ. 休学は当該学期限りであるが、特別の事情のある場合には、継続して合計2年に限り休学を許可する

ことがある。 

   ウ. 病気で休学する場合は必ず医師(公立病院等)の診断書を添えなければならない。 

   エ. 休学中の学費については、所沢総合事務センターに問い合わせること。 

  ③復学願 

   ア. 復学は学期始めに限られる。 

   イ. 病気による休学で復学する場合は、必ず就学可能と認める医師の診断書を添付しなければならない。 

   ウ. 復学が許された者は、復学する学期分の授業料等を納入し、裏面シールの交付を受ける。 

  ④退学願 

   ア. 退学を願いでる場合は、退学願のほかに学生証を添えなければならない。 

   イ. 学年の中途で退学する場合でも、その期の学費を納めなければならない。納入していない場合は、

退学扱いとはせず抹籍扱いとする。 
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  ⑤現住所変更届、改姓(名)届、その他 
   ア. 本人または保証人が住所を変更した場合には、ただちにその旨を所沢総合事務センターに届け出な

ければならない（本人の住所等についてはWaseda-net Portalからも変更可能）。 

   イ. 改姓(名)を行った場合には、その届に戸籍抄本を添付しなければならない。 

   ウ. 保証人が死亡した場合、またはそのほかの理由で変更を必要とする場合には、新しい保証人を選定

して届け出なければならない。 

 

５．各種補助 

（１）複写代補助費 

複写代の補助として、博士後期課程在学者(助手・休学者は除く)に対して、年間５，０００円相当のコピーカ

ードを配付している。配付時期については、その都度掲示で通知する。 

 

（２）海外論文発表補助費 

博士後期課程の学生に対して、国際会議・シンポジウム等に参加し、研究論文等の発表を行う際に必要な

経費(①登録料、②海外旅費)の一部を補助する。 

 （補助対象者） 

   大学院博士後期課程に在学する学生(助手、ＤＣ奨励研究費の交付を受けている者、休学者は除く。た

だし、海外留学による休学者は対象)。 

 (補助の対象となる国際会議等) 

   二ケ国間以上の参加者を対象とする、専門学会等が主催する国際会議・シンポジウム等。 

 (補助額および補助回数) 

①国際会議論文発表登録料補助：５５，０００円を上限として登録料の一部を補助する。学生１人に対する補

助回数は年１回とする。 

②海外論文発表出張旅費：海外で行われる国際会議・シンポジウム等において研究論文の発表を行う場合、

１１０，０００円を上限として海外旅行の一部を補助する。出張期間は、海外学会開催期間に移動日を加え

た期間とし、それを越えた場合は補助されない場合がある。学生１人に対する補助回数は年１回とする。 

 (申請手続) 

   この補助費を受けようとする場合は、「海外論文発表補助費交付申請書」および「学会・研究出張願」とと

もに、申請者が研究論文等の発表を行なうことが明記されている、国際会議・シンポジウム等のプログラム等

および航空運賃等の領収書または見積書を添付し、所属研究科を経由して、大学に申請すること。 

 

（３）学会発表補助費 

  学生本人が発表代表者として、学会発表に要した費用の一部を補助する。 

 (補助対象者) 

  大学院博士後期課程および修士課程に在学する学生 

 (補助の対象となる学会等) 

  ①博士後期課程：全国規模の学会等 

  ②修士課程：全国規模の学会等または、国内および国外で開催される二ｹ国間以上の参加者を対象とする 

国際学会等 

 (補助額および補助回数) 

補助の対象は参加費のみとし３，０００円を上限とし、補助回数の制限は設けない(交通費・懇親会費は含

まない)。 
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 (申請手続) 

この補助費を受けようとする場合は、「申請書」「参加費の領収書またはコピー」「学会の案内」「発表抄録」

「プログラムの写し」を所沢総合事務センターへ提出すること。 

なお、申請の時期は領収書の日付から３ヶ月以内で原則として年度内とする。 

 

６．所沢総合事務センター 

大学院に関する諸手続は１００号館４階にある所沢総合事務センターで行っている。開室時間は、午前９時

から午後５時を原則としているが、期間により変更することがあるため、事務センター前に掲示される開室時間

を確認すること。 

なお、日曜日、国民の祝日、創立記念日、夏季・冬季休業中の土曜日、夏季事務所一斉休業期間、年末年

始は事務センターは閉室する。 

また、土曜日は取り扱う業務が限定されるため、可能な限り平日に事務センターを利用されたい。 

 

７．掲示 

大学および大学院からの学生に対する伝達事項は、すべて掲示によることになっているから、登校の際必

ず見る習慣をつけること。 

掲示を見落とすと、思いがけない重大な結果を招くことがあるから十分注意されたい。 

掲示板は、教務に関する一切のこと、奨学金関係、大学および大学院からの伝達、その他事務所からの連

絡などに使用する。 

なお、本研究科の掲示板は、Ｄゾーン(所沢総合事務センター・図書館開放閲覧室横)に設置されている。 

 

８．交通機関のストライキと授業 

首都圏のＪＲ等がストを実施した場合の授業休講措置について 

１. ＪＲ等交通機関のストが実施された場合(ゼネスト) 

首都圏におけるＪＲのストが 

     Ａ 午前０時までに中止された場合、平常どおり授業を行う。 

     Ｂ 午前８時までに中止された場合、３時限目(１３時)から授業を行う。 

     Ｃ 午前８時までに中止の決定がない場合は、終日休講とする。 

    上記はＪＲの順法闘争および私鉄のストには適用しない。 

２. 首都圏ＪＲの部分(拠点)ストが実施された場合平常通り授業を行う。 

３. 首都圏ＪＲの全面時限ストが実施された場合 

     Ａ 午前8時までストが実施された場合、3時限目(13時)から授業を行う。 

     Ｂ 正午までストが実施された場合、6時限目(17時55分)から授業を行う。 

     Ｃ 正午を超えてストが実施された場合、終日休講とする。 

４. ＪＲを除く私鉄および都市交通のみのストが実施された場合平常通り授業を行う。 

５. ただし、所沢キャンパスに設置された授業科目を受講する者については、上記１・２・３は適用されるが４

については 

     ① 西武鉄道の新宿線または池袋線のどちらか一方でもストが実施された場合 

     ② ①の西武鉄道両線のストが実施されない場合でも、西武バスのストが実施された場合次のとおりと

する。 

     Ａ 午前８時までストが実施された場合、３時限目(１３時)から授業を行う。 

     Ｂ 午前８時を超えてストが実施された場合、終日休講とする。 
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９．天候悪化（台風・大雪等）による休講等の取り扱いについて 

台風、大雨、洪水、暴風、暴風雪、大雪等の天候悪化に伴いキャンパスが危険であると大学が判断した場

合、授業休講・試験延期の措置をとることがある。 

そ の 場合 は 、 原則 と し て各 時 限の 授 業 ・ 試 験 開 始 60 分 前 ま で に 決 定 し 、 本 学ホ ー ム ペ ー ジ

（http://www.waseda.jp/top/index-j.html）にて広報・周知する。ただし、気象状況が悪化し、危険であると判断

した場合は、60 分前を過ぎても休講・試験の延期を決定することがある。 

また、台風や大雪等、気象状況が時間の経過とともに悪化することが十分予測される場合は、前日に授業の

休講・試験の延期措置の決定を行うことがある。 

その場合は、前日の午後 7 時までに決定の判断を行い、本学ホームページに前日の午後 9 時までに掲載

して広報・周知する。 

なお、授業および試験が実施される場合でも、学生はキャンパスまでの交通経路内に気象庁による気象警

報が発表され、気象状況等に鑑みて通学することが危険又は困難であると自身で判断し、欠席した場合には、

所属研究科による承認済みの欠席届をもって、該当科目の担当教員へ申し出ること。 

 

１０．自転車･自動車･オートバイの駐輪場･駐車場の利用について 

所沢キャンパス内は、安全を確保するために、やむを得ない事情のない限り自動車・オートバイ（原付二輪

車）の乗り入れはできない。 

ただし、自転車で通学する場合には、所定の申請書を所沢総合事務センターへ提出し、駐輪場の利用許

可を得なければならない。また、事情により自動車・オートバイで通学する場合にも、所定の申請書を所沢総合

事務センターへ提出し、駐車場・駐輪場の利用許可を得なければならない。  

自転車・自動車・オートバイでの通学にあたっては、交通の安全、災害・騒音の防止等をはかり、教育環境

の保持に努めなければならない。 

１）自転車で通学する場合 

 (１) 登録ステッカーの交付を受けるには、次の書類を所沢総合事務センターに提出しなければならない。 

   ① 登録申請書（所沢総合事務センターに備付） 

   ② 学生証 

    ※ 駐輪場利用料金は無料 

 (２) 登録ステッカーの有効期限は、大学院在学中とする。 

 (３) 登録申請事項の内容に変更が生じた場合、登録車を変更する場合は、すみやかに所沢総合事務センタ

ーに届け出ること。 

２）事情により自動車で通学する場合 

 (１) 駐車許可証の交付を受けるには、次の書類等を所沢総合事務センターに提出しなければならない。 

   ① 駐車許可申請書（所沢総合事務センターに備付） 

   ② 学生証 

   ③ 前年度分駐車許可証（前年度からの継続利用者のみ必要） 

   ④ 駐車場利用料金（年額５,０００円） 

    ※ 駐車場利用料金については、年度途中からの申請でも同一額とする。 

 (２) 駐車許可証の有効期間は、交付を受けた年度（１年間）限りとする。次年度も利用する場合には、新規の

申請時と同様の手続が必要である。 

 (３) 駐車許可申請事項の内容に変更が生じた場合、登録車を変更する場合は、すみやかに所沢総合事務

センターに届け出ること。 

 (４) 駐車許可証を他人に貸与し、または他人から借用してはならない。 
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３）事情によりオートバイ（原付二輪車）で通学する場合 

 (１) 登録ステッカーの交付を受けるには、次の書類を所沢総合事務センターに提出しなければならない。 

   ① 登録申請書（所沢総合事務センターに備付） 

   ② 学生証 

    ※ 駐輪場利用料金は無料 

 (２) 登録ステッカーの有効期限は、大学院在学中とする。 

 (３) 登録申請事項の内容に変更が生じた場合、登録車を変更する場合は、すみやかに所沢総合事務センタ

ーに届け出ること。 

４）駐輪・駐車 

 (１) 自転車・自動車・オートバイは、それぞれ指定された駐輪場（駐輪指定場所）・駐車場に駐輪・駐車しなけ

ればならない。駐輪場（駐輪指定場所）・駐車場以外の駐輪・駐車は厳禁する。 

   ① 自転車…正門自転車駐輪場または北門駐車場の自転車駐輪指定場所 

   ② 自動車…北門駐車場 

   ③ オートバイ…北門駐車場のオートバイ駐輪指定場所 

     ただし、フロンティア・リサーチセンターに所属する学生は、Ｂ地区の駐輪場・駐車場を利用することがで

きる。また、フロンティア・リサーチセンターに所属する博士後期課程の学生は、南門の駐輪場を利用する

ことができる。 

 (２) 正門駐輪場の利用時間は、８：００から２２：３０（土日は２１：３０）までとする。（この時間帯以外は閉門とな

る。） 

 (３) 自転車は登録ステッカーを後輪カバーに貼り、自動車は駐車許可証をフロントガラスに表を向けて置き、

オートバイは登録ステッカーをナンバープレート付近に貼っておくこと。 

５）注意事項 

 (１) 登録した自転車・自動車・オートバイ以外の駐輪・駐車は厳禁する。 

 (２) 大学・大学院等の行事、施設・設備の工事等により、駐輪場・駐車場の使用制限をすることがある。 

 (３) 駐輪場・駐車場内では徐行し、所定の区分に従って、整然と駐輪・駐車すること。 

 (４) 駐輪場（駐輪指定場所）・駐車場以外の駐輪・駐車は、通行の妨げや災害時等の避難の妨げになるので

厳禁する。駐輪場・駐車場以外に駐輪・駐車している場合、長期間放置されている場合は、管理上支障

をきたすので排除または処分することがある。 

 (５) キャンパス内、駐輪場・駐車場での人為的事故、損傷等は、当事者間で解決すること。また、駐輪・駐車

中の事故、災害、盗難等には、大学は一切責任を負わないので、各自十分に注意すること。（警察が指

導する「防犯登録」は必ずしておくこと。） 

 (６) 上記の事項に違反した場合、または大学の警告に従わない場合は、駐輪場・駐車場の利用許可を取り

消すことがある。 

 

１１．総合健康教育センター所沢分室 

学生食堂近くの308号室にあり、次の業務を行っている。 

内線 3308、緊急内線 3000、DI：04-2947-6706、Fax：04-2947-6804 

業務内容 

 (1) 学生・教職員の定期健康診断、特殊健康診断 

 (2) 各種健康診断書の発行  (ただし、定期健康診断を受診した者に限る。) 

 (3) 健康相談 

 (4) スポーツ障害相談、リハビリ相談 
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 (5) 内科相談 

 (6) 精神保健相談、その他の相談 

  ※心療内科医および心理専門相談員による相談は、予約制 

 (7) 救急処置・傷病者の休養 

 (8) 保健統計、健康管理に関する調査研究 

 (9) 健康教育 

 
１２．早稲田大学学生健康保険組合 

この組合は、早稲田大学学生の相互扶助の精神に基づき、在学中の健康管理や傷病等につき一定額の補

助を行い、学生の経済的負担をできる限り軽減させることを目的としている。 

詳細については、「学生健康保険の案内」(所沢総合事務センターに常備してある)を参照のこと。 

ホームページ：http://www.waseda.jp/student/hoken/gakusei-kempo/ 

 

１３．奨学金制度 

本学の奨学金制度は、本学独自の大隈記念奨学金・小野梓記念奨学金・博士後期課程奨学金などの学内

奨学金をはじめ、日本学生支援機構・民間団体・地方公共団体の奨学金がある。 

いずれの奨学金も、人物・学業成績が優秀でありながら、経済的理由により修学が困難な学生に給付また

は貸与することによって教育の機会均等を図るとともに、社会に貢献する人材の育成を目的としている。 

これらの奨学金を受けるには、所沢総合事務センターで配付している｢ＣＨＡＬＬＥＮＧＥ(奨学金情報)大学

院学生用｣を受け取り、これにしたがって必要な手続きを行うことになる。 

なお、奨学金の募集時期は、毎年４月上旬(全学年)であるので、それ以前に「ＣＨＡＬＬＥＮＧＥ(奨学金情

報)大学院学生用」を受け取ることが必要である。 

 

１４．学生教育研究災害傷害保険 

本学は、教育研究活動中や課外活動中の不慮の災害事故補償のために、保険料全額大学負担で、全学

部、全大学院、日本語研究教育センターの正規学生（過年度生を含む）に対して、「学生教育研究災害保険

（学災保）」に加入している。 

この保険は財団法人日本国際教育支援協会と国内損害保険会社との契約により実施されているもので、大

学施設内外の正課中、大学行事中、課外活動中（大学施設外の場合は事前の届け出が必要）、大学施設内

の事故を保険適用範囲にしている。 

適用範囲や手続き方法については、早稲田大学ホームページを参照のこと（関連ホームページ 学生教育

研 究災害 傷 害保険 http://www.waseda.jp/student/hoken/gakusaiho/  学生教 育研究賠 償 責任保 険 

http://www.waseda.jp/student/hoken/gakkenbai/）。 

課外活動中の事故の場合は、事前の届け出がなければ、適用を受けることができない。 

各サークルは、大学外での諸活動（合宿・研究・見学旅行・登山・試合など）を行う場合は、必ず、学生生活

課事務所（学生会館１階）に事前に届け出ること。また、大学院におけるゼミ合宿は所沢総合事務センターへ、

体育各部の部活動はオープン教育センター戸山分室（３５号館）に事前の届け出を行うと共に、万一事故が発

生した場合は、必ず事故報告を行うことを徹底すること。 
特に、夏季・冬季授業休止期間中などに国外において課外活動を行う際には、事前に綿密な計画を立て、

予備調査を行った上、届け出を行うと共に、早稲田大学学生であると同時に社会的責任を負うべき市民である

ことを自覚し、節度ある行動をとることを希望する。 
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ⅩⅥ 所沢図書館および中央図書館の利用について 

 

はじめに 

所沢キャンパスのほぼ中央に位置する所沢図書館は、スポーツ科学や人間科学に関連する専門書や学習

書、学術雑誌を中心に、利用者の一般教養に資する図書、雑誌等を収蔵している。 

中庭に面して｢コ｣の字形をした所沢図書館は、開架図書エリア、バックナンバー書庫、新刊雑誌コーナー等

の資料収蔵施設と、一般閲覧席、教職員・大学院学生を対象とした閲覧個室、グループ学習ができるグルー

プ閲覧室といった閲覧用の施設からなっている。 

 最近の情報化社会の中では大学図書館としてもデータベースの充実が必須であるが、図書館全体では国内

外の各種データベースを契約している。またそれ以外にも所沢図書館固有の契約としてPsycINFO(心理学)、

SPORTDiscus (スポーツ医学)なども利用できる。 

 

利用について 

１. 開館時間 

平日 ９：００～２１：００ 

土曜日 ９：００～１８：００ 

授業休止期間 月曜日～金曜日  ９：００～１８：００ 

２. 休館日 

日曜日、祝日、大学創立記念日(１０月２１日)、夏・冬・春季休業期間の一定期間。 

そのほか、業務上休館の必要がある場合。 

３. 利用者カード 

(１) 図書館の入館および図書の貸出には、学生証を利用者カードとして使用する。 

(２) 学生証は、在学中有効なので大切に扱うこと。 

(３) 学生証は、本人以外は使用できない。 

(４) 学生証を紛失したときは、ただちに大学院事務所に届け出ること。 

４. 入退館 

(１) 入館するときは、学生証を自動入館装置にスキャンして入館する。 

(２) 退館口には、ＢＤＳ(図書無断帯出防止装置)が設置されている。 

図書を館外に貸出する時は、必ずカウンターで手続きをすること。 

５. 資料の探し方 

(１) 全ての図書は、日本十進分類法(NDC)によって分類され、配架されている。 

(２) 図書を探すときは早稲田大学学術情報検索システム(WINE)の端末を利用する。端末の使い方がわか

らないときは館員に相談すること。 

６. 貸出・返却 

(１) 貸出・返却は、カウンターで手続きをすること。なお、閉館時の返却には、専用のブックポストも利用でき

る。 

(２) 貸出冊数は３０冊、貸出期間は３０日とする。 

(３) 参考図書および雑誌等は、館外に貸出できない。 

(４) 返却期間が過ぎても返却がない場合には、反則規定が適用される。 

(５) 図書を紛失したり、破損したときには、ただちに届け出ること。原則として現物または相当金額を弁償す

ることになる。 
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７. 利用上の注意 

(１) 館内では他人に迷惑をかけないよう、雑談などは慎むこと。 

(２) 閲覧した図書は、配架されていた元の正確な位置に戻すか、返却台に置くこと。 

(３) 館内は禁煙とする。 

(４) 館内への飲食物の持ち込みは禁止されている。 

(５) 入館の際は携帯電話のスイッチを切ること。 

(６) 館内では盗難の恐れもあるので貴重品などは机上に放置しないこと。 

８. 施設の利用 

(１) 開放閲覧室(４６席) 

ホールから入るとすぐに開放閲覧室があり、ここは図書館の閉館後も利用できる。 

(２) 新聞閲覧コーナー 

ソファーを設置してロビー風にしてあるので、気軽に利用できる。前月分まで保存してある。 

(３) ＡＶコーナー 

ＶＴＲ・ＬＤ・DVDが利用できる。また、このコーナーでは就職ガイダンス用のビデオも利用できる。 

(４) 情報検索室 

ＷＩＮＥ検索用端末機、外部データ・ベース検索用端末機およびインターネット検索用のパソコン、マイク

ロリーダー・プリンター等が利用できる。 

(５) エントランスホール 

カウンター脇のエントランスホールは、ソファーを配置してロビー風になっている。付近に学生向の雑誌お

よび文庫本を配架してあるので、勉強の合間に気軽に利用できる。 

(６) グループ閲覧室(１０席/２室) 

少人数授業が優先だが、空いた時間はグループで学習および研究等を行うときに利用できる。 

(７) コピーコーナー 

カード式複写機をコピーコーナーと新刊学術雑誌コーナーに設置してある。利用は図書館所蔵資料のコ

ピーに限る。 

(８) 参考図書コーナー 

辞書、事典、便覧、ハンドブック、地図等の参考図書が集められている。 

(９) 開架閲覧室(２００席) 

和書が配架されている開架書架をはさんで、南側と北側の雰囲気の違う閲覧席がある。 

(１０) 教員・大学院生用開架図書エリア 

①新刊学術雑誌コーナー、②ラウンジ・コピーコーナー、③検索コーナー、④閲覧個室、⑤洋書書庫、⑥

バックナンバー書庫、⑦キャレル(閲覧席)等で構成されており、教員・大学院生等の研究者が利用し易いエ

リアになっている。 

 

中央図書館およびキャンパス図書館の利用について 

早稲田大学創立１００周年記念事業の一環として計画され建設された中央図書館は、蔵書数・座席数ともに

大学図書館としては日本有数の設備規模である。また、学内の各キャンパスには、高田早苗記念研究図書館、

戸山図書館、理工学図書館があり、それぞれ特色ある資料を収集し、利用に供している。 

所沢図書館は、キャンパス図書館の一つとして位置づけられ、学術情報検索システムで結ばれているので、

所沢の端末機から上記各図書館の図書がオンラインで検索可能であり、資料の取り寄せもできる。また、中央

図書館、各キャンパス図書館へ直接出向いて利用することもできる。利用の方法は各館の利用案内を参照の

こと。 
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ⅩⅦ 早稲田大学スポーツ科学会規則 

 

（名称） 

第一条 本会は早稲田大学スポーツ科学会と称する。 

（目的） 

第二条 本会はスポーツ科学の研究およびその普及発展、ならびに本学術院に所属する院生および学生の

教育指導に必要な事業を行う。 

（事務局） 

第三条 本会の事務局をスポーツ科学学術院内におく。 

（会員） 

第四条 本会は次の会員をもって構成する。 

    １．スポーツ科学学術院専任教員 

    ２．スポーツ科学学術院本属の非常勤講師 

    ３．スポーツ科学学術院本属の助手 

    ４．スポーツ科学研究科生 

    ５．スポーツ科学部生 

    ６．その他、役員会が必要と認めた者 

（入会金および会費） 

第五条 前条１、３、４および５号に規定する会員は、以下の入会金および年会費を納めなければならない。 

入会金：前条４号および５号会員 2,000 円 

年会費：前条１号、３号および４号会員 5,000 円 

前条５号会員 2,000 円 

（役員および役員会） 

第六条 本会に会長と編集担当、研究担当、広報担当および会計担当の理事ならびに監査役をおく。 

２ 会長はスポーツ科学学術院長とし、理事および監査役は第四条１号会員の中から会長が指名する。 

３ 理事および監査役の任期は会長の任期と同じとする。ただし、再任は妨げない。 

４ 会長の招集により、必要に応じて役員会を開催する。 

（委員会） 

第七条 各担当理事のもとに委員会をおくことができる。 

２ 委員会には第四条１号委員以外の委員を加えることができるものとし、運営・企画等に際しては、会員から

の意見が反映されるように配慮する。 

（事業と経費） 

第八条 本会は次の事業を行う。 

   １．研究論文集（オンライン･ジャーナル）；「スポーツ科学研究（Sport Sciences）」の発行 

   ２．「スポーツ科学学術院情報誌」の発行 

   ３．「スポーツサイエンス研究会」の開催 

   ４．その他、役員会が本会の目的を達成するために必要と認めた事項 

２ 本会の事業に係る経費は、入会金、年会費およびその他の収入をもってこれを支弁する。 

（総会） 

第九条 本会は会長の招集により年１回総会を開催する。ただし、会長は臨時総会を必要に応じて招集するこ

とができるものとする。 
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（会計報告） 

第十条 会計担当は監査役による会計監査終了後、総会にて会計報告を行う。 

（規則の改正） 

第十一条 本規則の改正は、役員会の議を経て学術院教授会にて行う。 

 

附則 この規則は２００５年９月２７日から施行する。 
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ⅩⅧ 研究指導・演習・講義科目の概要 

 

－修士課程２年制コース－ 
 

【研究指導】 

 

［スポーツ文化研究領域］ 

 

武道論研究指導   志々田 文明 
 日本武道は一般に競技性、求道性、規範的教育性の要素が含まれ、特に後の二点は近代の競技スポーツ

と性格を異にする特徴をなしている。それは、武術を学ぶことを必須の教養とした武士が 700 年にわたって日

本の政権を担い、武士の規範（いわゆる武士道）を形成した歴史に由来する。このコースでは、その武道が国

際的に広く普及しつつある実態を踏まえて、主として思想史的、教育的な観点から、武道の独自性、普遍性、

文化変容、可能性（あり方）について、文献に基づいて考察する。 

 扱う文献については、近世の武術伝書、近現代の各種武道関係書、内容的には技法論、心法論、教育論、

養生論、武士論など多様なものを用意しているが、受講者の関心と専門に配慮して、教材を選定していくこと

になろう。また特に、受講者がその研究を絶えず論文にし、国内外の学会で発表しうる力量を養成するように

留意したい。 

 Keywords：武道、武士、武士道、思想史、国際化、文化変容 

 

スポーツ人類学研究指導   寒川 恒夫 
 スポーツ人類学はスポーツ科学と文化人類学に籍を置く境界分野である。このためスポーツ科学の（特に人

文社会科学系）諸概念と文化人類学の諸概念の理解の上に研究が展開されることになる。これまでに公にさ

れているスポーツ人類学関連諸文献について、そこに示された理論モデルを上記諸概念との関わりの中で理

解していく。 

 
スポーツ倫理学・教育学研究指導   友添 秀則 
 現代スポーツは勝利至上主義、ドーピング、過剰な商業主義、スポーツ・イベントのメガ化による環境破壊等

に代表されるように、多様な倫理的アポリア（難問）を内包し、様々な局面でスポーツの倫理的な逸脱現象が頻

出している。本研究指導では、このような現代スポーツにおける倫理的逸脱現象を対象に、応用倫理学的な考

察を加え、スポーツ文化のあるべき存立基盤を解明していく。と同時に、スポーツ文化による人間の陶冶可能

性についても、人格教育論を中心に考察し、スポーツ教育における社会学習の方法論についても指導する。 

 

スポーツメディア論研究指導   リー トンプソン 
 メディアとはコミュニケーションの媒体となるものであるが、とくにマスコミュニケーションの手段であるテレビ、ラ

ジオ、新聞などのマスメディアをいうことが多い。マスメディア研究には大きく分ければ制作、内容、オーディエ

ンスという３つの領域がある。スポーツメディア論では、少なくても一つの領域からスポーツとメディアの関係を

取り上げる。スポーツメディア論演習（１）（２）での勉強を踏まえて、各自の研究計画に基づいて、修士論文作

成の指導を行う。社会学の立場から指導する。 
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スポーツ社会学研究指導   宮内 孝知 
 スポーツ社会学の学問的使命は、社会における「スポーツ」を理解可能な形で客観的に説明することである。

しかしながら、スポーツは、他の社会勢力と密接に関連しながら存在する。したがって、スポーツを説明すること

は、社会におけるシステムの１つとして説明することが必要である。と同時に、現実のスポーツを理解するため

には、スポーツの理念型を構築する必要もある。この２つの立場を踏まえながら、問題解決の具体的指針を与

えるようにする。 

 

スポーツ教授学研究指導   髙橋 健夫 
 研究指導の内容: ①スポーツ教育学の専攻学生に対して研究課題を決定させ、課題に関連した専攻論文

の収集と分析を行わせる。②解釈学的研究であれ、経験的研究であれ、研究課題の解決に最適な方法論を

決定させる。③データの周到な収集について指導する。④データの分析の方法や合理的な分析と考察の方法

について指導する。⑤成果を学術誌に積極的に報告するように指導する。 

 

スポーツ史研究指導   石井 昌幸 
 本研究指導では、スポーツという文化事象を歴史学の手法をもちいて分析し、理解し、叙述する方法を指導

する。具体的には、テーマの立て方から、史料の収集法・整理法・分析法から論文執筆の方法までを指導する。 

 

舞踊論研究指導   杉山 千鶴 
 舞踊を演じる者には、自己の身体を手段に上演の（作品の）意図を語ることが義務として課されている。本研

究指導では特に舞踊のジャンルを規定せず、この義務を遂行するために、また演じる場に立つために必要とさ

れる多くの要因を、理論と実践の両面から解明するものである。 

 理論については、演者に関する諸文献を精読し、さらに特定のジャンルを扱う場合には、当該ジャンルの歴

史と現代における位置付けをも見つめ、各要因と、その成立する背景及び過程を考察する。また実践経験を

可能な限り積み、これによってもいくつかの要因を見出すことは可能であろう。なお実践については、この他に

も理論的アプローチによって明らかにされた要因の検証も合わせて行う。特に洋舞を対象とする者には、夏

季・春季休業期間中に開催される全国コンクールのシニア部門への参加を望むが、この指導も行う。 

 
体育科教育学研究指導   吉永 武史 
 体育科教育学は、学校の体育授業を中心とする体育実践の改善を目的として行われる研究分野である。優

れた体育授業とは、学習目標が明確に設定され、それが十分に達成されている授業であると言える。このよう

な授業を実現していくためのストラテジーを明らかにしていくために、従前の体育科教育学の研究成果を踏ま

えてカリキュラム論と学習指導論の両面から体育授業研究にアプローチする。具体的には、体育授業の目的・

目標論、学習内容論、内容編成論、教材づくり論、指導方法論など、それぞれ理論的・実証的方法で研究を

進めていく。加えて、ボールゲームの指導モデルとして注目されている戦術学習論や、高度な実践的力量を備

えた体育教師の養成に向けた教師教育論についても研究指導を行う。 

 
［スポーツビジネス研究領域］ 
 
スポーツ経営学研究指導   木村 和彦 
 スポーツ経営は、スポーツ参加や観戦を支えるスポーツサービスを効果的・効率的に提供しようとする組織的

な営みである。その領域は、メガスポーツイベントやプロスポーツ球団の経営から地域スポーツや学校体育の
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経営まで広範囲にわたる。本研究指導では、個別のスポーツ経営領域を対象に、主に経営学的なアプローチ

を用いてスポーツ経営現象の解明のための方法論を学び、研究成果を実践的な経営課題の解決につなげる

提案力を高めていく。具体的には、経営戦略や事業戦略、マーケティングと消費者行動、組織と人的資源マネ

ジメントなどに焦点を当て、定量的（質問紙調査など）・定性的（ケーススタディなど）分析手法を身につける。ま

た新たなテーマとして、スポーツツーリズムについても注目している。 

 

健康スポーツ論研究指導   中村 好男 
 本研究指導では、“スポーツを通じた健康増進”という社会的ニーズに応えるために、体力科学、運動生理学、

栄養学などの＜身体の理論＞から、行動科学、社会マーケティングといった＜行動の理論＞、さらには、ビジ

ネスマネジメント、マーケティングなどの＜社会組織の理論＞まで、様々な領域における基礎学問分野の知見

を踏まえて、「地域住民へのスポーツ振興」ならびに「健康増進の達成」という目標を実現するための実践的技

法を確立することを目指している。具体的には、地域自治体、総合型地域スポーツクラブ、老人福祉施設等の

さまざまな現場（フィールド）での実践的研究によって、医療費削減や介護予防に資するためのプログラムの開

発とその評価モデルの構築に加えて、地域社会における健康増進ならびに介護予防システムの構築を行う。

主な研究課題は、１）健康増進を目標とする運動やスポーツの振興と奨励の手法開発と評価、２）ウォーキング

プログラムの開発と指導、３）介護予防のための筋力向上トレーニングプログラムの開発と実践活用、４）スポー

ツビジネスの活性化とスポーツ振興、５）総合型地域スポーツクラブの運営と地域スポーツ指導者の育成などが

ある。 

 Keywords：体力、健康、運動、健康増進、介護予防、ウォーキング、行動科学、マネジメント 

 

スポーツビジネスマネジメント論研究指導   原田 宗彦 
 スポーツにおける権利ビジネスの発展は、スポーツのメディア価値を増大させ、従来のスポーツ産業の構造

を大きく進化させた。研究指導においては、スポーツビジネスのマクロ的視点として「スポーツと地域イノベーシ

ョン」に関する研究、ミクロ的視点では「スポーツ消費者の行動学的分析」に関する研究をメインテーマとする。

前者では、スポーツ振興モデルを応用した政策提言的研究やスポーツイベントの経済効果に関する研究、後

者ではプロスポーツにおけるファンのチーム・ロイヤルティに関する研究や、スポーツ・フィットネス産業におけ

る経験マーケティングに関する研究の指導を含む。 

 

スポーツクラブビジネス論研究指導   間野 義之 
 学校運動部活動と企業スポーツを両輪とした日本型スポーツシステムの限界が見え始めたなか、地域密着

型の新たなスポーツシステムが求められている。企業運動部のクラブ化はもとより、Ｊクラブやプロ野球でも地域

に根付いたクラブ化を模索しており、その一方で学校・地域・家庭・企業・行政の連携による「総合型地域スポ

ーツクラブ」の普及・育成が国策として進められている。 

 プロ・アマを問わず、これらのクラブが自主独立し健全に発展するためには、多くの複雑な問題が存在する。

それら諸問題の現実的な解決策（ソリューション）について研究指導する。具体的には、異なる環境に応じた複

数のビジネスプランの設計、そのモデルを実現できる人材（マネジャー）の育成方策、指定管理者制度や PFI

（Private Finance Initiative）などを用いた活動拠点の確保策、クラブ創設・継続に必要なファイナンスのあり方、

継続事業体としての法人化策、地方自治体や中央政府との連携方策、効果的なマーケティング戦略などにつ

いて、個別あるいは総合的に研究指導する。 

 Keywords：スポーツクラブ、ビジネスプラン NPM（New Public Management） 
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トップスポーツビジネス論研究指導   平田 竹男 
 トップスポーツビジネスに関する実践力と理論的研究能力の育成を図りつつ、トップスポーツビジネスに関わ

る諸問題を高度な教育・研究を通して解明するための研究指導を行う。 

 

スポーツ組織論研究指導   作野 誠一 
 人とスポーツの関わりは、「する」「みる」にとどまらず、「読む」「支える」など多岐にわたる。そして、いずれの関

わり方も何らかの組織を介していることが多い。本研究指導においては、多様なスポーツ現象を把捉・説明す

る枠組みとしての組織論について理解を深め、これを基盤とする組織マネジメントの方法について考究する。さ

らに、各自の関心に基づき研究を進めるための基本的な知識ならびに調査・分析技法等の習得をめざす。具

体的な研究テーマとしては、各種スポーツ組織における組織構造、組織文化、リーダーシップ、モチベーショ

ン、組織化（支援）、人材マネジメント、スポーツボランティアのマネジメント、学校スポーツと地域スポーツの連

携などが考えられる。 

 

スポーツビジネス・アドミニストレーション研究指導   武藤 泰明 
 スポーツを実施する組織（クラブ、リーグ、協会等）のマネジメントには、他の企業や公益法人と同じ側面と、

固有の側面とがある。またこのため、「固有の側面」については、これまでに蓄積されてきたマネジメント理論を

適用することができない。たとえば、リーグとこれに属するチームの関係は「取引」でも「支配」でもないし、グル

ープ経営でもない。そしてそれにもかかわらず、これらの独立した主体は、同じ目的を持って活動している。 

 本研究指導では、スポーツマネジメントのこのような「普遍性と固有性」を、具体例に基づいて理解・把握する

ことを第一の目的とする。そして第二に、これに基づいて、スポーツ組織の固有性に即したマネジメントのあり

方を検討していく。 

 

［スポーツ医科学研究領域］ 
 
運動免疫学研究指導   赤間 高雄 
 運動による免疫機能の変化、すなわち、適度な運動による免疫機能の向上と過剰な運動による免疫機能の

抑制について、そのメカニズムを検討し、スポーツ現場への応用を研究する。高齢者の免疫機能を高める運動

処方や競技スポーツ選手のコンディショニングにおける免疫指標の応用、などの分野で各自が設定したテー

マについて研究計画、実施、論文作成を指導する。 

 
健康運動疫学研究指導   荒尾  孝 
 健康増進活動においては、健康実態を定量的に評価し、健康阻害あるいは増進に関係する要因を明らかに

し、問題解決の具体的な対策を立案・実践し、その効果を評価することが必要となる。現在の健康づくりにおい

ては、ライフステージに応じて適切な発育発達を図り、高い予備能力を獲得し、慢性疾患を予防し、老化の進

展を遅らせるための対策を個人レベルのみならず、学校、地域、職域といったそれぞれの集団レベルで実施

することが重要となる。このような運動やスポーツによる健康づくりに関する Evidence based な方法について指

導する。 

 
スポーツ神経精神医科学研究指導   内田  直 
 スポーツと中枢神経系の関わりを研究対象として、研究指導を行う。具体的な内容としては、睡眠覚醒や生

体リズムとスポーツパフォーマンスの関連、身体運動が脳や心の働きに与える影響（たとえば運動によるうつ状
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態の改善、集中力などの改善等）、スポーツパフォーマンスに関連した脳機能などである。方法としては、ポリ

グラフ検査、MRI 検査、行動学的方法、疫学的方法などを用いる。これらについて、研究計画のたて方、実験

や調査研究の実施法、データの解析法、データの解釈などについて、総合的に学習する。 
 
身体形態学研究指導   加藤 清忠 
 スポーツ活動や筋力トレーニングなどに関連して身体の解剖学的・生体学的分野に関する内外の情報を幅

広く収集して、十分にその内容に対する理解を深めていくことである。したがって、研究テーマは身体の形態

的・機能的な総合的分析研究とも言えるが、形態的にはモアレトポグラフィー・生体計測・体組成分析・体型分

析などの分析方法を、機能的には精密機器による筋力・パワーなどの測定法を用いて解析する。また生体内

の筋・骨・皮下組織の分析には、超音波検査装置や MRI などの最新の分析機器を導入して行なうことになる。

研究は総合的・多角的な方向性を目指すので、各自が自分のテーマを探究しながら、その実践的な研究法を

如何にして計画・実施するかについて理解を深めることが重要である。本研究指導における基本的な研究テ

ーマとしては、スポーツマン体型の比較研究、高身長者の生体計測学的研究、競技者の筋力発揮と筋組織の

関連性分析、筋力トレーニング運動の効果筋の分析、中高年者の筋力トレーニングによる筋力と筋組織に対

する影響などを挙げることができる。 

 

スポーツ健康管理学研究指導   坂本 静男 
 スポーツには生活習慣病に対する効果などがある反面、突然死や熱中症といった急性内科的障害、貧血や

オーバートレーニング症候群といった慢性内科的障害のあることを、これまでに報告されている論文や最新の

研究報告等を抄読することにより、理解してもらう。それとともに、スポーツの効果を判定するための検査法や、

内科的異常を診断する検査法などに関して、医師でもある大学院教員の指導下に体得してもらう。つまり運動

負荷試験、心エコー図検査、ホルター心電図検査などを駆使したメディカルチェックの重要性を多方面から理

解してもらう様な、体験学習的な講義を行うことになる。 

 
運動器スポーツ医学研究指導   鳥居  俊 
 少子・高齢社会の到来によりスポーツや身体活動に関わる医学研究は競技選手のみならず、全ての国民に

対して貢献することが期待される。競技選手のスポーツ外傷・障害の発生メカニズムや予防に関して、スポーツ

動作の解析より動作時の運動器への負荷を推測する方法、負荷の加わった運動器の組織変化を実験動物に

おいてモデル化する方法などを研究するとともに、障害発生初期に検知される生体情報による早期発見方法

を考案する。また、変形性関節症や骨粗鬆症など運動器の退行性疾患に対する予防や治療のための運動療

法の開発を行う。身体運動が運動器の退行変化を抑制するメカニズムに関する研究も実施する。 

 

スポーツ外科学研究指導   福林  徹 
 スポーツ科学者やコーチ、トレーナーなどに要求される外科領域でのスポーツ医学の諸問題についての研

究指導を行う。具体的には、人体の部位別機能解剖とそれに基づいた評価法、スポーツによって生じる代表

的な外傷・障害の診断と現場での処置、最新の治療法、およびスポーツ復帰までのリハビリテーション法につ

いて研究指導する。スポーツの種目別特性を加味しながら、最新の治療器や治療法、近年のこの分野での研

究の動向について指導し、修士課程での研究のベースになるようにする。 

 

健康行動科学研究指導   岡 浩一朗 
 身体活動・運動を主体とした健康づくりに関する心理学、行動科学的側面の研究指導を行う。主な内容は、
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①中高年者の健康増進（行動科学に基づくウォーキングプログラムの効果、メンタルヘルスへの身体活動・運

動の効果など）、②虚弱高齢者の介護予防（筋力トレーニングの日常生活への波及効果、膝痛高齢者の痛み

自己管理に関する研究など）、③有疾患患者のリハビリテーション（心疾患患者の健康関連 QOL 改善を目指

した運動指導方策の提案など）である。これらのテーマについて学ぶことによって、地域保健や介護福祉、医

療・看護・リハビリテーション等の現場で役立つ心理・行動科学的アプローチの視点や具体的手法を学ぶ。ま

た、競技スポーツ選手の健康関連問題（スポーツ傷害に伴う心理的問題など）や、子どもの心の発育発達に及

ぼす運動（特に野外活動）の影響などについても取り上げる。 

 
スポーツ整形外科学研究指導   金岡 恒治 
 脊椎疾患・外傷に関する研究を始めるに当たって、これまで報告されている研究の手法・結果について熟知

し、独自の新しい仮説を見いだす。 

 
［身体運動科学研究領域］ 
 
スポーツ神経科学研究指導   彼末 一之 
 運動や各種動作は骨格筋の収縮によって発現するが、それを目的に合致したものとするためには、中枢神

経から目的に応じた運動指令を発するとともに、運動の結果が中枢神経系にフィードバックされることが必要で

ある。また、ある動作を繰り返し行うことで、その動作の学習と上達がもたらされる。このような運動・スポーツに

おける神経調節機構についてヒトでいろいろな実験を行って解析する方法を学び、設定したテーマについて

研究する。 

 

生体ダイナミクス研究指導   川上 泰雄 
 人間を対象とした生体計測に関する研究を指導する。特に、骨格筋・腱の形態的特性と機能的特性に関し

ての研究を中心に行う。人体筋の非侵襲的な可視化および収縮の定量化に関して、超音波や MRI 等の画像

解析の手法などを用いる。研究テーマの主軸は〈１〉人体筋のメカニクス、〈２〉筋特性の個人差と適応性、の２

点である。〈１〉については、人体筋腱複合体を筋組織（筋線維）と腱組織に分け、それぞれの特性（筋特性、

腱特性）を人間生体について定量化し、筋線維と腱組織との間の相互作用や身体運動における両者の協調

について調べる。〈２〉については、筋特性の個人差と適応性に関して、体肢の筋群の筋量および筋形状の横

断的・縦断的計測を行う。 

 

運動栄養学研究指導   鈴木 正成 
 スポーツの基礎体力づくりには筋肉たん白質合成促進が必須である。また、スポーツのスタミナを高めるため

に、筋肉細胞内に脂肪を蓄積することが有効だと考えられる。レジスタンストレーニングと高たん白質スナックの

組み合わせの筋肉づくり効果、および筋肉に脂肪を蓄積する栄養法について研究指導する。 

 
運動生化学研究指導   樋口  満 
 一過性運動、及びトレーニングによる体内の糖、脂質を中心とするエネルギー代謝的適応に関し、生化学的

視点から講義し、議論する。とくに、トレーニングによる骨格筋におけるミトコンドリアのエネルギー代謝的適応、

及び糖代謝機能の適応的変化など、基礎運動生化学的研究に関し紹介する。 
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バイオメカニクス研究指導   福永 哲夫 
 ヒトの身体運動を引き起こす筋-腱複合体の構造的機能的特性を様々な角度から明らかにするとともに、発

育発達、トレーニング、不活動、宇宙などの生活環境と身体運動との関係を実験的に明らかにする事を研究の

目的とする。修士論文作成に関しての様々な研究方法について指導する。 

 

スポーツ生理学研究指導   村岡  功 
 スポーツ生理学は各種スポーツ活動に対する生理的な応答と適応を探求する学問であるが、本格的に研究

がなされるようになったのはたかだか60年前からである。しかし、近年に至って、運動不足に対する危機感から

規則的なスポーツおよび身体運動が推奨されるとともに、一流競技者を育成するための科学的なバックアップ

が求められるようになったことなどを背景として、この分野は広く社会から注目を浴びるようになってきた。そして、

これらのことと連動して、研究面でも著しい進歩がみられている。ここでは、主にエネルギー代謝に関連する領

域を中心テーマとして、スポーツや身体運動による健康づくりおよび各種スポーツにおける選手育成の観点か

ら、最近の知見に基づいて研究指導を行う。 

 
スポーツ心理学研究指導   山崎 勝男 
 スポーツ行動の背景をなす心理的諸側面を、心理学と生理学の学際的な立場から、主として精神生理学的

な手法を駆使することにより、スポーツ心理学的なシステムと生理的なシステム間の翻訳メカニズムを追究する。

現在展開中の研究テーマは、１）事象関連脳電位を指標とした運動プログラムの解析、２）運動スキル獲得過

程のポリグラム的解析、３）大学生の睡眠・覚醒リズムと精神的健康度の調査研究、４）動機づけの脳波・ポリグ

ラム的解明、５）末梢自律系の指標による感情・情動の類別である。 

 

スポーツ情報処理研究指導   誉田 雅彰 
 スポーツメディア情報およびスポーツ身体動作に関する高度な情報処理技術を学習するとともに、スポーツメ

ディア情報解析、スポーツ身体動作のコンピュータシミュレーション、感覚運動制御系のコンピュータモデルな

どを中心として、文献研究、および個々の研究課題に取り組む。 

 

統合運動神経生理学研究指導   宝田 雄大 
 （Ⅰ）我々は、何らかの意味をもった運動や行動の結果を、感覚受容器と神経を介した脳への表象により知

覚する。運動感覚情報の統合をテーマに、力の知覚（force perception）などに関する神経科学的な研究を指

導する。（Ⅱ）優れた可塑性を有するヒト骨格筋は、たとえ与えられる力学的刺激が小さくとも、虚血や血流制限

を伴うことにより、筋肥大をともなった筋機能の改善を引き起こす。虚血下の筋運動に関する運動生理学的な

研究を指導する。 

 
スポーツ認知神経科学研究指導   正木 宏明 
 スポーツ場面で観察される巧みな動作はどのようにして実現されるのだろうか。その背景メカニズムを脳内情

報処理の観点から解明していく。認知神経科学では脳の認知機能解明に主眼が置かれるが、ここでは人間と

環境との相互作用を重視する心理学的アプローチも重視する。スポーツでは、視覚情報を瞬時に認知し、適

切な行動を選択し、それを正確に実現する必要性に迫られる。実際の動作が目標動作から逸脱すれば、脳は

その逸脱（エラー）を検出し、評価し、修正することで、より洗練された動作をつくりだしていく。こうした脳内情報

処理を、高時間分解能の脳波と高空間分解能の fMRI との組み合わせで検討する。 

 Keywords：脳波、事象関連電位、ｆMRI、運動学習、アクションモニタリング 
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［コーチング科学研究領域］ 
 
コーチング科学Ⅰ研究指導   礒  繁雄 
 陸上競技は、個人競技であるゆえスポーツバイオメカニクス・スポーツ生理学・スポーツ社会学等での研究と

して扱いやすい対象種目である。本研究指導では、陸上競技にかかわる様々な基礎研究を学習することで、ト

ップアスリート育成のためのコーチングシステムの理論的知見を学び、個別に設定したテーマについて方法論

を構築し、研究をまとめる。 

 

コーチング科学Ⅱ研究指導   奥野 景介 
 現代社会に機能する「コーチング」をスポーツ・教育の分野より科学的に、また技能的に捉え、競技に対する

コーチングの現象について専門的に理解を深める。また、トップアスリートに関連する実践的研究の理解を深

めることで高度なスポーツ実践専門家養成を目指す。 

 

コーチング科学Ⅲ研究指導   土屋  純 
 スポーツパフォーマンスは技術面、戦術面、体力面、心理面などに細分化されて評価され、それぞれについ

て向上策が検討されることが一般的である。本研究指導ではこのうち技術面、とりわけスポーツ技術の把握とそ

の指導方法について、スポーツバイオメカニクスとスポーツ運動学の観点から解明する研究を進める。 

 
コーチング科学Ⅳ研究指導   堀野 博幸 
 「トップアスリートのトップパフォーマンス構築」と「育成年代の選手育成」に関するコーチングプロセスには、共

通する要素が多い。本研究指導では、両者のコーチング現場で起こる種々の事象を、スポーツ心理学および

コーチング科学の観点から解明し、コーチングの体系化と知見の実践的応用を目指す。加えて、スポーツフィ

ールドとアカデミックフィールドの融合を図るため、両フィールドでの活動を積極的に行う。 

 主な研究課題は、１）コーチングとスポーツ心理学、２）戦略・戦術分析、３）チームビルディングとチームマネ

ジメント。 

 Keywords：コーチング、スポーツ心理学、メンタルサポート、戦略・戦術分析、チームマネジメント、選手および

指導者育成システム 

 
コーチング科学Ⅴ研究指導   倉石  平 
 コーチングにとって情報は、不可欠な存在である。コーチングをうまく遂行するにも、立案するにも必ずや情

報が必要である。 

 コーチングには、あらゆる方向からの情報収集、その情報を意味のあるデータに変える分析、解析が必要で

あり、その意味のあるデータを如何にしてゲーム勝利のために（または、良い成果を出すために）反映させるこ

とが出来るか。そのためには、どのような練習をするべきか、また戦術戦略を如何にして立てるか、などがとても

重要になってくる。 

 ここでは、先人たちの戦術戦略を学び、現代スポーツに如何に反映できるか。また、如何にして情報を収集

できるか。その情報をどのようにして分析、解析が出来るか、ゲーム分析ソフトなどを使った分析なども体験しな

がら実践でのデータ分析をする。又そのデータを使っての戦術戦略の立案なども実践を絡めながら実習をす

る。すぐに実践できるアナリストを養成することをテーマに研究を進める。 
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トレーニング科学研究指導   岡田 純一 
 トレーニング科学研究の多くは基礎的研究を積み上げ実践的アイディアに結びつける、あるいは経験に基づ

いた事例に科学的に実証を与えるといったプロセスである。これらのプロセスに関連する諸分野の基礎研究を

十分に検討し、実践に応用するほか、新たなアイディアを創出する素地を養う。 

 
 
【演習】 
 
［スポーツ文化研究領域］ 
 
武道論演習（１）   志々田 文明 
 近代の武道教育に直接的また間接的に大きな影響を与えたのは江戸・近世の武芸思想であり、現代の武道

を考えるためには近世武道伝書の学習は欠かせない。この演習では以下の内容を扱う。 

 １）近世以降の武士や知識人の技法・心法論、武芸観や武士道論を、伝書、論文及び学術書を通して検討

する。 

 ２）歴史学、思想史、社会学などの研究方法論を検討する。 

 ３）学習内容を論文化し、国内及び海外の学会で発表する能力を育成する。 

 なお、テキストはこれまでの学習史、受講者の専門・関心を鑑みて決定される。最近２年間には、起倒流、天

神真楊流渋川流ほか柔術関係伝書、嘉納治五郎の英文論文、中庸などの古典、士道論伝書（武士訓）、社会

科学の方法（M.ウェーバー）、養生書・健康法（夜船閑話）、「英語論文によく使う表現」などが扱われた。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

武道論演習（２）   志々田 文明 
 この演習では、原則として演習（１）と重複しない内容の伝書や論文等をテキストとして扱う。たとえば演習（１）

で剣術伝書が扱われていた場合は剣術以外の伝書を扱うことになる。テキストは受講者の専門・関心を鑑みて

決定される。なお、現在、沖縄空手、合気道、柔道整復士に関係する院生がいる他、中国武術専門家はじめ

海外の研究者も入って研究が進められており、今後も多彩な研究対象を選ぶことになろう。最近２年間には、

起倒流柔術関係伝書（天巻、地巻、性鏡の巻、燈下問答、登仮集、柔道雨中問答など）、剣術伝書（兵法家伝

書）などが扱われた。以上は古典学習であるが、この演習でも、学習内容を論文化して国内及び海外の学会

で発表しうるよう指導している。 

 学問は積み重ねであり、こつこつと読み続けることで初めて当初難解であった文献がすらすら読めるようにな

る。また、“The Devil is in the details” といわれるように、小さな疑問をおろそかにすることなく、徹底した理解

を追求することが大切である。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

スポーツ人類学演習（１）   寒川 恒夫 
 スポーツ人類学は、人間行動の重要な一領域を成すスポーツ（あるいは遊び）を、文化の視点から研究する

分野である。演習は、民族スポーツ（民族遊戯）に関する文化人類学的研究論文の講読・討論とフィールドワ

ークとによって進められる。民族スポーツ（民族遊戯）研究の理論モデル理解に重きを置くため、地域と民族は

特定しない。 

 成績評価基準：平常点 

－52－



  

スポーツ人類学演習（２）   寒川 恒夫 
 演習（１）の基礎に立って各受講者は地域あるいは民族を特定し、そこに展開する民族スポーツ（民族遊戯）

の文化研究テーマを設定する。演習は、設定したテーマに沿って各受講者が研究発表をおこない、これにつ

いて討論する形で進められる。フィールドワークは演習（１）同様、続けられる。 

 成績評価基準：平常点 

 
スポーツ倫理学・教育学演習（１）   友添 秀則 
 スポーツと人格陶冶に関する内外の基礎的文献について講読する。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表を総合的に評価する。 

 

スポーツ倫理学・教育学演習（２）   友添 秀則 
 演習（１）に続いて、スポーツと人格陶冶に関する内外の文献を講読する。２年次の履習を原則とする。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表を総合的に評価する。 

 

スポーツメディア論演習（１）   リー トンプソン・松田 恵示 
（前期）リー トンプソン 

 スポーツとメディアを取り上げる文献を読むことによって、その関係の理解を深める。研究の課題、主流理論、

研究方法などを学ぶことによって、自らの研究の参考にする。全員で共通な文献を読み、ディスカッションする。

（１）では日本文の文献を取り上げる。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

（後期)松田 恵示 

 現代社会の特徴の一つは、急激に進むメディア環境の変化にある。こうした中でスポーツはどのような文化変

容を起こしているのだろうか。演習（１）では、スポーツとメディアについて考えるための基礎的な文献や論文を

読み議論してみたい。 

 

スポーツメディア論演習（２）   リー トンプソン・松田 恵示 
（前期）リー トンプソン 

 スポーツとメディアを取り上げる文献を読むことによって、その関係の理解を深める。研究の課題、主流理論、

研究方法などを学ぶことによって、自らの研究の参考にする。全員で共通な文献を読み、ディスカッションする。

（２）では英文の文献を取り上げる。今考えているのは David Rowe, Sport, Culture and the Media (second 

edition), Open University Press, 2004. 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

（後期)松田 恵示 

 現代社会の特徴の一つは、急激に進むメディア環境の変化にある。こうした中でスポーツはどのような文化変

容を起こしているのだろうか。演習（２）では、現代社会に特徴的なスポーツとメディアに関わる社会事象、例え

ば、マンガ、テレビゲーム、映画、スポーツイベントなどについて分析された文献や論文を読み議論してみたい。 

 

スポーツ社会学演習（１）   宮内 孝知 
 スポーツ社会学は広い研究領域を有することから、本演習では、スポーツ社会学の研究誌、著作から幅広く

原著、総説、論文等を選び、分担講読を通して、スポーツ社会学の理解を深めるとともに、スポーツ社会の研

究領域を把握するようにする。 
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 成績評価基準：作成された発表レジュメ、ディスカッション、出席等で総合的に評価する。 

 

スポーツ社会学演習（２）   宮内 孝知 
 演習（１）における研究領域の把握を基に、各自がテーマ設定をし、関連文献を講読しながら、修士論文研究

課題を求めていく。必要に応じては、社会調査の方法をとることもあろう。それらを通して、スポーツ社会学を志

向する資質を育てる。 

 成績評価基準：作成された発表レジュメ、ディスカッション、出席等で総合的に評価する。 

 

スポーツ教授学演習（１）   髙橋 健夫 
 スポーツ教育学・学校スポーツ教授学に関する内外の先行研究文献の解読を通して、研究課題に対応した

研究方法の有効性について考察する。特にカリキュラム研究、解釈学的研究に関する先行研究文献に焦点を

あてる。 

 成績評価基準：レポートの質的なできばえ 

 

スポーツ教授学演習（２）   髙橋 健夫 
 演習（１）に継続して、スポーツの教授行為や教授場面におけるデータ分析の方法や考察方法について指導

する。あわせて、修士論文の執筆に必要な技法の習得も目指す。 

 成績評価基準：レポートの質的なできばえ 

 

スポーツ史演習（１）   石井 昌幸 

 文献講読を通じて、歴史叙述のじっさいの方法について学ぶとともに、特にイギリス現代（第二次大戦後）ス

ポーツ史と同時代のイギリス文化一般についての知見を深める。テキストには、Richard Holt and Tony Mason, 

Sport in Britain, 1945-2000, Blackwell Publishing:Oxford（2000）を用いる。 

 成績評価基準：授業時に課す発表と課題レポートによる。 

 
スポーツ史演習（２）   石井 昌幸 
 文献講読を通じて、歴史叙述のじっさいの方法について学ぶとともに、特にイギリス現代（第二次大戦後）ス

ポーツ史と同時代のイギリス文化一般についての知見を深める。テキストには、演習（１）からひき続き Richard 

Holt and Tony Mason, Sport in Britain, 1945-2000, Blackwell Publishing:Oxford（2000）を用いる。 

 成績評価基準：授業時に課す発表と課題レポートによる。 

 
舞踊論演習（１）   杉山 千鶴 
 能楽の大成者・世阿弥の著した『風姿花伝』は、能楽論にとどまらず、舞踊の担い手と表現について多面的

に論じたものでもあり、洋舞にも十分に活用できる内容である。本演習では同書を分担講読し、「演じる者」とそ

れによる「表現」について認識を深め、実践者においては現場で応用・活用することを目指す。 

 実践の事例として舞踊公演２本（１本は能楽とする、１本はバレエかモダンダンス、コンテンポラリーダンスの

洋舞であること）を鑑賞し、世阿弥の理論の検証も行う。 

 成績評価基準：出席、発表、ディスカッションへの参加姿勢、レポートを総合して評価する。 

 
舞踊論演習（２）   杉山 千鶴 
 本演習では特に洋舞のダンサーに特化し、これにまつわる諸問題について文献（英文）を扱うものである。ダ
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ンサーの多様な側面を照射した論考を分担講読し、「ダンサー」を、一元的な単なる「踊る人」のレベルから掘り

下げて多元的に捉えようとするものである。また合わせて具体的事例として舞踊公演を鑑賞するが、この際に、

作品鑑賞から一歩踏み込んだまなざしをもって臨みたい。 

 成績評価基準：出席、発表、ディスカッションへの参加姿勢、レポートを総合して評価する。 

 
体育科教育学演習（１）   吉永 武史 
 体育科教育学の研究領域は、授業の前提条件に関わる基礎的研究、授業計画のための理論的研究、授業

実践を対象に事実の記述分析や仮説の検証を行う実践的研究によって構成される。本演習では主に、体育

科教育の実践のための理論的研究に焦点を当て、体育科教育に関する文献の講読などを通して、体育科の

目的・目標論、教科内容論、教材づくり論、学習指導論、学習評価論についての基礎的理解を深める。加えて、

実際の体育授業の映像分析を通して、体育授業で生起する問題を解決するための授業研究にアプローチし

ていく。 

 成績評価基準：出席状況、討論内容およびレポートを総合的に考慮して評価する。 

 
体育科教育学演習（２）   吉永 武史 
 学校体育のアカウンタビリティへ応えていく体育カリキュラムならびに体育授業を構想する力量を高めるため

に、体育科教育に関する英文テキストや学術論文の講読などを通して、欧米で提唱されている体育科のカリキ

ュラムモデルならびに学習指導モデルについての理解を深める。具体的には、スポーツ教育モデル、戦術学

習モデル、共同的学習モデルに焦点を当て、それぞれのモデル構造と関連する研究成果について議論する。 

 成績評価基準：出席状況、討論内容およびレポートを総合的に考慮して評価する。 

 

［スポーツビジネス研究領域］ 
 
スポーツ経営学演習（１）   木村 和彦 
 個別のスポーツ経営領域または経営体（事業所）を対象にして、主に経営学的なアプローチを用いてスポー

ツ経営現象の解明のための方法論を学び、研究成果を実践的な経営課題の解決につなげる提案力を高めて

いくために、具体的には経営戦略や事業戦略、マーケティングと消費者行動、組織と人的資源マネジメントな

どに焦点を当てケーススタディを行い、経営の改善に向けた提案を行う。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

スポーツ経営学演習（２）   木村 和彦 
 個別のスポーツ経営領域または経営体（事業所）を対象にして、主に経営学的なアプローチを用いてスポー

ツ経営現象の解明のための方法論を学び、研究成果を実践的な経営課題の解決につなげる提案力を高めて

いくために、具体的には質問紙調査等、スポーツ消費者を対象とした定量的な調査・分析を行い、それらの結

果に基づいて事業戦略やプロダクト開発を中心として経営の改善に向けた提案を行う。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

健康スポーツ論演習（１）   中村 好男 
 本授業では、“スポーツを通じた健康増進”という社会的ニーズに応えるために、体力科学、運動生理学、栄

養学などの＜身体の理論＞から、行動科学、社会マーケティングといった＜行動の理論＞、さらには、ビジネ

スマネジメント、マーケティングなどの＜社会組織の理論＞にわたるまで、様々な領域における基礎学問分野
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の知見を学習する。 

 成績評価基準：授業出席および授業中の発表を総合的に評価する。 

 

健康スポーツ論演習（２）   中村 好男 
 本授業では、健康スポーツ論演習（１）での学習を踏まえて、「地域住民へのスポーツ振興」ならびに「健康増

進の達成」という目標を実現するための実践的技法を確立することを目指す。具体的には、地域自治体、総合

型地域スポーツクラブ、老人福祉施設等のさまざまな現場（フィールド）での実践的研究を行い、医療費削減

や介護予防に資するためのプログラムの開発とその評価モデルの構築に加えて、地域社会における健康増進

ならびに介護予防システムの構築を行う。 

 成績評価基準：授業出席および授業中の発表を総合的に評価する。 

 

スポーツビジネスマネジメント論演習（１）   原田 宗彦 
 スポーツビジネスを取り巻く社会経済環境の把握と分析に取り組むとともに、クラブ事業やリーグ経営におけ

る価値創造と集客のためのマーケティングを、先行研究や先進的事例の中から学ぶとともに理論化を試みる。

演習（１）は、原則として１年生の授業とする。 

 成績評価基準：出席とプレゼンテーション、そしてゼミへの貢献度によって評価を行う。 

 

スポーツビジネスマネジメント論演習（２）   原田 宗彦 
 スポーツクラブやプロリーグの経営的課題に取り組むとともに、スポーツベンチャーの起業に必要となる種々

のビジネスモデルの構築と可能性について検証する。演習（２）は、原則として２年生の授業とする。 

 成績評価基準：出席とプレゼンテーション、そしてゼミへの貢献度によって評価を行う。 

 

スポーツクラブビジネス論演習（１）   間野 義之 
 修士課程２年制の１年目の演習として、スポーツクラブビジネス関連研究の基礎を身につけることを目的とす

る。 

 具体的な先行研究の精読、調査研究の方法論の獲得をめざす。 

 学生参加型の演習とし、交代での発表と、全員での討論を行う。 

 成績評価基準：演習での発言ならびにレポートにて評価する。 

 

スポーツクラブビジネス論演習（２）   間野 義之 
 修士課程２年制の２年目の演習として、スポーツクラブビジネス関連研究の専門性を高めることを目的とする。 

 各自の修士論文の研究計画や先行研究を発表し、批判的あるいは建設的な討議を行う。 

 成績評価基準：演習での発言ならびにレポートにて評価する。 

 

トップスポーツビジネス論演習（１）   平田 竹男 
 トップスポーツビジネスに関する実践力と理論的研究能力の育成を図りつつ、トップスポーツビジネスに関わ

る諸問題を高度な教育・研究を通して解明するための演習を行う。 

 成績評価基準：授業出席・発表内容を総合的に評価する。 

 

トップスポーツビジネス論演習（２）   平田 竹男 
 演習（１）を基礎に、各受講者の研究テーマを中心に、研究目的、研究計画、結果の解決について発表し、
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考察を深める。 

 成績評価基準：授業出席・発表内容を総合的に評価する。 

 

スポーツ組織論演習（１）   作野 誠一 
 本演習は、修士論文の作成に向けて、各自の関心に応じた研究テーマを決定するとともに、研究の枠組を構

築することめざす。各自の関心に応じた関連先行研究の報告を通じて、修士論文テーマの決定ならびに研究

の基本的枠組の構築に向けた討議・指導をおこなう。本演習は１年次の登録が望ましい。 

 成績評価基準：出席状況及び授業での発表内容によって評価する。 

 
スポーツ組織論演習（２）   作野 誠一 
 本演習は、修士論文の作成に向けて多方面からの研究指導を行う。各自の研究に関する課題報告と進捗状

況の確認を軸としながら、その過程において、研究方法、調査方法、分析方法等について指導する。本演習

は２年次の登録が望ましい。 

 成績評価基準：出席状況及び授業での発表内容によって評価する。 

 
スポーツビジネス・アドミニストレーション演習（１）   武藤 泰明 
 受講する学生は自分で競技組織を任意に選択し、これについて、バランスト・スコア・カードの手法による計

画策定を行い、発表します。あわせて教員と他の学生を交えたディスカッションを行い、計画の評価と改善を実

施します。 

 バランスト・スコア・カードは営利組織だけでなく非営利組織にも適用が進んでいる手法です。スポーツ組織

には営利・非営利の組織があり、また非営利組織が多いので、この手法はスポーツ組織の経営計画策定を学

ぶのに適しています。受講者はまず参考図書を読んでバランスト・スコア・カードの方法論を理解し、文献に記

載された実践例についてのレポートを作成します。次いでこれを参考にして、実在する特定のスポーツ組織に

ついての経営計画の策定を行います。 

 成績評価基準：発表・提出された資料の水準によって評価します。 

 
スポーツビジネス・アドミニストレーション演習（２）   武藤 泰明 
 受講する学生はスポーツビジネス・アドミニストレーションに関連する日本と海外の先行研究の動向をテーマ

分野ごとに調査・発表します。一連の演習によって、①スポーツビジネス・アドミニストレーションのホット・イシュ

ーを発見・理解すること②文献検索方法に習熟すること③自身の研究テーマを発見、あるいはレベルアップし

ていくこと―を目的とします。 

 まず学生の関心領域をある程度尊重しながら、対象とするテーマ分野の設定を行います。これに基づき、毎

回テーマ分野ごとに資料整理と発表を繰り返します。 

 成績評価基準：発表・提出された資料の水準によって評価します。 

 
［スポーツ医科学研究領域］ 
 
運動免疫学演習（１）   赤間 高雄 
 運動による免疫機能の変化のメカニズムを検討するために、免疫学の最新の知見を整理して理解することを

目的にする。免疫学に関する書籍や論文を分担講読して、相互に討論する。原則として１年生が対象。 

 成績評価基準：出席と分担発表を総合的に評価する。 
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運動免疫学演習（２）   赤間 高雄 
 運動免疫学における各自の研究テーマに関して、研究目的、研究方法、結果と考察、関連した先行研究に

ついて発表し、相互に討論する。これによって、より質の高い研究をめざす。原則として２年生が対象。 

 成績評価基準：出席と分担発表を総合的に評価する。 

 
健康運動疫学演習（１）   荒尾  孝 
 質の高い健康づくり研究を実施するためには、研究を開始する前に質の高い研究をデザインすることが極め

て重要となる。特に、生活者としての人間集団を対象とした疫学的研究においては、多様な要因が単独あるい

は相互に影響している可能性が強く、そのことの影響を正しく調整することが質の高い研究として不可欠とな

る。そこで、本演習では、学生の修士論文の研究について、EBPH の手法による研究デザインの方法について

指導する。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 
健康運動疫学演習（２）   荒尾  孝 
 現代の公衆衛生学においては、健康づくりが最重要課題であり、科学的根拠に基づく健康づくりが重要とな

る。そのためには質の高いこれまでの研究成果をシステマティックに収集し、批判的にレビューし、包括的な結

論を導き出すことが重要となる。すなわち、Evidence Based なアプローチ（EBPH）が求められることになる。そこ

で、本演習では、EBPH の手法による科学的な論文の読み方とまとめ方について指導する。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

スポーツ神経精神医科学演習（１）   内田  直 
 スポーツと中枢神経系の関わり、特に睡眠覚醒や生体リズムとスポーツパフォーマンスの関連、身体運動が

脳や心の働きに与える影響（たとえば運動によるうつ状態の改善、集中力などの改善等）、スポーツパフォーマ

ンスに関連した脳機能などについて、文献抄読を行う。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表発言、レポート、試験 等を総合的に評価する。 

 

スポーツ神経精神医科学演習（２）   内田  直 
 スポーツと中枢神経系の関わり、特に睡眠覚醒や生体リズムとスポーツパフォーマンスの関連、身体運動が

脳や心の働きに与える影響（たとえば運動によるうつ状態の改善、集中力などの改善等）、スポーツパフォーマ

ンスに関連した脳機能などについて、文献抄読を行う。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表発言、レポート、試験 等を総合的に評価する。 

 

身体形態学演習（１）   加藤 清忠 
 基本的には身体の構造に関する基礎知識と筋力トレーニングの基礎理論を学びながら、人体の形態と機能

の関連性に対する理解を深めることである。生体計測、体組成分析、体型測定、一般的体力測定、筋力・パワ

ー測定などの実習とともに、筋力トレーニングの実践方法（特にフリーウェイトトレーニングとマシントレーニン

グ）を実習する。またトレーニング実習に関連して適時生体観察を実施し、身体各部位の骨と筋の位置関係お

よび、特に各関節を動かす筋の形態や機能とトレーニング種目との関連に対する理解を深める。 

 成績評価基準：授業中の発表やレポートにより評価する。 
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身体形態学演習（２）   加藤 清忠 
 身体形態学演習（１）の基本的事項を深めることであるが、身体の構造に対する理解を深めるために、特に運

動器官系の解剖学をテキストや映像を通じて学ぶとともに、さらに死体標本による人体の解剖学実習を行う。

一方では、身体の形態および機能（特に筋力とパワー）や筋力トレーニングに関して、従来の非常に重要な研

究報告と最近の英米研究誌の文献講読を通じて研究論文に対する基本的な理解を深める。そして各自の研

究経過の報告に基づいてディスカッションを行ないながら、研究法の問題点や研究内容についての検討を進

める。 

 成績評価基準：授業中の発表やレポートにより評価する。 

 

スポーツ健康管理学演習（１）   坂本 静男 
 スポーツあるいは運動が一般人の健康管理に有用であることはよく知られた事実であり、また逆にスポーツ選

手のコンディショニングを考えていく上では運動量や運動強度を考慮していくことが重要であることもよく知られ

たことである。実際的に呼気ガス分析を含めた運動負荷試験やスポーツ（運動）中のホルター心電図検査など

を行ってその結果を検討したり、また多数の文献的検討を行い、安全になおかつ効果的にスポーツを実践して

いく上での注意点を知ることが、この演習の中心的課題である。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 
スポーツ健康管理学演習（２）   坂本 静男 
 スポーツを安全に、なおかつ効果的に行っていく上で、いかにスポーツのためのメディカルチェックが重要で

あるかを、文献的に、実際的に検討していく。その中でも特に重要な検査である運動負荷試験について、実際

に運動負荷試験も経験し、自身のデータも含めて心電図学的、脂質代謝学的、呼吸生理学的観点から、学ん

でいくことになる。その他の検査に関しても、可能な限り実体験してその重要性に関して検討していくことになる。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 
運動器スポーツ医学演習（１）   鳥居  俊 
 競技選手に発生する運動器の外傷・障害は多彩であり、広い知識が要求される。運動器外傷・障害の治療

や予防に関して、競技選手や競技現場で必要とされる運動器スポーツ医学研究に関する最新の論文を講読

する。また、実際の競技選手を対象とした運動器の計測・評価や外傷・障害の初期評価に関する演習も行う。 

 成績評価基準：出席と発表（レポート）による。 

 

運動器スポーツ医学演習（２）   鳥居  俊 
 加齢により運動器は変性し、運動機能低下が QOL の低下を招く。これらを治療・予防する方策を考える上で

必要な一般人の運動器の健康や疾病予防・治療に資するスポーツや身体活動に関する最新の論文を講読す

る。また、これらを題材に運動器機能の評価方法や運動療法プログラムの考案を意図した演習を行う。 

 成績評価基準：出席と発表（レポート）による。 

 

スポーツ外科学演習（１）   福林  徹 
 スポーツ選手を医科学的に把握するためには生体内の諸器官の部位と働きを正確に把握しなければならな

い。特に骨・関節などの運動器の働きとその作用部位を正確に把握し、その異常を早期に発見することはスポ

ーツ選手のコンディショニング維持や、リハビリテーションを進めるには欠くことのできない要素である。本演習

では院生の研究発表や学会予行、最新の外国文献の輪読等を行い、スポーツ外科学の最新の情報が得られ
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るようにする。院生はそれらの情報をもとに修士論文の作成を準備する。 

 成績評価基準：授業への出席、発表、レポート等により評価する。 

 

スポーツ外科学演習（２）   福林  徹 
 演習（１）に引き続き行う。院生の研究発表や学会予行、最新の外国文献の輪読等の情報を参考にして、教

官サイドから世界の最新情報や学会での討論内容をさらに提供し幅広い討論を行う。また時として外部より専

門教員を招きその分野の専門的知見が得られるようにする。 

 成績評価基準：授業への出席、発表、レポート等により評価する。 

 

健康行動科学演習（１）   岡 浩一朗 
 本演習では、心理・行動科学に基づいた身体活動・運動の促進手法に関する最新情報や基礎知識に関す

るリテラシーを高め、修士論文をまとめるための研究能力および問題解決能力を高めることを主な目標にする。

特に、研究を遂行していく上で必要な基礎技能を養うため、情報検索トレーニング、統計解析トレーニング、プ

レゼンテーションスキルトレーニングを行う。 

 成績評価基準：出席状況、レポートなどの提出物から総合的に評価する。 

 
健康行動科学演習（２）   岡 浩一朗 
 演習（１）に引き続き、心理・行動科学に基づいた身体活動・運動の促進手法に関する最新情報や基礎知識

に関するリテラシーを高め、修士論文をまとめるための研究能力および問題解決能力を高めることを主な目標

にする。特に、研究を遂行していく上で必要な応用技能を養うため、クリティカルリーディングトレーニング、ダイ

レクトリーディングトレーニング（特定の領域を決めて、一定数の論文を読み、その要旨を説明する）を行う。 

 成績評価基準：出席状況、レポートなどの提出物から総合的に評価する。 

 
スポーツ整形外科学演習（１）   金岡 恒治 
 これまでに報告されてきた脊椎疾患・外傷に関する学術的論文の紹介とその評価。 

 脊椎疾患・外傷に関する研究を始めるに当たって、これまで報告されている研究の手法・結果について熟知

し、独自の新しい仮説を見いだす。 

 成績評価基準：学会発表内容・投稿論文により評価する。 

 
スポーツ整形外科学演習（２）   金岡 恒治 
 脊椎疾患・外傷に関する研究を行うのに必要な、脊椎の動作解析、筋電解析、画像評価、統計解析などの

研究手法を紹介する。 

 演習（１）で得た独自の仮説を検証するための手法を明確にし、研究を実施する。 

 成績評価基準：学会発表内容・投稿論文により評価する。 

 

［身体運動科学研究領域］ 
 
スポーツ神経科学演習（１）   彼末 一之 
 運動を司る神経機構について生理学的な観点から講義する内容に関して、特に興味を持った項目について

文献を調査しその内容について毎週発表する。そして最終的にレポートとしてまとめる。 

 成績評価基準：レポートにより評価する。 
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スポーツ神経科学演習（２）   彼末 一之 
 演習（１）でまとめた内容を基に、運動制御系についてのモデルを構築し、それのコンピュータシミュレーショ

ンを通して生体のダイナミックな調節機能を理解する。 

 成績評価基準：レポートにより評価する。 

 

生体ダイナミクス演習（１）   川上 泰雄 
 運動生理学・バイオメカニクスの分野における、人間を対象とした実験手法の学習・討論を通じて演習指導を

行う。実験手法の理論的背景や実験機器の使用の実際について学習し、参加者自身で実験を計画、実施し、

結果を討論する。対象となる手法はスポーツ・身体運動の科学の分野において頻繁に用いられる動作分析や

力計測、筋形状や筋活動の定量化などが中心となる。 

 成績評価基準：受講状況 

 

生体ダイナミクス演習（２）   川上 泰雄 
 人間を対象とした生体計測手法を学ぶ生体ダイナミクス演習（１）の応用として、骨格筋の形態的・機能的特

徴について演習指導を行う。参加者自身が行った実験データや先行研究の調査・報告などを通じて、骨格筋

の解剖学的形状とその機能的意義、神経系による骨格筋のコントロール、そしてそれらの可塑性（トレーニング

効果）などについて討論を行う。 

 成績評価基準：受講状況 

 

運動栄養学演習（１）   鈴木 正成 
 スポーツ力向上と健康増進、維持と関連する運動と栄養に関連する国際誌掲載の学術論文を精読し、この

方面の先端情報を得るとともに、研究方法について学ぶ。 

 成績評価基準：授業出席状況とレポートにより評価する。 

 
運動栄養学演習（２）   鈴木 正成 
 スポーツ力向上と健康増進、維持と関連する運動と栄養について、国際誌掲載の学術論文を精読し、この方

面の情報を集めるとともに、体タンパク質代謝評価法を中心に研究方法を学ぶ。英文学術論文の書き方につ

いてもトレーニングする。 

 成績評価基準：授業出席状況とレポートにより評価する。 

 
運動生化学演習（１）   樋口  満 
 一過性の身体運動によって引き起こさせる体内のエネルギー代謝的変動、及び運動トレーニングによるエネ

ルギー代謝の適応的変化について、基礎的理解を深めるために、運動生化学視点からまとめられた著名な英

文総説を輪読するとともに、関連する最新の運動生化学に関する原著論文をとりあげて議論する。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポートにより評価する。 

 
運動生化学演習（２）   樋口  満 
 健康の保持・増進、および糖尿病、高脂血症、骨粗鬆症など生活習慣と関連する疾病の予防や治療におけ

る運動トレーニングの効果を応用運動生化学的な視点から検討するために、主として中高年者を対象として行

われた運動の効果についてのヒューマンスタデイに関する原著論文を資料として議論する。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポートにより評価する。 
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バイオメカニクス演習（１）   福永 哲夫 
 ヒトの身体運動は筋線維の収縮により生じた張力(筋線維張力)が腱組織に伝達され、関節を介して骨に作用

し、関節のトルク(関節トルク)を発生する(筋-腱複合体)。腱組織は弾性体であり、筋線維張力によりその長さが

変化する。身体各部位の関節トルクが総合されたものとして運動(スポーツ)の成績が決まる。従って、身体運動

(スポーツ)で発揮される能力は主に筋-腱複合体の構造的機能的特性により左右される。ヒトの筋-腱複合体の

構造的機能的特性を明らかにする事からスポーツパフォーマンスの構成要因を明らかにしようとするものである。 

 成績評価基準：平常点（出席等）および発表によって行う。 

 

バイオメカニクス演習（２）   福永 哲夫 
 演習（１）を基礎に、これまでに明らかにされていない研究テーマを考え、その測定方法について議論する。

更に、新しい方法論の開発を行う事から、ヒト身体運動を構成する筋-腱複合体の特性を明らかにする。 

 成績評価基準：平常点（出席等）および発表によって行う。 

 

スポーツ生理学演習（１）   村岡  功 
 生理学を親学問として発展してきたスポーツ生理学は、生理学が静的（安静）状態での生命現象を対象とし

ているのに対して、動的（運動・スポーツ）状態でのそれを対象としている。そして、その目標は、各種スポーツ

や身体活動に対する生体の応答と適応を明らかにすることにある。ここでは、関連する英文テキストの輪読や

英文文献の紹介、および、運動・スポーツ状態での様々な生理的指標の測定を通じて、運動・スポーツに対す

る生体応答と適応を理解することとする。 

 成績評価基準：平常点（出席等）および発表によって行う。 

 

スポーツ生理学演習（２）   村岡  功 
 スポーツ生理学演習（１）で習得したことを基礎として、ここではより具体的に、スポーツ種目による生体応答

や適応の相違を探り、それぞれ健康づくりや競技力向上の視点に立って検討することとする。そのために、各

自がスポーツ種目別あるいは研究テーマ別に国内外の文献紹介等を行い、種目による生体応答と適応の相

違を明らかにするとともに、同時に当該分野における最新の研究動向や先端的知見を理解する。 

 成績評価基準：平常点（出席等）および発表によって行う。 

 

スポーツ心理学演習（１）   山崎 勝男 
 スポーツ行動の背景をなす心理的諸側面を、心理学と生理学の学際的な立場から、主として精神生理学的

な手法を駆使することにより、スポーツ心理学的なシステムと生理的なシステム間の翻訳メカニズムを追究する。

演習の具体的なテーマは、１）事象関連脳電位を指標とした運動プログラムの解析、２）運動スキル獲得過程の

ポリグラム的解析、３）大学生の睡眠・覚醒リズムと精神的健康度の調査研究、４）動機づけの脳波・ポリグラム

的解明、５）末梢自律系の指標による感情・情動の類別である。受講生は M１とする。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等から総合的に評価する。 

 

スポーツ心理学演習（２）   山崎 勝男 
 スポーツ心理学演習（１）のテーマに沿って学習した事柄について、現時点の研究動向を広範な内外の文献

を通して考察する。参考書としては、R.N. Singer et al: Handbook of Sport Psychology. Wiley, 2001 や、N.R. 

Carlson: Physiology of Behavior. Allyn & Bacon, 2001 を使用する。受講生は M２とする。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等から総合的に評価する。 
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スポーツ情報処理演習（１）   誉田 雅彰 
 スポーツメディア情報を対象としてコンピュータにより画像・信号処理技術の基礎を学習するとともに、コンピュ

ータを用いたメディア処理演習を通して、プログラミング技術、スポーツ動作に関する情報処理技術を習得する。 

 成績評価基準：出席とレポート 

 

スポーツ情報処理演習（２）   誉田 雅彰 
 演習（１）で習得した技術をさらに発展させ、スポーツメディア情報およびスポーツ身体動作に関する高度な

情報処理技術を学習するとともに、スポーツメディア情報解析やスポーツ身体動作のコンピュータシミュレーシ

ョンを中心として個々の研究課題に取り組む。 

 成績評価基準：出席とレポート 

 

統合運動神経生理学演習（１）   宝田 雄大 
 研究指導内容に関連した研究論文などを輪読する。受講者が内容を紹介し、その後、全員で討論を行う。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

統合運動神経生理学演習（２）   宝田 雄大 
 研究指導内容に関連した研究論文などを輪読する。受講者が内容を紹介し、その後、全員で討論を行う。ま

た、必要に応じて、自身の研究発表および討論を行う。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 
スポーツ認知神経科学演習（１）   正木 宏明 
 スポーツ心理学で扱われてきた研究テーマに認知神経科学的手法を適用することを学習する。スポーツ心

理学・認知神経科学に関する基礎知識を習得しながら、修士論文の研究テーマを決定する。 

 認知神経科学研究の発展は目覚ましく、その手法はスポーツ心理学研究領域に新しい研究アプローチを与

えるものである。本演習では、認知神経科学研究およびスポーツ心理学研究に関する最新の研究知見を文献

紹介によって理解する。 

 成績評価基準：出席および研究方法論の習得に対する真摯な態度が重視される。 

 
スポーツ認知神経科学演習（２）   正木 宏明 
 演習(1)で決定した修士論文のテーマについて実験計画を立て、その妥当性について議論する。詳細な検

討を重ねたうえでデータを取得し、修士論文を作成する。 

 修士論文の作成に必要な研究指導を行う。文献紹介を通して最新の研究知見を把握するだけでなく、実験

計画、実験実施、解析、結果の解釈など、研究方法全般について理解する。 

 成績評価基準：出席および研究方法論の習得に対する真摯な態度が重視される。 

 
［コーチング科学研究領域］ 
 
コーチング科学Ⅰ演習（１）   礒  繁雄 
 スポーツ種目の中の個人種目（陸上競技）を対象に、実験手法や発表等の演習指導を行う。また、グループ

で研究課題を計画し、実施計画の作成、結果の算出及び考察の研究の方法と論述的視点を発表により討論

する。 
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 成績評価基準：授業中の発表を中心に評価する。 

 

コーチング科学Ⅰ演習（２）   礒  繁雄 
 演習（１）で得られた研究方法をもとに、先行研究の精読や個別課題の芽生えを促進させる。これらの芽生え

や情報をもとに、研究テーマをしぼり関連研究の抄読をする。また、研究テーマの論文作成方法も学習する。 

 成績評価基準：授業中の発表を中心に評価する。 

 

コーチング科学Ⅱ演習（１）   奥野 景介 
 現代社会に機能する「コーチング」をスポーツ・教育の分野より科学的に、また技能的に捉え、競技に対する

コーチングの現象について専門的に理解を深める。 

 特に、一流選手をはじめとする競技者のパフォーマンス獲得のプロセスや根拠の解明に関する諸知識を深

めることをテーマとする。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

コーチング科学Ⅱ演習（２）   奥野 景介 
 本講座は、トップアスリートに関連する実践的研究の理解を深め、高度なスポーツ実践専門家養成を目指す

上で必要な諸知識を深める。 

 特に、最新のスポーツトレーニング方法およびコーチング方法の開発（オリンピック等チャンピオンスポーツを

対象として）について論議する。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

コーチング科学Ⅲ演習（１）   土屋  純 
 さまざまなスポーツ種目のスポーツ技術の明確化とスポーツ技能の向上策について取り扱われた研究論文を

分担講読し、ディスカッションを通じて科学的なスポーツコーチングの態度を養い、同時に研究方法と結果の

解釈に関する知識を深める。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 
コーチング科学Ⅲ演習（２）   土屋  純 
 演習（１）における研究方法の把握をもとに、各受講者が行う研究の目的、方法、結果、関連文献について発

表し、ディスカッションを行う。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 
コーチング科学Ⅳ演習（１）   堀野 博幸 
 「トップパフォーマンス構築」と「育成年代の選手育成」では、コーチング対象は異なるものの、共通する要素

が多い。本演習では、多様な種目のコーチングとの交流を通して、コーチングプロセスで起こる事象を解明し、

コーチングの体系化と実践的応用を目指す。 

 演習（１）では、先行研究を渉猟するなかで、コーチングの様々な要素の整理やコーチングプロセスの課題抽

出を行う。そして、先行研究から得られた知見から、自身の研究計画に関する課題を検討する。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 
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コーチング科学Ⅳ演習（２）   堀野 博幸 
 コーチングプロセスでは、選手とコーチの間で様々な課題が生じる。この課題を解決するために、コーチは現

状を的確に分析し、課題改善の具体的方策を示さねばならない。本演習では、「コーチング科学」と「スポーツ

心理学」の観点から、コーチに必要な能力と効果的なコーチング法について、スポーツフィールドを常に視野

に入れながら検討する。 

 授業では、具体的な研究計画の作成と実行を念頭に、先行研究と自身のアイデアをもとに、プレゼンテーシ

ョンとディスカッションを継続していく。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 
コーチング科学Ⅴ演習（１）   倉石  平 
 日本におけるスポーツ競技（特にチームスポーツ）のコーチングの現状を把握する。（コーチングシステム（組

織）、アナリストと育成） 

 コーチングにおける日本、諸外国の現状を把握する。その現状を鑑みた上で、日本における最適なコーチン

グのシステムを考える。また、その中で特にアナリストの役割（情報の収集、分析、反映）を考え、今後にスポー

ツの現場で役立たせるための実践、実習を行う。 

 成績評価基準：発言、資料作成、レポートなどで総合的に評価する。 

 
コーチング科学Ⅴ演習（２）   倉石  平 
 日本における最適なコーチングシステム（特にチームスポーツ）の検討。アナリストの役割と実践。 

 以下の項目について学習する。 

①日本における、特にチームスポーツのコーチング及びコーチングシステムについて検討する。 

②コーチングシステムの中での組織と役割の検討。 

③アナリストの仕事の把握と実践。（反映の仕方（データ分析と表現、映像編集）とプレゼンテーション） 

④ゲームプランの立案（反映データからの立案）、練習メニューの作成。 

 成績評価基準：発言、プレゼンテーション、資料作成などで総合的に評価する。 

 
トレーニング科学演習（１）   岡田 純一 
 運動生理学およびバイオメカニクス的見地からトレーニングを研究対象とする視座を持つ。文献研究および

研究手法について演習する。 

 成績評価基準：授業中の発表を評価 

 

トレーニング科学演習（２）   岡田 純一 
 トレーニングに関わる研究およびトレーニング指導において科学的視点を持つことを実践する。データ収集

および分析・考察のミニ・レポートを作成し、ディスカッションを重視する。 

 成績評価基準：レポートにより評価 
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【講義科目】 
 
［スポーツ文化研究領域］ 
 
武道思想史特論   志々田 文明 
 近代史における日本武道は、学校教育と警察への導入によってその発展の地盤を形成してきた。それはま

た急速な文化の西洋化の動向に対する反動でもある日本のナショナリズム勃興の一環であったともいえる。武

道は基本や形の反復によって、日本的人間関係の中で修行されるため、伝統の維持装置として良くも悪くも有

効な機能をもつ。本講義では、武道という日本文化の「教育力」をテーマに、戦中期の「満洲国」建国大学にお

いて、日本人武道教育者たちによって、アジアの多民族を対象に行われた武道教育の実態を検討しながら考

察する。教材には拙著『武道の教育力：満洲国・建国大学における武道教育』（日本図書センター/2005）を使

用する。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

スポーツ人類学特論   寒川 恒夫 
 サッカーをとりあげ、世界の土着化したサッカー文化について考える。テキストは以下のものを使用する。毎

回、テキストの予習が課される。 

 Guggeis, K. et al. 2006 Football, Arnoldsche; stuttgart. 

 成績評価基準：平常点 

 
スポーツ教育学特論   友添 秀則 
 本講義では、主に先進諸国と日本の教育改革の動向から、先進諸国及び日本のこれまでとこれからのスポ

ーツ教育や学校体育のあり方を考察する。 

 具体的には、学校体育を取り巻く社会的な状況の考察から、学校体育の存在意義や価値論、具体的な授業

方法論にまで言及する。 

 特に、教育や学校の存在論にまで遡って考察していく。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表を総合的に評価する。 

 

スポーツ表象特論   リー トンプソン 

 スポーツは多様な形で表現されている。スポーツの表象を検討することによって、そのスポーツのことを知るこ

とが出来るだけではなく、それを生み出した社会や歴史的背景についても知ることができる。本講義では様々

な角度からスポーツの表象をみる。主なテーマは 

 メディアと表象 

 メディア・スポーツ 

 相撲の表象：絵画と新聞 

 スポーツにおけるジェンダーの表象 

 スポーツにおける国家の表象 

 グローバリゼーション 

 プロレス 

 バリの闘鶏 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 
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スポーツ社会学特論   宮内 孝知 
 スポーツ社会学の研究領域は極めて多岐にわたる。また、受講生の興味関心も多様である。それ故、ここで

は、スポーツ社会学に関する基本的なテーマを設定しつつ、各自が興味・関心をもつ関連の文献を講読・発

表しながら、スポーツと社会との関連を考えていくようにする。その中で、特に共通の問題意識が生じたテーマ

については、ディスカッションをとおして、それをより深めていくことにする。 

 成績評価基準：作成された発表レジュメ、ディスカッション、出席等で総合的に評価する。 

 

スポーツ史特論   石井 昌幸 
 イギリス社会史研究の一領域として、主として 1980 年以降に登場したスポーツ史研究の研究史を紹介すると

ともに、そうした研究が登場した背景や、他領域との関係性について解説する。同時に、イギリス以外の社会

史・レジャー史・スポーツ史研究の動向などについても、可能な限り触れたい。 

 成績評価基準：課題レポートによる。 

 
舞踊表現特論   杉山 千鶴 
 郡司正勝著『おどりの美学』（演劇出版社、1958 年初版）には、舞踊の各ジャンルに共通してまつわる様々な

問題が記されている。本授業は同書の分担講読を通して、舞踊とその演者について検討し、前者については

その特性を理解し、後者については演じるがゆえに課されるものの存在することを認識する。なおここでいう 

＜舞踊＞を広義のパフォーマンスと捉えることによって、スポーツの様々な場面においても共通するものを見

出すことが可能であろう。 

 発表者に限らず、毎回の予習が必要とされる。最終的には舞踊とその演者について、各自の定義を確立す

ることを目指す。 

 成績評価基準：出席、発表、ディスカッションへの参加姿勢、レポートを総合して評価する。 

 
体育科教育特論   吉永 武史 
 体育科教育学は、体育授業を中心とする体育実践の改善を目的として行われる研究分野である。本講義で

は、カリキュラム論ならびに学習指導論の両面から体育授業の構造について解説し、良い体育授業を構築す

るための条件について考察する。加えて、実際の体育授業映像を用いた授業分析法について学んだり、マイ

クロティーチング（仮想模擬授業）を行うことによって授業運営や相互作用行動などの実践的指導力を高める。

受講者は、体育科教育学の基本的知識を持っていることが望ましい。 

 成績評価基準：出席状況、プレゼンテーション内容およびレポートを総合的に考慮して評価する。 

 
［スポーツビジネス研究領域］ 
 
スポーツ経営学特論   木村 和彦 
 本講義では、日本および北米、ヨーロッパを中心としてスポーツ経営学（スポーツマネジメント）の学史的な流

れを概観し、経営学を対象にしながらスポーツ経営学の学問的性格を検討するとともに、スポーツ経営学にお

ける研究課題や研究方法について解説する。また学校、地域、プロスポーツ、スポーツツーリズムなど、スポー

ツ経営の実践領域を選択し、今日的な研究的および実践的な課題について検討する。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 
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健康スポーツマネジメント特論   中村 好男 
 健康スポーツの推進・振興は、現代社会における社会的ニーズの一つである。本講義では、健康スポーツ振

興に関わる諸問題についての実践解決技法を習得することを目標として、身体運動科学・行動心理学・社会

マーケティングの各々の基礎理論を学んだうえで、１）健康スポーツの意義に関する基礎理論の開発（運動生

理学・体力科学）、２）健康スポーツのプログラム開発、３）対象に合わせたプログラム実践のためのマーケティ

ング、４）プログラムを継続させる財政的構造基盤、５）健康スポーツプログラムの医療費・介護費削減効果、に

ついて学習する。 

 成績評価基準：CourseN@vi による毎回授業課題ならびに最終レポートによって総合的に評価する。 

 

スポーツビジネスマネジメント特論   原田 宗彦 
 スポーツビジネス論は、80 年代に始まるスポーツのメディア化、ハイブリッド（異種混合）化、グローバル化にと

もなって知識の体系化と教科書化が進展した学問領域である。ここでは、スポーツビジネスの全体像を、市場、

消費者、産業（企業）、マーケティングという４つの切り口から解明する。 

 成績評価基準：出席とプレゼンテーション、そしてゼミへの貢献度によって評価を行う。 

 

スポーツクラブビジネス特論   間野 義之 
 修士課程１年制と２年制の合併科目として、スポーツクラブのマネジメントならびにビジネスについて理論と事

例を紹介する。 

 スポーツクラブビジネスの要素となる、１）活動拠点確保、２）法人格等組織体制の整備、３）資金調達、４）人

材の確保・育成について、それぞれビジネスのポイントに触れる。 

 特に、スポーツクラブにとって活動拠点の確保・維持が重要であり、そのためには地方自治体とのパートナー

シップ（PPP：Public Private Partnership）が重要となることから、公共スポーツ施設の有効利用や指定管理者と

しての運営受託あるいは PFI などを中心に講義を展開する。 

 成績評価基準：毎回講義後に提出された小レポートにて評価する。CourseN＠vi を通じて期日までに提出す

ること。 

 

トップスポーツビジネス特論   平田 竹男、中村 好男 
 本講義では、トップスポーツの世界をとりまくスポーツビジネスに関して、１）勝利（強化）・普及（振興）・市場開

発（資金獲得）の関わりを示したマネジメントモデル（トリプルミッションモデル）、２）人生の中でのスポーツとの

関わりを示した逆台形モデル、３）「勝者の決定構造」としてのスポーツリーグのマネジメント、の各々について、

その先進事例や業界の動向など学んだ上で、その具体例の分析を通じて、トップスポーツビジネスの課題につ

いての検証能力を養成する。 

 成績評価基準：授業中の発表内容を評価の対象とする。授業中に発表できなかった者については、別途提

出するレポートによって評価する。 

 
スポーツ組織特論   作野 誠一 
 本講では、組織論及び人材マネジメント論の理解を通じて、スポーツにおける多様な組織現象に関する知識

を身につけるとともに、自ら分析・提案する能力の涵養をめざす。スポーツ組織、とくに地域スポーツ組織を念

頭に置きつつ、組織論ならびに従来の人的資源管理を超える人材マネジメントの概要について理解する。具

体的には、以下のような内容から構成される。 

・経営組織論要説 
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・人的資源管理（HRM）と人材マネジメント 

・人材の獲得・育成・評価・処遇 

・人材マネジメントの実際（スポーツボランティア、メディアの人材マネジメント） 

・教場レポート 

 成績評価基準：出席状況及びレポートによって評価する。 

 
スポーツビジネス・アドミニストレーション特論   武藤 泰明 
 講義形式を基本としますが、重要な基本概念については、一部、受講者による発表の形式もとりいれる予定

です。主なテキストは武藤「プロスポーツクラブのマネジメント」（東洋経済新報社 2006）。この他、企業評価、バ

ランスト・スコア・カード等についても解説ないし参考図書の紹介を行います。 

 ビジネス・アドミニストレーションは日本語では「経営管理」。スポーツを実施している競技組織（クラブやチー

ムなど）・団体（協会、連盟など）の経営や事業を分析・評価し、成果を高めていくための方法を検討します。 

 企業評価、事業評価の典型的な成果指標は利益やキャッシュフローですが、ほとんどのスポーツ組織は利

益を目的としていないので、利益やキャッシュフローは重要ですが絶対ではありません。むしろ、成果を予め定

義し、これに係わる KPI（Key Performance Indicator）によるマネジメントを行っていくことが重要です。この方法

を習得することが講義の主な目的です。 

 成績評価基準：講義時間に提示、あるいは Course N@vi に掲示した課題の提出状況と内容によって評価し

ます。 

 
［スポーツ医科学研究領域］ 
 
メディカルコンディショニング特論   赤間 高雄 
 メディカルコンディショニングの基本はアスリートの健康管理であり、コンディションの悪化要因としてのスポー

ツ外傷・障害および疾病について予防、早期発見、治療をおこなうことである。この講義では、アスリートの健康

管理と内科的スポーツ障害について解説する。加えて、アスリートの健康管理にとって不可欠なアンチ・ドーピ

ングの最新情報を解説する。 

 成績評価基準：出席状況とレポート内容を総合的に評価する。 

 
スポーツ統計学特論   荒尾  孝 
 統計学はデータの解析手段として、また、研究をデザインするうえでの基礎知識として重要である。解析手段

としての統計学的手法は多様であり、研究の目的、方法、デザインなどによって異なる。正しい（最適な）解析

方法を用いることが重要となる。特に、健康の維持増進などの研究においては、得られた事象が目的とする要

因のみならず、それ以外の多様な要因の影響をも受けていることが多い。このような場合は、用いた統計的解

析手法によって得られる結果が異なり、研究の質に大きく影響することになる。研究の質を高めるためには、正

しい解析方法を用いることは勿論であるが、それ以上に研究のデザインの在り方が重要である。質の高い研究

デザインをするためには充分な統計学的知識が必要となる。そこで、本講議では統計学の基礎的知識を踏ま

え、研究で用いる具体的な統計的解析方法、およびそれらの知識に基づく研究のデザイン方法について教授

する。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 
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スポーツ神経精神医科学特論   内田  直 
 本講義では以下に示す３つの内容について講義し、講義を通じてスポーツと脳や精神機能との係わり合いに

ついて学習する。 i) スポーツ精神医学分野について、脳科学の基礎的考え方、精神疾患についての概論、

スポーツ選手に見られるオーバートレーニング症候群とうつ病や慢性疲労症候群との関係について。ii) 時間

生物学、睡眠医学分野について、睡眠医学の基礎、生体リズム、生体リズムとパフォーマンス、ジェットラグ症

候群など。iii) 脳科学観点から、運動にかかわる各部位の働き、fMRI の原理と応用。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表発言、レポート、試験 等を総合的に評価する。 

 

スポーツ内科学特論   坂本 静男 
 スポーツによる生理的変化と病的変化に関して、内科的観点から講義する。生理的変化としては、“体力”に

対する効果、生活習慣病に対する効果などに関して述べる。病的変化としては、急性内科的障害では突然死、

熱中症を主に、慢性内科的障害では貧血、オーバートレーニング症候群を主に述べる。心臓リハビリテーショ

ンやアンチ・ドーピング活動といった今日的な課題に関しても、その時の世の中の話題の程度に応じて、論じ

ていくことになる。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 
運動器発育･発達特論   鳥居  俊 
 スポーツや身体活動において用いられる筋・腱、骨、神経などの運動器について、形態の発育、機能の発達

がどのようにして生じているか、またどのような刺激により変わりうるか、などに関して論じる。可能な限り、この分

野の最新の研究を題材に論文抄読も含めて学生参加型で行う。 

 成績評価基準：出席と発表（レポート）による。 

 

スポーツ外科学特論   福林  徹 
 体幹四肢の外傷・障害を機能解剖の面から比較検討していく。特に詳細なビデオなどを使用し、部位別の機

能解剖を十分に行い、それに沿った道すじで外傷・障害の原因を解説する。 

 成績評価基準：授業への出席、発表、レポート等により評価する。 

 

運動器解剖実習（実習科目） 【２００８年度休講】  福林  徹 
 スポーツ外科学特論を前期履修した者の中から希望者にたいして運動器を中心とした人体解剖学実習を東

京大学医学部解剖学教室（本郷）において行う。実習は夏期集中方式で行い、７月下旬から８月上旬にかけて

の２週間を予定している。実習の詳細、日時はスポーツ外科学特論の時間に追って連絡する。本実習は人数

に制限があるため、希望者が多数の場合はスポーツ外科学特論の履修態度等により決定する。 

 

MRI の基礎と応用   渡邉 丈夫 
 磁気共鳴画像法（MRI）は、強力な磁場と電磁波を用いて生体内部の情報を画像化する方法である。X 線な

どの電離放射線を使用しないため放射線被曝がなく、撮像法を変更することにより組織間のコントラストを鮮明

にしたり、任意の断面で撮像したりすることが可能であり、臨床医療および医学研究において利用価値が高く、

応用範囲が広い。MRI は生体の解剖学的形態を画像化するだけでなく、脳血流変化を計測することにより、脳

機能を画像化することもできる。 

 本講義では、理工学的基礎と医学的応用の双方から、すなわち MRI の撮像原理を中心に、実際の臨床画

像を交えて診断への利用に関しても解説を加えつつ MRI に関する輪講を行う。可能であれば、本学術院が導
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入した MRI 装置を用いた実習も行う。 

 成績評価基準：輪講発表、出席点、授業中の発言。授業への積極的参加を奨励する。 

 
バイオテクノロジー特論  鈴木 克彦、赤間 高雄、福林 徹、 
   鳥居 俊、秋本 崇之 
 医科学では近年遺伝子や組織工学面での進歩がめざましい。身体運動に重要な役割を果たす組織におい

ても各種の研究がなされている。この授業では、まず、バイオテクノロジーの基礎的知識と技術を解説する。つ

ぎに、スポーツ医科学に関連する分野でのバイオテクノロジーの現状と応用について、各分野の専門家がそ

れぞれ解説する。具体的には、（１）細胞とは、（２）遺伝子の基本、（３）DNA からタンパク質へ、（４）遺伝子の

構造、（５）遺伝子発現の調節、（６）タンパク質の機能、（７）細胞間の情報伝達、（８）細胞の適応、（９）バイオテ

クノロジーの基本技術、（10）軟骨、靱帯のバイオテクノロジー、（11）骨のバイオテクノロジー、（12）心臓・血管

系のバイオテクノロジー、（13）血液、免疫系のバイオテクノロジー、などについて解説する。 

 成績評価基準：出席状況とレポート内容を総合的に評価する。 

 

健康行動科学特論   岡 浩一朗 
 心身の健康の保持・増進にとって、身体活動・運動の実践は非常に重要な役割を果たす。しかし、多くの

人々はそのような健康への恩恵を得る水準で身体活動を実践しておらず、運動を始めたとしてもすぐにやめて

しまう人が多いことが知られている。身体活動・運動を実践するような活動的なライフスタイルを定着させるため

の１つのアプローチとして、行動科学の考え方を応用することが注目されている。本講義では、主に行動科学

に基づいた身体活動・運動習慣を定着させるためのアプローチに関する基礎的知識を獲得できるようにするこ

とをねらいとしている。扱うテーマの概要は以下の通りである。 

 1）身体活動・運動を主体とした従来の健康づくり事業の問題点、2）身体活動・運動に関連した健康増進施

策の変遷、3）身体活動・運動行動を評価する測定尺度・測定機器、4）身体活動・運動分野へ適用された行動

科学の理論やモデルの考え方、5）身体活動・運動行動を規定する諸要因とその測定尺度、6）身体活動・運動

行動変容のメカニズム-媒介変数、調節変数の役割-、7）様々な対象者、場面、伝達手段による身体活動介入

プログラムの実際 

 成績評価基準：出席状況、レポートなどの提出物から総合的に評価する。 

 
スポーツ整形外科学特論   金岡 恒治 
 スポーツによる傷害・障害のうち、特に脊椎領域に関する疾患･外傷に関して解説し、それらの障害の発生機

序、受傷機序を明らかにするために行われている研究について紹介し、予防方法について考察する。また、椎

間板ヘルニアや変形性脊椎症などの腰痛性疾患に対する運動療法に関する研究を紹介し、より有効な方法

について考察する。 

 上記の内容に関連する文献を課題として与え、学生担当者がその内容の要約を発表し、担当教員が解説を

加える。 

 成績評価基準：発表内容、発言内容により評価する。 

 

［身体運動科学研究領域］ 
 
生体機能学特論   彼末 一之 
 スポーツのパフォーマンスには筋・腱の性質とともにそれを制御する神経系のはたらきが大きな要因である。
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この講義では特に人の運動制御系についての最新の知見を紹介する。また特定なテーマについて受講者が

調査発表し、それについての議論からさらに理解を含める。受講者は神経科学、生理学、解剖学などの基本

的な知識を持っていることが望ましい。 

 成績評価基準：試験と授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

生体ダイナミクス特論 【２００８年度休講】  川上 泰雄 
 人間の身体システムや骨格筋・腱の形態的・機能的特性と身体運動の関係についての学習を通じて、生体

ダイナミクス研究の最新の動向を把握し、スポーツパフォーマンスのメカニズムについて考察する。実験手法に

ついて学んだり、参加者が研究発表を行ったりする場を設ける予定である。 

 成績評価基準：レポート 

 
スポーツ栄養学特論   鈴木 正成 
 筋肉と骨の老化に伴う減弱化（サルコペニアとオステオペニア）防止、ならびにスポーツ選手の筋肉・骨作り

促進法としての高タンパク質スナックの有効性について論ずる。また、スポーツ選手のスタミナ作りに対して、従

来、競技前１週間をかけてのグリコーゲン・ローデイング法（高脂肪食３日間―高炭水化物食３日間）として採

用されてきた栄養法が、前半の高脂肪食期においてはファット・ローデイング効果を持っている可能性につい

て論ずる。摂取栄養の効果を増大するために、レジスタンス運動（ダンベル体操など）の日常化と栄養摂取タイ

ミングの重要性について解説する。 

 成績評価基準：授業出席状況とレポートにより評価する。 

 

運動生化学特論   樋口  満 
 HOT TOPICS EXERCISE(Manu V.Chakravarthy, Frank W. Booth 著)から抜粋した資料を配布し、生活習慣

病予防、健康増進に関し運動生化学的視点から講義・発表・討論を行う。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポートにより評価する。 

 

バイオメカニクス特論   福永 哲夫 
 身体運動を生み出す筋腱複合体の形状的、機能的役割を最新の測定装置を用いて明らかにするとともに、

優れたスポーツパフォーマンスの規定因子についてバイオメカニクス的に考える。 

 成績評価基準：平常点（出席等）および発表によって行う。 

 

スポーツ生理学特論   村岡  功 
 運動・スポーツは健康づくりや競技力向上のために広く行われており、生活習慣病を予防するためには、規

則的な運動およびスポーツ活動が必要であると言われている。そこで、本特論では第一に、疾病（生活習慣

病）と運動に関して、①生活習慣病と運動療法の適応、②肥満症と運動、③糖尿病と運動、高脂血症と運動、

⑤高尿酸血症と運動、⑥心臓血管系疾患と運動、⑦高血圧症と運動、について概説することとする。一方、競

技成績（パフォーマンス）を高めるために、スポーツ選手はトレーニング以外に様々な補助的手段（Ergogenic 

aids）を用いていることも知られている。そこで第二に、広く用いられている種々の補助的手段を取り上げて、そ

の効果や倫理的問題についても概説することとしたい。 

 成績評価基準：平常点（出席等）および試験によって行う。 
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精神生理学特論   山崎 勝男 
 精神生理学は心理学と生理学の学際的な立場から、行動の諸側面を中枢神経系の機能に対応づけて考察

する。特論ではこの学問領域の主要テーマである生体リズム、睡眠ポリグラフィ、注意、定位反射と慣れ、注意

と事象関連電位、脳機能の左右差についての広範な文献研究を基に、現在の国際的な研究動向を探りたい。

同時に、動機づけ、学習、性格等についても上記のテーマと関連づけてみたい。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等から総合的に評価する。 

 

スポーツ情報処理特論   誉田 雅彰 
 近年、スポーツを対象とするマルチメディア情報処理技術、コンピュータを用いたスポーツ身体動作の解析

及びシミュレーション技術など、スポーツ分野における情報処理技術の重要性が増してきている。本講義では、

画像・音声情報処理を中心とするスポーツマルチメディア情報処理技術、コンピュータ処理によるスポーツ身

体動作の解析技術、及び身体動作のコンピュータシミュレーション技術など、スポーツを対象とする高度な情

報処理技術を扱う。 

 成績評価基準：レポートと出席 

 

脳科学からみる運動生理学特論   宝田 雄大 
 運動には何らかの目的があり、その目的を達成するために、大脳高次運動野は認知過程で形成された情報

や記憶をもとに、必要な情報を１次運動野に提供する。他方、その結果は、様々な感覚受容器を介して脳内に

表象され知覚される。本講義では、運動・感覚情報の統合などについて（最新）の科学的知見にふれ、身体運

動を一つのシステムとして統合的に捉え考察する。また、必要に応じて、自身の研究発表および討論を行う。

受講者は神経科学、（運動）生理学などの基礎的な知識を有していることが望ましい。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

スポーツ認知神経科学特論   正木 宏明 
 スポーツ場面で観察される巧みな動作の背景メカニズムを脳内情報処理の観点から検討する。ここでは、人

間と環境との関わりを重視する心理学のアプローチを加えながら、スキル動作を認知神経科学的に理解する。 

 スポーツでは外界からの視覚情報を瞬時に認知し、適切な動作を選択・実行しなければならない。その過程

には、注意、情動、動機づけ、意思決定、動作モニタリングなどが密接に関連している。これら脳内情報処理と

巧みな動作発現との関係について概説する。パフォーマンスに影響を与えるスポーツ場面での情動体験やア

スリートの性格特性についても概説する。 

 成績評価基準：出席状況およびレポートによって評価する。 

 
プログラミング特論   誉田 雅彰 
 パソコンの普及に伴い、自然科学、人文科学を問わず、多くの分野で情報処理のスキルが必要になってきて

いる。本講義では、より効率的かつ高度な情報処理を行う上で必要となるプログラミング技術の習得を目指す。

具体的には、Matlab 言語を対象とし、プログラミングの初歩から画像処理、動作データや筋電データなどの信

号処理まで、講義と演習を通して具体的なプログラミング技術を習得する。なお、受講には、Word や Excel な

どのパソコン操作を習得していることを前提とする。 

 成績評価基準：出席と課題提出により行う。 
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［コーチング科学研究領域］ 
 
コーチング特論   礒  繁雄 
 スポーツの持つコーチングの現状を選手、研究者、管理運営者の立場から実践研究をもとに明らかにする。

これらの現状分析からトップアスリート育成のためのコーチングシステムの構築について講義する。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

コーチ学特論（総合講座） 【２００８年度休講】  奥野 景介、杉山 千鶴 
   倉石 平、礒 繁雄、岡田 純一、堀野 博幸、土屋 純 
 コーチングの対象者はレベル、種目など多様である。本講座では、コーチング現場で起こる様々な事象や情

報を提供し、スポーツ科学の観点から分析し、理解を深める。講義は総合講座形式で行うが、種々のコーチン

グの情報を体系化することを試み、スポーツ科学の実践的応用を視野に入れて展開する。 

 成績評価基準：授業出席状況、レポート等を総合的に評価する。 

 

コーチングバイオメカニクス特論   土屋  純 
 スポーツ技術の明確化あるいはスポーツ技能の評価のひとつの手法として、スポーツバイオメカニクスの研究

方法を用いた運動の定量化が行われる。スポーツのコーチにとってはそうした定量値のもつ意味の把握が技

術指導の際の有益な情報となりえる。ここではスポーツのコーチングの際に必要となるバイオメカニクス的視点

とその方法、データの解釈について取り扱う。 
 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 
 
コーチング心理学特論   堀野 博幸 
 スポーツパフォーマンスは、技術・体力・戦術要因から構成される。そして、心理要因が、それら３つの要素を

総合的に支えている。本講義では、アスリートとコーチを中心として、コーチングプロセスに関与する人間の心

理的課題を考察する。スポーツフィールドで発生する様々な心理的問題を取り上げ、その問題の本質を精査し、

その問題解決の方向性について、受講生のプレゼンテーションとディスカッションを通して検討する。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

コンディショニング特論 【２００８年度休講】  岡田 純一 
 目的に適した身体能力を備えること、身体能力を競技力へと結び付けること、そのために必要なあらゆる体力

要素を向上させること、目的とする時期にその状態を整えることなど、コンディショニングが含有する意図は多

様である。コンディショニングに関わるプログラムデザイン、とくにレジスタンストレーニング、アスリートの体力や

生理学的特性などについて論じる。 

 成績評価基準：授業中の発表およびレポート 

 

パフォーマンス評価 【２００８年度休講】  奥野 景介 
 スポーツのパフォーマンスは技術面、体力面、心理面、戦術面等の側面から評価することができる。本講座

ではスポーツの現場では実際にどのようなパフォーマンス評価がなされているかを知り、ツールとしてのスポー

ツ科学の活用方法について論議する。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 
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スポーツ戦術戦略特論   倉石  平 
 スポーツが高度化するとともに不可欠なことは、データの収集、分析、反映である。特にトップパフォーマンス

におけるデータの収集、収集方法、データの分析、PC のソフトを使った分析、分析の考え方、データの反映な

どはスポーツが高度化するにつれ、欠くことができない。これらの手法を身につけることはコーチ、アナリスト等

に関しては重要な問題である。本講義ではこれらの手法について学習する。 

 ゲームに勝利するためには、ゲームプラン（作戦）の立案が不可欠である。それらを立案するためには、自ら

（個人、もしくはチーム）を熟知すること、そして相手（個人もしくはチーム）を熟知すること、さらにはそれらを対

比することが重要となる。先人達の戦い方（いくさの仕方など）から学びながら、現在のスポーツゲームに照らし

あわせて科学的に検証してゆく。 

 この授業ではスポーツにおける情報収集、分析、反映を主たる内容とし、どのようにして収集をするのか、また

その収集をする方法はどのようなものか、道具は何を用いるかなどを学ぶ。さらに、その収集したデータをどの

ように分析や解析を行うのか、それらの作業で得られた情報（データ）の反映をどのようにするのか検証する。 

 そして実際のゲームを題材にしてゲーム分析を行い、個々が行った分析結果を発表し、客観的な分析がなさ

れているか、妥当性があるのかなどを討論する。 

 成績評価基準：出席、発言、レポートなどを鑑みて評価する。 

 
 
－修士課程１年制コース－ 
 

【研究指導】 
 
［トップスポーツマネジメントコース］ 
 
トップスポーツマネジメント研究指導   平田 竹男 
 トップスポーツマネジメントに関する実践力と理論的研究能力の育成を図りつつ、トップスポーツマネジメント

に関わる諸問題を高度な教育・研究を通して解明するための研究指導を行う。 

 

［スポーツクラブマネジメントコース］ 
 
スポーツクラブマネジメント研究指導   間野 義之 
 学校運動部活動と企業スポーツを両輪とした日本型スポーツシステムの限界が見え始めたなか、地域密着

型の新たなスポーツシステムが求められている。企業運動部のクラブ化はもとより、Ｊクラブやプロ野球でも地域

に根付いたクラブ化を模索しており、その一方で学校・地域・家庭・企業・行政の連携による「総合型地域スポ

ーツクラブ」の普及・育成が国策として進められている。プロ・アマを問わず、これらのクラブが自主独立し健全

に発展するためには、多くの複雑な問題が存在する。それら諸問題の現実的な解決策（ソリューション）につい

て総合的に研究指導する。具体的には、受講生自身が関与する（であろう）スポーツクラブのビジネスプラン

（事業計画書）について研究指導し、そのプランをもってリサーチペーパーとする。 

 Keywords：スポーツクラブ、ビジネスプラン、NPM（New Public Management） 
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［健康スポーツマネジメントコース］ 
 

健康スポーツマネジメント研究指導   中村 好男 
 本研究指導では、健康増進の実務経験を有する者に対して、運動やスポーツを中心とした健康増進活動の

実践技能とそのマネジメント能力を開発することによって、社会的に要請される人材を育成することを目的とす

る。まず、マーケティングならびに社会マーケティングについての基礎理論を学習した上で、各々の関与する

実務分野の状況に応じて、体力科学、運動生理学、栄養学、行動科学などの関連諸領域の基礎理論を学習

する。それらの基礎知識を前提として、地域行政あるいは健康関連組織における健康増進のマネジメントを行

う上での実務的・専門的能力を開発する。具体的には、地域自治体・総合型地域スポーツクラブ・老人福祉施

設等のさまざまな現場（フィールド）において、医療費削減や介護予防に資するためのプログラムを開発しその

評価モデルを構築した上で、そのビジネスプラン（事業計画書）を提出することを、本コースの到達目標とする。 

 Keywords：体力、健康、運動、健康増進、行動科学、マネジメント、マーケティング 

 

［介護予防マネジメントコース］ 
 
介護予防マネジメント研究指導   岡 浩一朗 
 超高齢社会の到来に向けて、介護保険など社会保障制度の整備、改革が進められている。このような背景の

もと、平成18年度からの介護保険制度改正では、特に虚弱高齢者に対する介護予防の取り組みが注目され、

その方法論の確立が急務となっている。特に、介護予防の対象者をどのようにして把握(アセスメント)するのか、

どのような介護予防ケアプランを立て、サービス（たとえば、運動器の機能向上プログラム等）を提供し、どのよう

にモニタリングしていけばよいのかなどは重要なテーマであり、またこのような一連の過程を総合的な介護予防

システムとして構築していくことが求められている。本研究指導では、保健・医療・福祉あるいは運動・スポーツ

指導の現場で高齢者の健康づくりに携わる者が、介護予防に関わる最新の理論および実践技能を学び、行

政や介護・健康づくり関連組織において介護予防実践に関わっていく上での実務的・専門的能力が高まるよう

にする。 

 

［学校体育マネジメントコース］ 
 
学校体育マネジメント研究指導   友添 秀則 
 本研究指導では学校体育のカリキュラム論に焦点をあてながら、学校体育の目標論・内容論・方法論につい

て教授学的視点から研究指導する。 

 

 

【演習】 
 
［トップスポーツマネジメントコース］ 
 
トップスポーツマネジメント演習（１）   平田 竹男 
 トップスポーツマネジメントに関する実践力と理論的研究能力の育成を図りつつ、トップスポーツマネジメント

に関わる諸問題を高度な教育・研究を通して解明するための演習を行う。 

 成績評価基準：授業出席・発表内容を総合的に評価する。 
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［スポーツクラブマネジメントコース］ 
 
スポーツクラブマネジメント演習（１）   間野 義之 
 修士課程１年制の演習として、スポーツクラブのマネジメントならびにビジネスプランの基礎を身につけ、リサ

ーチペーパーの作成を計画的に導くことを目的とする。 

 学生参加型の演習とし、交代での発表と、全員での討論を行う。 

 成績評価基準：演習での発言ならびにレポートにて評価する。 

 

［健康スポーツマネジメントコース］ 
 
健康スポーツマネジメント演習（１）   中村 好男 
 本授業では、まず、マーケティングならびに社会マーケティングについての基礎理論を学習した上で、各々

の受講生が関与する実務分野の状況に応じて、体力科学、運動生理学、栄養学、行動科学などの関連諸領

域の基礎理論を学び、それらの基礎知識を前提として、地域行政あるいは健康関連組織における健康増進の

マネジメントを行う上での実務的・専門的能力を習得する。 

 成績評価基準：授業出席および授業中の発表を総合的に評価する。 

 

［介護予防マネジメントコース］ 
 
介護予防マネジメント演習（１）   岡 浩一朗 
 本講義では、介護予防の最新情報や知識に関するリテラシーを高め、リサーチペーパーをまとめるための研

究能力および問題解決能力を高めることを主な目標にする。具体的には、1）効果的な情報検索の仕方(図書

館、WEB 等)、2）英語論文の読解トレーニング、3）クリティカルリーディングトレーニング、4）ダイレクトリーディン

グトレーニング(特定の領域を決めて、一定数の論文を読み、その要旨を説明する)、5）効果的なプレゼンテー

ションの仕方等を中心に演習を進める。 

 成績評価基準：出席状況、レポートなどの提出物から総合的に評価する。 

 

［学校体育マネジメントコース］ 
 
学校体育マネジメント演習（１）   友添 秀則 
 学校体育の基本的諸問題について教科内容論や学習方法論の視点から、基本文献を講読しながら考察す

る。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表を総合的に評価する。 

 

 

【マネジメント科目】 
 
［トップスポーツマネジメントコース］ 
 
トップスポーツビジネス特論（再掲）   平田 竹男、中村 好男 
 本講義では、トップスポーツの世界をとりまくスポーツビジネスに関して、１）勝利（強化）・普及（振興）・市場開
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発（資金獲得）の関わりを示したマネジメントモデル（トリプルミッションモデル）、２）人生の中でのスポーツとの

関わりを示した逆台形モデル、３）「勝者の決定構造」としてのスポーツリーグのマネジメント、の各々について、

その先進事例や業界の動向など学んだ上で、その具体例の分析を通じて、トップスポーツビジネスの課題につ

いての検証能力を養成する。 

 成績評価基準：授業中の発表内容を評価の対象とする。授業中に発表できなかった者については、別途提

出するレポートによって評価する。 

 

スポーツの法と契約   水戸 重之 
 近時、プロ野球の球界再編問題と選手会によるストライキ、プロ野球選手の代理人交渉や海外移籍問題、

2005年に開幕したプロバスケット・リーグ「ｂｊリーグ」、スポーツ選手の肖像権問題、オリンピックの代表選考やア

ンチ・ドーピングとスポーツ仲裁など、スポーツにおいて法律問題や契約問題が一般の関心を集めている。いう

までもなく、スポーツも国民の社会的活動の一つとして「法の支配」を受けるものである。本授業では、①選手

（競技者）、②球団・クラブ（チーム会社）、③リーグ・競技者団体（協会）の三者のバランスがスポーツ界の発展

にとって重要であるとの視点の下、これらの間に生ずる法律問題・契約問題を学習するとともに、契約の過程で

行われるスポーツ契約交渉についても学習する。また、スポーツ界におけるセクハラ事件やしごき事件、スポー

ツ関連団体の不祥事をとりあげ、法律とスポーツマンシップやモラルとの関係も考えていく。法律学を学んだこ

とのない者にも基本的な法学・法解釈学が習得できることを目指す。 
 成績評価基準：レポート及び授業参加態度を総合的に判断して評価します。 
 
スポーツファイナンス特論   武藤 泰明 
 スポーツの競技や指導を行う組織を維持・拡大していくためには、経済的自立が不可欠である。本講義では

その手段であるファイナンスについて取り上げ、出資・借入・寄付等の方法の特性や制約を検討する。また併

せて無体財産権の確立とその商品化や証券化など国内では未発達の手法、あるいは行政・関連団体による費

用減免・優遇措置の活用、企業や団体との提携による収入源の確保、及び法人化による当事者能力の獲得

等についても検討していく。 

 成績評価基準：全講義のうち出席が半数以下の者については単位を付与しない。成績は出席と課題演習

（講義時間内に実施するもの及び Course N@vi に掲示するもの）の提出状況、内容によって決定する。 

 

スポーツプロモーション特論   平田 竹男、中村 好男 
 本授業では、トップスポーツの現場における競技スポーツ団体、プロスポーツチーム、選手マネジメント、マス

メディア、などの様々な立場でのプロモーションの現状と課題について学習する。授業は単に受け身で参加す

るのではなく、受講生自らがスポーツプロモーションの現状を調査・分析して発表できるようになることを理想と

する。 

 成績評価基準：授業中の発表内容を評価の対象とする。授業中に発表できなかった者については、別途提

出するレポートによって評価する。 

 

トップスポーツマネジメント特論   平田 竹男、中村 好男 
 本授業では、競技スポーツ団体、プロスポーツチーム、選手マネジメント、などの様々な立場からの最前線の

事例に基づいて、トップスポーツの現場におけるマネジメントの現状と課題について学習する。授業は単に受

け身で参加するのではなく、受講生自らがトップスポーツの現場で体験している事例を発表し、その現状を分

析できるようになることを必要とする。 
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 成績評価基準：CourseN@vi による毎回授業課題ならびにレポートによって総合的に評価する。 

 

［スポーツクラブマネジメントコース］ 
 
スポーツクラブビジネス特論（再掲）   間野 義之 
 修士課程１年制と２年制の合併科目として、スポーツクラブのマネジメントならびにビジネスについて理論と事

例を紹介する。 

 スポーツクラブビジネスの要素となる、１）活動拠点確保、２）法人格等組織体制の整備、３）資金調達、４）人

材の確保・育成について、それぞれビジネスのポイントに触れる。 

 特に、スポーツクラブにとって活動拠点の確保・維持が重要であり、そのためには地方自治体とのパートナー

シップ（PPP：Public Private Partnership）が重要となることから、公共スポーツ施設の有効利用や指定管理者と

しての運営受託あるいは PFI などを中心に講義を展開する。 

 成績評価基準：毎回講義後に提出された小レポートにて評価する。CourseN＠vi を通じて期日までに提出す

ること。 

 

マーケティング特論   横山 文人 
 マーケティングの基本的考え方を理解し、実践できるスキルを具体的ケースに触れることで学習することを目

的とする。 

 成績評価基準：出席点（70 点）＋期末テスト（15 点）＋グループワーク課題（15 点） 

 

スポーツ組織特論（再掲）   作野 誠一 
 本講では、組織論及び人材マネジメント論の理解を通じて、スポーツにおける多様な組織現象に関する知識

を身につけるとともに、自ら分析・提案する能力の涵養をめざす。スポーツ組織、とくに地域スポーツ組織を念

頭に置きつつ、組織論ならびに従来の人的資源管理を超える人材マネジメントの概要について理解する。具

体的には、以下のような内容から構成される。 

・経営組織論要説 

・人的資源管理（HRM）と人材マネジメント 

・人材の獲得・育成・評価・処遇 

・人材マネジメントの実際（スポーツボランティア、メディアの人材マネジメント） 

・教場レポート 

 成績評価基準：出席状況及びレポートによって評価する。 

 
経営と戦略   黒須 充、柳沢 和雄 
 地域密着型のスポーツクラブの経営では、明確な経営戦略と計画にもとづいて多くの人的な資源を活用して

永続性を高める。本講義では地域スポーツ振興における地域密着型のスポーツクラブのマネジメントの基礎要

件とその具体的な方法を概説する。 

 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 

 

－79－



  

［健康スポーツマネジメントコース］ 
 
健康スポーツマネジメント特論（再掲）   中村 好男 
 健康スポーツの推進・振興は、現代社会における社会的ニーズの一つである。本講義では、健康スポーツ振

興に関わる諸問題についての実践解決技法を習得することを目標として、身体運動科学・行動心理学・社会

マーケティングの各々の基礎理論を学んだうえで、１）健康スポーツの意義に関する基礎理論の開発（運動生

理学・体力科学）、２）健康スポーツのプログラム開発、３）対象に合わせたプログラム実践のためのマーケティ

ング、４）プログラムを継続させる財政的構造基盤、５）健康スポーツプログラムの医療費・介護費削減効果、に

ついて学習する。 

 成績評価基準：CourseN@vi による毎回授業課題ならびに最終レポートによって総合的に評価する。 

 

健康医療政策特論   藤井 賢一郎 
 健康医療に関するサービスは、その多くの割合が直接・間接的に政府（国、自治体）に依存・規制下にあり、

政府の制度政策の影響を強く受けている。本特論では、第１に、健康医療に関わる制度政策を理解し、第２に

科学的健康医療政策の概念や手法を知り、第３に現実の制度・政策の形成過程を理解することを目的とする。

具体的内容は以下の通りである。 

○わが国における健康医療の制度・政策の現状・内容（医療保険制度、健康日本２１、老人保健制度、介護予

防、地域・職場の健康づくり、生涯学習としての健康づくり活動等）及びその背景・動向 

○科学的健康医療政策（根拠に基づく医療 Evidence Based Medicine とナラティブ・ベイスト・メディシン

Narrative based medicine、根拠に基づく健康政策、疫学と健康指標、PRCEDE-PROCEED モデル等） 

○健康医療政策形成と現実（国レベル、自治体レベルの意志決定・政策形成メカニズム、レントシーキング、規

制撤廃・民営化、制度ビジネス等） 

 成績評価基準： 

 

健康医療経済学特論   藤井 賢一郎 
 経済学は、限られた資源をどのように配分するかを明らかにする学問であり、近代経済学では市場を基調と

しつつも、政府の役割を重視する。本特論では、第１に経済学の観点から政府と市場の役割を理解し、第２に

わが国の制度改革の方向性を考察するとともに、第３に健康医療政策を経済学の手法を用いて評価する手法

を学ぶことを目的とする。具体的内容は以下の通りである。 

○応用経済学としての健康医療経済学（情報の非対称性と市場の失敗、人的資本論（human capital）、公共

財、外部性等、健康医療における市場と政府の役割のあり方、公共事業としての健康医療、産業連関分析

等） 

○わが国の現状と今後の健康医療制度改革の方向性（医療分野における規制撤廃・民営化の考え方、医療

法人制度、医薬品制度改革等） 

○健康医療の経済学的評価（費用分析、費用－効果分析、費用－効用分析、費用－便益分析、経済学的評

価の限界と意義） 

 成績評価基準： 

 

健康行動科学特論（再掲）   岡 浩一朗 
 心身の健康の保持・増進にとって、身体活動・運動の実践は非常に重要な役割を果たす。しかし、多くの

人々はそのような健康への恩恵を得る水準で身体活動を実践しておらず、運動を始めたとしてもすぐにやめて
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しまう人が多いことが知られている。身体活動・運動を実践するような活動的なライフスタイルを定着させるため

の１つのアプローチとして、行動科学の考え方を応用することが注目されている。本講義では、主に行動科学

に基づいた身体活動・運動習慣を定着させるためのアプローチに関する基礎的知識を獲得できるようにするこ

とをねらいとしている。扱うテーマの概要は以下の通りである。 

 1）身体活動・運動を主体とした従来の健康づくり事業の問題点、2）身体活動・運動に関連した健康増進施

策の変遷、3）身体活動・運動行動を評価する測定尺度・測定機器、4）身体活動・運動分野へ適用された行動

科学の理論やモデルの考え方、5）身体活動・運動行動を規定する諸要因とその測定尺度、6）身体活動・運動

行動変容のメカニズム-媒介変数、調節変数の役割-、7）様々な対象者、場面、伝達手段による身体活動介入

プログラムの実際 

 成績評価基準：出席状況、レポートなどの提出物から総合的に評価する。 

 

健康スポーツ指導法演習   妹尾 弘幸、矢野 史也 
 本授業では、健康スポーツの実践指導の方法論について学ぶと共に、その指導法を習得することを目的と

する。夏期集中（合宿）で実施。具体的内容としては、身体操作技法、健康体操プログラム作成法、食生活改

善指導技法、コミュニケーションスキル、について学習する。 

 成績評価基準：授業参加状況ならびにレポートによる総合評価。 

 
レクリエーション指導法演習   妹尾 弘幸 
 本授業では、健康増進プログラムあるいは介護予防の現場で必要とされるレクリエーションの基礎理論を学

ぶと共に、各種レクリエーションプログラムの作成技法を習得する。夏期集中授業。主として介護予防指導の現

場で必要とされるレクリエーションの進め方を体験・実演する(実技中心)。 

 成績評価基準：授業参加状況ならびにレポートによる総合評価。 

 
健康指導コミュニケーション   奥田 文子 
 本授業では、健康スポーツの現場での指導コミュニケーションのスキルの向上を目指す。 

 夏期集中授業。健康運動指導における指導者の役割、指導コミュニケーションの目的、理論、分析について、

講義ならびにグループワークによって実習する。 

 成績評価基準：授業参加状況ならびにレポートによる総合評価。 

 

［介護予防マネジメントコース］ 
 
介護予防特論   大渕 修一 
 介護予防とは、要介護状態となることを防ぐために、運動、栄養、社会活動の面から介入を加えるものである。

この講義では、将来学生が、介護予防を事業化し、マネジメントできる様になるための、介護予防の目指すとこ

ろ、マネジメント、サービス、評価、関連する施策を教授する。 

 成績評価基準：授業参加 50％、課題提出 40％、テスト 10％ 

 

老年リハビリテーション演習   大渕 恵理 
 運動機能障害に対するリハビリテーション領域の知識・技術を学習し、介護予防に応用することを目的とする。

特に痛み、アライメント、可動性、筋出力に関する評価と問題解決に焦点をあて、実践的な手段を習得するた

めに実技指導を含む演習を行う。 
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 成績評価基準：授業出席状況ならびにレポートを総合して評価する。 

 

介護予防基礎演習   岡 浩一朗 
 本講義では、地域支援事業(特定高齢者施策、一般高齢者施策)や介護予防給付で実施される様々な老年

症候群に対する効果的な介護予防サービスを計画、実行していく上で役立つ基礎知識と実践技能を学ぶこと

ができるようにする。特に、1）運動器の機能向上(筋力向上トレーニング、転倒予防プログラム、尿失禁予防等)、

2）栄養改善、3）口腔機能の向上、4）認知症予防、5）うつ予防、6）閉じこもり予防を取り上げ、これらのサービ

スを計画していく上で知っておくべき基本的な理論について解説するとともに、具体的なプログラムの内容と進

め方、評価方法を実習形式によって理解できるようにし、現場で働く職員に指導できる能力を養成する。 

 成績評価基準：出席状況、レポートなどの提出物から総合的に評価する。 

 

介護予防実践演習   岡 浩一朗 
 本講義は、介護予防ケアマネジメント(高齢者本人の自己実現に向けて、生活機能の改善可能性を適切に

評価し、対象者に明確に説明することを通じて本人の意欲を高め、介護予防の取り組みに結びつけていくプロ

セス)を円滑に進めていくための技能を修得するとともに、そのノウハウを介護予防の現場で働く職員に伝達で

きるようになることを目指す。具体的には、介護予防にまつわる様々な事例を通して、介護予防ケアマネジメン

トの問題点を整理し、解決すべき課題についてディスカッションする。またその際に必要だと考えられるコミュニ

ケーションスキルやソーシャルマーケティングの理論なども適宜解説する。 

 成績評価基準：出席状況、レポートなどの提出物から総合的に評価する。 

 

老年学特論   大渕 修一 
 老年学とは、高齢者の社会的、心理的、身体的背景を横断的に理解し、老年者の Well being に寄与し

ようとするものである。長期的な縦断研究に基づく、老年者の機能、能力、役割を解説し、老年学を理解

するための一助とする。 

 担当教員による講義の他、老年者による社会貢献についての講話や、学生同士のディスカッションによ

り、老年学を教授する。 

 成績評価基準：授業参加 50％、小テスト 10％、テスト 40％ 

 

［学校体育マネジメントコース］ 
 
体育科教育学特論   菊  幸一 
 歴史社会的背景から体育科教育の教科存在論を展開し、現在から近未来における社会的課題について理

解を深める。その上で、体育科教育の目的・目標論、教科内容論、各運動領域論をカリキュラム及び単元の次

元と絡めて概説するとともに、授業展開における実践的な課題と結びつけて講義する。また、とくに生涯スポー

ツの観点から体育科教育のとらえ方やあり方について議論する。テキスト：佐伯年詩雄（2006）、これからの体

育を学ぶ人のために、世界思想社。 

 成績評価基準： 

 
体育科カリキュラム特論   松田 恵示 
 体育科カリキュラムを考察しようとした場合、学校教育全体の中に体育という教科をどのように位置づけるかと

いう側面と、体育という教科をどのように計画し実践するのかという側面に分かれる。さらには、スポーツや健康
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科学といった文化内容を、学校教育全体の中でどのように計画し制度化するのかという側面や、顕在的なカリ

キュラムに対して潜在的なカリキュラムを検討する側面もある。こうした多用な視点からカリキュラムの理解と開

発について考えてみたい。 

 成績評価基準： 

 

体育科教育評価特論   菊  幸一 
 まず教育における評定と評価の違いを明らかにした上で、今日の教育全体における評価の強調に関する歴

史社会的背景を理解する。その上で、体育科教育における評価論の特徴をいわゆる「学力論」との関係で把

握し、目標・内容の設定の違いによる評価観の相違や評価プロセスについて理解を深める。また、評価規準の

策定とそのプロセスの実態を明らかにするとともに、具体的な授業展開においてどのような活用の仕方が考え

られるのかについて議論する。 

 成績評価基準： 

 
体育科教育内容特論   松田 恵示 
 体育科における教育内容について、歴史的視点、教授学的視点、社会学的視点といったいくつかのパース

ペクティブから検討することで、その特質と構造の理解を深めてみたい。合わせて、具体的な体育科の学習指

導との関係から教育内容-教材-方法-評価の適切なあり方について、授業を分析することを通して考えてみた

い。 

 成績評価基準： 

 
 
【マネジメント基礎選択科目共通科目】 

 

マネジメント･ゲーム   宮崎 英寿 
 経営理論に基づいた組織のマネジメントを実践するために、数字を根拠とした論理的な意思決定能力を養

成することを目的とする。コンピューター上の仮想ライバルとの経営シミュレーションを通して、事業戦略の策定、

商品開発、広告宣伝、人材の確保と教育、キャッシュフローの管理、リスク対応など、マネジメントの基礎知識を

体系的に体得し、より実践的なマネジメントスキルの養成を目指す。 

 成績評価基準：出席および発表、欠席者はレポート提出にて採点。 

 

会計と管理   遠藤  誠 
 事業経営（企業経営）の外部利害関係者に対して経営状態を報告する「財務会計」だけではなく、経営上の

意思決定に必要な情報となる「管理会計」をあわせて考察し、縦割りの研究分野にとらわれることなく広くテー

マを取り上げて検討する。 
 「会計情報を将来のビジネスに活用する」というコンセプトにもとづいて、収益構造と財務構造の分析、短期利

益計画における予算編成、資金予算を取り上げ、予算の効果的運用による業績管理と財務管理についても考

察する。 
 さらに財務会計ソフトの演習により会計システムの概要を学ぶとともに、ビジネスプラン（事業計画書）におけ

る財務計画の作成やスポーツ施設などの事業経営に関する意思決定など、「会計情報」を活用できる人材の

育成を目指す。 
 授業は、講義、グループワーク、そして演習によって体験的に習得できることを目標に進めていく。 
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 成績評価基準：授業出席状況、授業中の課題に関するレポート提出等を総合的に評価する。 
 
経済学   藤田 康範 
 ①日本経済・世界経済に関する新聞・雑誌等の内容を理解し、平易に説明し論評できるようになること、 
 ②その上で、経済理論に基づいて様々な経済現象を分析できるようになること 
を目標としています。 
 ゲーム理論、新産業組織論などの近年の進展をも踏まえて講義を行いますが、可能な限り平易に説明するよ

うに努めますので、特別な予備知識は不要です。 
 暗記することよりも考えることを重視し、知的生産を楽しんでいただきながらみなさんの潜在能力を引き出そう

と思っています。 
 詳細については、第１回の講義の際に説明します。 
 成績評価基準：授業出席状況、授業中の発表、レポート等を総合的に評価する。 
 
ＭＢＡエッセンシャル   山本 真司 
 スポーツ・ビジネスの戦略構築は、スポーツ競技面のマネジメントとビジネスのマネジメントの両立という問題

を避けて通れない。スポーツ・ビジネスをビジネス戦略の見地から考えるためには、基本となる企業戦略論、マ

ーケティング戦略論、ファイナンス理論の根幹の理解は必須である。本講義では、これらの基本的なビジネス・

スキルをスポーツビジネスに応用可能な視点から学ぶことを目的とする。欧米のビジネス・スクールで教えるレ

ベルのビジネス論のファンダメンタルな部分を身につけるための講義である。 

 成績評価基準：宿題・レポートにより評価する。 

 

リスクマネジメント   野口 和彦 
 現代社会が抱えている様々な問題をリスク管理の視点で整理する。高度化した社会においては問題が発生

してからでの対応では、結局甚大な影響を避けることができない。このような現代社会の問題に対処するため

には、組織や社会として、事前に影響を与える事象の発生の可能性を検証し、合理的な対処を考えていくマネ

ジメント技術を導入する必要がある。 

 本講座においては、リスクの本質論、マネジメントのプロセス、そのプロセスを運用するマネジメントシステムの

あり方について講義を行なう。また、最近の事故・事件等をとりあげ、リスクマネジメントから見た課題について

議論を行なう。 

重要な視点： 

・リスク（不確定性を含んだ事象）を管理するということの本質論から考える。 

・組織や社会におけるリスクマネジメント適用時の課題を整理する。 

・リスクという視点と安全という視点の共通性と差異を考える。 

 成績評価基準：講義における質疑又はレポート提出。 

 
SPSS とマーケティング   内田  学 
 本講義では、マーケティングマネジメントの基礎知識を学ぶことに加え、各種統計データを要約し、分析する

マーケティングリサーチの基礎までを学習する。そのための前提知識として、前半で統計学の基礎（記述統計、

推測統計等）を学ぶ。その上で、SPSS や Excel 等の統計分析ソフトを使って、実際に回帰分析や判別分析等

の多変量解析を行うスキルを身につける。本講座は、初学者でも理解できるように、丁寧に解説していく（毎回、

電卓と、データ保存のための USB メモリ等を持参のこと）。 
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 成績評価基準：授業出席状況、小テスト、グループワーク、最終試験等で総合的に評価する。 

 
コミュニケーションスキル   風間  穣 
 本講座は単にコミュニケーションスキルを習得することを目的とせず、受講者が自己の現状とコミュニケーショ

ン能力向上による効果を認識し、コミュニケーション能力全般が向上することで、今後のビジネスや団体運営な

どマネジメントでより高い成果が上げられるようになることを目的とします。授業はシミュレーションやグループ演

習などを中心に進めて行くため、受講者が主体的に取り組みながら考察していく形式となります。よって評価の

65％は授業出席状況とし、残りの 35％は授業中の発表やグループワークの成果、及び授業中に作成するレポ

ートで評価します。 

 

指導実践マネジメント   清水 隆一 
 いまビジネス界、特に上司と部下の関係で注目されている、「個」のやる気と自主性を引き出すマネジメント＆

コミュニケーションのスキルの一つである「コーチング」。もちろん、スポーツ界においても応用の幅が広く、トッ

プアスリートや初心者、高齢者といった「個人」のマネジメントから、団体スポーツ、学校の部活、地域のスポー

ツクラブなどにおける「組織」のマネジメントにおいても非常に有効性が高い。 

 この授業では、講義形式だけではなく、ディスカッションやロールプレーを中心に受講生の積極的な参加を

促すことで、実践的に「コーチング」の“マインド＆スキル”を身につけることを目的としている。また、参加者自

身が、「コーチング」を実際に使って、どのように「個人」や自身が所属している「組織」をマネジメントしていきた

いかまで一緒に考えていく。 

 評価は、出席、および最終授業後に簡単なレポート提出することで行う。 

 

身体運動科学基礎論   川上 泰雄、彼末 一之 
 運動生理学、バイオメカニクス、運動制御の基礎的な概念や知見について、以下のような点を中心に概観す

る。 

・骨格筋の形状と機能 

・スポーツ・身体運動における「動き」の科学的根拠 

・成長・加齢・トレーニング・不活動による身体の変化 

 成績評価基準：レポート 

 

スポーツ医学概論   赤間 高雄、金岡 恒治、坂本 静男 
   鳥居 俊、福林 徹 
 スポーツに携わる者が知っておくべきスポーツ医学の要点を整理して解説する。具体的には、外科的スポー

ツ障害（外傷一般、頭頚部、上肢、下肢、体幹などの外傷・障害）の診断・治療・予防、内科的スポーツ障害

（内因性突然死、熱中症、貧血、オーバートレーニング症候群、スポーツ心臓と不整脈など）の診断・治療・予

防、運動療法、メディカルチェック、ドーピング・コントロール、などのテーマで解説する。 

 成績評価基準：出席状況とレポート内容を総合的に評価する。 
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－博士後期課程－ 
 
【研究指導】 

 

［スポーツ文化研究領域］ 

 

武道論研究指導   志々田 文明 
 日本武道は一般に競技性、求道性、規範的教育性の要素が含まれ、特に後の二点は近代の競技スポーツ

と性格を異にする特徴をなしている。それは、武術を学ぶことを必須の教養とした武士が 700 年にわたって日

本の政権を担い、武士の規範（いわゆる武士道）を形成した歴史に由来する。このコースでは、その武道が国

際的に広く普及しつつある実態を踏まえて、主として思想史的、教育的な観点から、武道の独自性、普遍性、

文化変容、可能性（あり方）について、文献に基づいて考察する。 

 扱う文献については、近世の武術伝書、近現代の各種武道関係書、内容的には技法論、心法論、教育論、

養生論、武士論など多様なものを用意しているが、受講者の関心と専門に配慮して、教材を選定していくこと

になろう。また特に、受講者がその研究を絶えず論文にし、国内外の学会で発表しうる力量を養成するように

留意したい。 

 Keywords：武道、武士、武士道、思想史、国際化、文化変容 

 

スポーツ人類学研究指導   寒川 恒夫 
 博士論文の作成指導を行う。最広義のスポーツ（民族スポーツ、国際スポーツ、過去スポーツ、遊戯、舞踊、 

養生法、武術・武道、などなど）の文化人類学研究の他に、身体文化（Koerperkultur）と関わる身体論をも扱

う。また、スポーツ人類学の主要方法論であるフィールドワークを学ぶため、海外における民族スポーツの調査

が予定されている。 

 
スポーツメディア論研究指導   リー トンプソン 
 メディアとはコミュニケーションの媒体となるものであるが、とくにマスコミュニケーションの手段であるテレビ、ラ

ジオ、新聞などのマスメディアをいうことが多い。マスメディア研究には大きく分ければ制作、内容、オーディエ

ンスという３つの領域がある。スポーツメディア論では、少なくても一つの領域からスポーツとメディアの関係を

取り上げる。私は特に内容について関心があるが、マスメディアとスポーツの関係を理解するには、全体を把握

する必要がある。社会学の立場から指導する。 

 Keywords：スポーツ社会学、メディア、内容分析、オーディエンス 

 

［スポーツビジネス研究領域］ 

 

健康スポーツ論研究指導   中村 好男 
 本研究指導では、“スポーツを通じた健康増進”という社会的ニーズに応えるために、体力科学、運動生理学、

栄養学などの＜身体の理論＞から、行動科学、社会マーケティングといった＜行動の理論＞、さらには、ビジ

ネスマネジメント、マーケティングなどの＜社会組織の理論＞まで、様々な領域における基礎学問分野の知見

を踏まえて、「地域住民へのスポーツ振興」ならびに「健康増進の達成」という目標を実現するための実践的技

法を確立することを目指している。具体的には、地域自治体、総合型地域スポーツクラブ、老人福祉施設等の

さまざまな現場（フィールド）での実践的研究によって、医療費削減や介護予防に資するためのプログラムの開
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発とその評価モデルの構築に加えて、地域社会における健康増進ならびに介護予防システムの構築を行う。

主な研究課題は、１）健康増進を目標とする運動やスポーツの振興と奨励の手法開発と評価、２）ウォーキング

プログラムの開発と指導、３）介護予防のための筋力向上トレーニングプログラムの開発と実践活用、４）スポー

ツビジネスの活性化とスポーツ振興、５）総合型地域スポーツクラブの運営と地域スポーツ指導者の育成などが

ある。 

 Keywords：体力、健康、運動、健康増進、介護予防、ウォーキング、行動科学、マネジメント 

 

スポーツビジネスマネジメント論研究指導   原田 宗彦 
 スポーツビジネスとスポーツマネジメント関連の研究論文を精読し、アブストラクトを作成する。これによって論

文の書き方と構成、そしてデータ処理と統計の応用方法について学ぶ。講義では、各自がプロジェクトを持ち、

国内と海外での学会発表を行うことを義務づける。 

 

［スポーツ医科学研究領域］ 

 

運動免疫学研究指導   赤間 高雄 
 免疫系は神経系および内分泌系と協調してホメオスタシスの維持に働いており、運動による免疫系の変化は

ストレス反応として考えることができる。運動による免疫機能の変化の概要は、中程度の運動によって免疫機能

が高まり、過激な運動によって免疫機能は抑制されると考えられている。しかし、運動による免疫機能の変化の

メカニズム、運動による免疫機能の変化を適切に示す指標、あるいは運動の条件による免疫機能の変化につ

いては不明な点が多く、いま研究が進みつつある。これらを主に生化学的および分子生物学的手法で解析

し、生涯スポーツと競技スポーツにおける応用を研究する。具体的には、運動による免疫機能の変化のメカニ

ズムを動物実験で検討する、高齢者の免疫機能を向上させる運動処方を明らかにする、およびアスリートにお

けるコンディショニングへの利用方法を開発する、などがあげられる。 

 

健康運動疫学研究指導   荒尾  孝 
 健康増進活動においては、健康実態を定量的に評価し、健康阻害あるいは増進に関係する要因を明らかに

し、問題解決の具体的な対策を立案・実践し、その効果を評価することが必要となる。今後の健康づくりにおい

ては、科学的に質の高い研究を実施することに加えて、どれだけ多くの人々が実践できるかといった波及性、

さらには運動のみならず他の生活習慣の領域を含んだ多領域性といった側面もまた重要視される。このような

運動やスポーツによる健康づくりに関する Evidence based な方法について指導する。 

 

スポーツ神経精神医科学研究指導   内田  直 
 スポーツと中枢神経系の関わりを研究対象として、研究指導を行う。具体的な内容としては、睡眠覚醒や生

体リズムとスポーツパフォーマンスの関連、身体運動が脳や心の働きに与える影響（たとえば運動によるうつ状

態の改善、集中力などの改善等）、スポーツパフォーマンスに関連した脳機能などである。方法としては、ポリ

グラフ検査、MRI 検査、行動学的方法、疫学的方法などを用いる。研究の内容は、修士課程で学んだ内容を

さらに発展させ、国際誌に論文発表ができるレベルを目指している。 

 

身体形態学研究指導   加藤 清忠 
 基本的には身体の形態的側面と機能的側面との連関性の研究という学際的方向性から、各種の分析法を駆

使して身体（生体）の形態を多面的に分析し明らかにしていこうというのが中心テーマとなる。具体的には、形
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態分析では従来の生体計測学的研究法とともに、応用解剖学的立場から各種の計測機器を用いて体組成や

筋構成などを分析していくことであるが、いわば前者は体表からの外形を、後者は体内の内形を明らかにする

ものであり、それらは身体の形態分析の両側面を成している。機能分析では精密測定機器による筋力やパワ

ーの測定を行なう。しかし、最終的には多面的分析によってそれらの形態的データと筋力・パワーなどの機能

的データとの関係を明らかにし、スポーツ活動や筋力トレーニングにおける身体形態に対する影響を明確にし

ていくことである。 

 

スポーツ健康管理学研究指導   坂本 静男 
 スポーツ選手や一般市民スポーツ愛好家などのコンディショニングあるいは健康管理、また運動不足者に対

する健康管理における運動の重要性に関して、研究論文による検討や、自身の研究データによる考察を行っ

ていく。その過程において、研究者としての研究に対する取り組み方や研究者に必要な人間性などを会得して

もらう。そして研究論文を作成するサポートを行っていく。 

 

スポーツ外科学研究指導   福林  徹 
 スポーツ科学者やコーチ、トレーナーなどに要求される外科領域でのスポーツ医学の諸問題についての研

究指導を行う。具体的には、人体の部位別機能解剖とそれに基づいた評価法、スポーツによって生じる代表

的な外傷・障害の診断と現場での処置、最新の治療法、およびスポーツ復帰までのリハビリテーション法につ

いて研究指導する。スポーツの種目別特性を加味しながら、最新の治療器や治療法、近年のこの分野での研

究の動向についてもふれ、博士後期課程での研究のベースになるようにする。 

 
スポーツ整形外科学研究指導   金岡 恒治 
 脊椎疾患・外傷に関する研究を行うのに必要な、脊椎の動作解析、筋電解析、画像評価、統計解析などの

研究手法を紹介する。 

 

［身体運動科学研究領域］ 

 

スポーツ神経科学研究指導   彼末 一之 
 運動に必要な神経機構について①基本的な脳機構の解析と②実際のスポーツをモデルとした運動の解析、

を並行して行うことで、基礎から応用までの広い視点を養うことを目標として指導を行う。特に高次脳機能解析

には MRI を使った解析を原理から実際まで学んで特定のテーマについて研究する。一方スポーツの解析は

野球、陸上競技などを中心に系統的な解析を行って競技力向上につなげられるような研究を行うことを目標と

する。 

 

生体ダイナミクス研究指導   川上 泰雄 
 人間を対象とした生体計測に関する研究を指導する。特に、骨格筋・腱の形態的特性と機能的特性に関し

ての研究を発展させる。人体筋の非侵襲的な可視化および収縮の定量化に関して、超音波や MRI 等の画像

解析の手法などを駆使して研究を進める。研究テーマの中心は１．人体筋のメカニクス、２．筋特性の個人差と

適応性、の２点である。１については、人体筋腱複合体を筋組織（筋線維）と腱組織に分け、それぞれの特性

（筋特性、腱特性）を人間生体について定量化し、筋線維と腱組織との間の相互作用や身体運動における両

者の協調について調べる。２については、筋特性の個人差と適応性に関して、体肢の筋群の筋量および筋形

状の横断的・縦断的測定を行う。学生毎に明確な短期・長期研究計画を立案し、実験、学会発表、論文投稿、
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学位論文作成等の研究指導を行う。 

 

運動栄養学研究指導   鈴木 正成 
 超高齢化社会における最大の健康課題は、老化に伴う筋肉減弱化（サルコペニア）と骨減弱化（オステオペ

ニア）を防止することである。筋肉繊維や骨コラーゲンなどのタンパク質合成を促進するために、軽レジスタンス

運動と高タンパク質間食が有効であることを認めた。朝、昼、夕の基本食で摂るタンパク質のほとんどは消化管

と肝臓にとりこまれ、筋肉と骨にはアミノ酸の配給は不十分である。しかし、間食のタンパク質は消化管と肝臓に

捕まらずに筋肉と骨に届く。このサイエンスは、筋肉、骨作りを促進する必要のある発育発達期の子供たちやス

ポーツ選手の栄養にも応用出来る。間食の“ミサイル栄養”作用と呼ぶ新しい栄養学の課題について、より詳

細に解明していくことを中心に研究指導する。 

 

運動生化学研究指導   樋口  満 
 スポーツにおける競技力向上とコンデイショニング、運動による健康増進に関し、応用運動生化学的視点か

ら論議する。スポーツにおける競技力向上に関してはグリコーゲンローデイングなど糖代謝機能について、コン

デイショニングに関しては抗酸化機能について議論する。また、運動による健康増進に関しては、肥満、高脂

血症、糖尿病、骨粗鬆症など生活習慣に関わる疾患の予防、治療と関連させて生化学的視点から議論する。 

 

バイオメカニクス研究指導   福永 哲夫 
 ヒトの身体運動を引き起こす筋-腱複合体の構造的機能的特性を様々な角度から明らかにするとともに、発

育発達、トレーニング、不活動、宇宙などの生活環境と身体運動との関係を実験的に明らかにする事を研究の

目的とする。博士論文作成に必要な様々な研究指導を行う。 

 

スポーツ生理学研究指導   村岡  功 
 スポーツ生理学は各種スポーツ活動に対する生理的な応答と適応を探求する学問であるが、本格的に研究

がなされるようになったのはたかだか60年前からである。しかし、近年に至って、運動不足に対する危機感から

規則的なスポーツおよび身体運動が推奨されるとともに、一流競技者を育成するための科学的なバックアップ

が求められるようになったことなどを背景として、この分野は広く社会から注目を浴びるようになってきた。そし

て、これらのことと連動して、研究面でも著しい進歩がみられている。ここでは、主にエネルギー代謝に関連す

る領域を中心テーマとして、スポーツや身体運動による健康づくりおよび各種スポーツにおける選手育成の観

点から、最近の知見に基づいて研究指導を行う。 

 

スポーツ心理学研究指導   山崎 勝男 
 スポーツ行動の背景をなす精神活動の諸側面を、心理学と生理学の学際的な立場から、主として精神生理

学的な手法を駆使することにより、心理的なシステムと生理的なシステム間の翻訳メカニズムを追究する。現在

展開中の研究テーマは、１）事象関連脳電位を指標とした運動プログラムの解析、２）運動スキル獲得過程のポ

リグラム的解析（主として筋電図と呼吸を指標とする）、３）実験的不眠による入眠過程のポリソムノグラフィ的解

析、４）正・負情動の質のポリグラム的解明、５）末梢自律系の指標による不安障害の類別である。 

 

スポーツ情報処理研究指導   誉田 雅彰 
 スポーツメディア情報およびスポーツ身体動作に関する高度な情報処理技術に関する文献研究を行うととも

に、スポーツメディア情報解析、スポーツ身体動作のコンピュータシミュレーション、感覚身体運動システムのメ

カニズムなどを中心として個々の研究課題に取り組む。 
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ⅩⅨ 全学共通設置科目の概要 

 

次の科目は、全学共通設置科目として全大学院学生を対象に設置されている。 

聴講を希望する場合は、大学院人間科学研究科で交付する聴講願を使用し、所定の方法によって申請を

すること。なお、聴講するには指導教員の承認が必要となり、事前に申請書に指導教員の押印が必要となる。 

修得した単位は、他箇所聴講科目と合わせて１０単位を限度に修了に必要な単位に算入することができる。 

 

２００８年度大学院全学共通設置科目講義内容 

＜経済学研究科提供科目＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

ミクロ経済学Ⅰ 堀 一三 高等研究所 客員講師（専任扱） 前期 １ ２ 月 ２ 

■ 講義概要 

本講では、学部においてミクロ経済学を十分学んでこなかった学生を対照にして基礎的なミクロ経済学を

講義する。 

■ 教科書 

テキストとして永田・荻沼・荒木著『ミクロ経済学』東洋経済新報社、2008 年（2 月刊行）を使用する。 

■ 評価方法 

定期試験による。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜経済学研究科提供科目＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

マクロ経済学Ⅰ 笹倉 和幸 経済学研究科 教授 前期 １ ２ 月 ４ 

■ 講義概要 

本講では、学部においてマクロ経済学を十分学んでこなかった学生を対照にして基礎的なミクロ経済学

を講義する。 

■ 教科書 

テキストとして笹倉著『ミクロ経済学』東洋経済新報社、2008 年（2 月刊行）を使用する。 

■ 評価方法 

定期試験による。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜経済学研究科提供科目＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

ミクロ経済学Ⅱ 永田 良 経済学研究科 教授 後期 １ ２ 木 ２ 

■ 講義概要 

本講ではミクロ経済学の基礎理論を学んだ学生を対象にして上級のミクロ経済学を講義する。 
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■ 教科書 

テキストとして Jehle,G.A.and P.J.Reny,Advanced Microeconomic Theory,2nd ed.,2001,Addison-Wesley

を使用する予定である。 

■ 評価方法 

出席およびレポートによる評価。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

<経済学研究科提供科目> 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

マクロ経済学Ⅱ 秋葉 弘哉 経済学研究科 教授 後期 １ ２ 木 ３ 

■ 講義概要 

本講義では、博士後期課程に進むにあたり、(1)洋の東西を問わず、(2)経済学を専攻する大学院生として

最低限持ちあわすべき、マクロ経済学の知識を講義する。その意味では、アメリカや欧州の大学院における

経済学専攻の大学院生であれば必ず知っていて、日本の修士課程修了の大学院生でも必ず知っておかな

ければならない、経済学の「共通言語」としてのスタンダードなマクロ経済学を講義する。半期科目であるの

で、テーマは自ずから最低限のテーマに限られる。 

■ シラバス 

洋の東西を問わず、大学院レベルの経済学修士課程修了者であれば必ず知っていなければならない以

下のような標準的なマクロ経済学のテーマを講義する予定。半期科目であるのでこれらの中からテーマを精

選したい。 

1.経済成長理論 

2.異時点間の最適化モデル(イントロダクション) 

3.経済成長論の新展開 

4.実物景気循環理論 

5.景気変動論 

6.その他 

■ 教科書 

(案)Romer, D. Advanced Macroeconomics (2nd ed.). New York: McGraw-HillBook Co., 2001 

■ 参考文献 

関連する基本的論文は、随時指示する。 

■ 評価方法 

筆記試験の結果で評価。(レポートを課した場合には筆記試験との算術平均値で評価する。) 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜国際情報通信研究科提供科目＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 
学

期 

週

時 

単

位 

曜

日 

時

限 
映画のすべて マスターズ・オブ・シネマ

(株式会社ヒューマントラスト寄附講座) 

元村 直樹 

安藤 紘平 

国際情報通信研究科

国際情報通信研究科

客員講師（非常勤） 

教授 
春 ２ ２ 土 ４ 

■ 講義概要 

映画界を支える魅力的なゲストを迎え、何故映画にかかわったか、どう映画に取り組むべきか、手法やエ
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ピソードなどを語ってもらう。学生には事前に予習させ、講座直前に映像を上映し、質の高いディスカッショ

ンを求める。 

■ シラバス 

【ゲスト講師予定】 多少変更となる場合があります。 

山田洋次（監督）、行定勲（監督）、柄本明（俳優）、樋口真嗣（監督）、久石譲（音楽監督）、是枝裕和（監

督）、亀山千広（プロデューサー）、大林宣彦（映像作家）、澤登翠（活弁士）、犬童一心（監督）、篠田正浩

（監督）、角川歴彦（プロデューサー）、塩田明彦（監督）など 

■ 教科書 

特になし 

■ 参考文献 

「映像プロフェッショナル入門」安藤紘平著、フィルムアート社刊 定価 2,000 円 

※早稲田大学生協にて生協組合員は 1,800 円で購入出来ます。 

■ 評価方法 

レポート、授業への参加度を総合的に評価する。 

※大学院学生と学部学生では、評価基準を別に定め、それぞれに見合った学業成績判定を行います。 

■ 備考 

本科目は、学部との合併科目です。 

授業時間は４時限ですが、２時限終了後から同じ教室にて当日講義いただく先生に関係のある映画の上

映を行いますので、できるだけ参加してください。上映する映画の内容・スケジュールについては授業中お

よび CourseN@vi にて周知します。 

■ 科目登録方法 

科目登録希望者は、通常の科目登録手続に加えて、以下の要領で『科目登録希望理由書』を作成し、

2008 年 4 月 9 日（水）18 時までにメール送信を行なうこと。希望者多数の場合は書類選考を行います。 

1．『科目登録希望理由書』は MS-Word により A4 サイズ 1 枚以内で作成すること。内容として、「なぜこの

科目を登録したいか」の理由、学籍番号、名前、を明記のこと。 

2．メール送信にあたっては、「メール件名」に、「マスターズ・オブ・シネマ登録希望」、学籍番号、名前、を明

記のこと。 

送信先メールアドレス：mastersofcinema@list.waseda.jp 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜国際情報通信研究科提供科目＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 
学

期 

週

時 

単

位 

曜

日 

時

限 

 プロデューサー特論 

（株式会社ヒューマントラスト寄附講座）

安藤 紘平

元村 直樹

国際情報通信研究科

国際情報通信研究科

教授 

客員講師（非常勤） 
秋 ２ ２ 木 ２ 

■ 講義概要 

映画のプロデューサーの仕事は、企画、デベロップメント、マーケッティングリサーチ、ファイナンス、映画

製作、契約、著作権、宣伝、配給、回収、マーチャンダイズ、海外展開など、多彩です。「陰陽師」「世界の中

心で愛をさけぶ」の濱名一哉氏、「ナビィの恋」「カナリア」の佐々木史朗氏など、ヒットメーカープロデューサ

ーとして活躍する各部門の専門家をゲストに迎え、プロデューサーの何たるかを学びます。 

■ シラバス 

安藤が統括、“世界の中心で愛をさけぶ”“ナビィの恋”などで活躍のプロデューサー濱名氏・佐々木氏を

中心に多彩なゲストがそれぞれの専門分野を担当する。 
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【ゲスト講師予定】 多少変更となる場合があります。 

（1） 濱名一哉（TBS） 時代が求めるプロデューサーとは・映画事業の可能性 

（2） 佐々木史朗（オフィスシロウズ） インディペンデントプロデューサーとは・ミニシアター映画製作 

（3） 市川南（東宝） 公開映画を基にしたプロデュースの実際 

（4） 和田倉和利（シネバザール） 映画製作現場の実際 

（5） 濱名一哉（TBS） 映画企画デベロップメントと製作 

（6） 久保田修（IMJ）＆犬童一心 プロデューサーと監督 

（7） 平野直樹（TBS） 映画事業における著作権・契約 

（8） 小谷靖（エンタテインメント・ファーム） 映画ファイナンス 

（9） 市川南（東宝） 映画宣伝とマーケティング 

（10） 濱名一哉（TBS） 映画制作の収支構造・ビジネスの実際 

（11） 辻本珠子（TBS） マーチャンダイジングとプロモーション 

（12） 佐久間曻二（WOWOW） WOWOW をプロデュースする 

（13） 久保雅一（小学館） ポケモンと日本アニメの国際戦略 

（14） 濱名一哉（TBS） 総括と課題 

■ 教科書 

場合により、授業中に適宜配付する。 

■ 参考文献 

『コンテンツ・プロデュース機能の基盤強化に関する調査研究』 

URL: http://www.meti.go.jp/policy/media_contents/index.html 

「映像プロフェッショナル入門」安藤紘平著、フィルムアート社刊 定価 2,000 円 

※早稲田大学生協にて生協組合員は 1,800 円で購入出来ます。 

■ 評価方法 

レポート、授業への参加度を総合的に評価する。 

※大学院学生と学部学生では、評価基準を別に定め、それぞれに見合った学業成績判定を行います。 

■ 備考 

本科目は、学部との合併科目です。 

■ 科目登録方法 

科目登録希望者は、通常の科目登録手続に加えて、以下の要領で『科目登録希望理由書』を作成し、

2008 年 9 月 29 日（月）18 時までにメール送信を行なうこと。希望者多数の場合は書類選考を行います。 

1．『科目登録希望理由書』は MS-Word により A4 サイズ 1 枚以内で作成すること。内容として、「なぜこの

科目を登録したいか」の理由、学籍番号、名前、を明記のこと。 

2．メール送信にあたっては、「メール件名」に、「プロデューサー特論登録希望」、学籍番号、名前、を明記

のこと。 

送信先メールアドレス：produce@list.waseda.jp 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 講義科目＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

学術的文章の作成とその指導 ０１ 佐渡島 紗織 留学センター 准教授 前期 ２ ２ 木 ２ 
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■ 講義概要 

本授業は、学術的な文章を書く上で重要な技能を身につけること、及びその指導法を身につけることを目

的とします。 

文章を書く技能は、他の技能と同様、フィードバックを受けて初めて磨かれるものです。しかし残念ながら、

文章へのフィードバックは通常の生活の中ではなかなか得ることのできないものです。そこでこの授業では、

論理的で明快な学術的文章を書くための技能を、実際に文章を書き、直していくことで学びます。学術的な

文章を書くだけでなく、ひいては、文章作成の指導もできるレベルにいたることを最終的な目標としています。 

具体的には、週ごとに一つの技能または一つのライティング・プロセスを扱います。授業では、その技能に

関する説明や練習を行い、授業後にその週の技能を使って短い文章を書いてくる課題が出されます。クラス

の他の学生と文章を読み合い意見交換をするピア･レスポンス方式をとりますので、活発な授業への参加を

期待しています。 

＊本授業の受講者には、受講後に学内で文章を指導する場（TA ポジション）を提供することができます。 

＊2007 年度吉野亜矢子先生の「ライティング＆リサーチ・スキル」を履修した学生は取らないこと。 

■ シラバス 

１．学術的文章とはどのような文章か、「一文一義」で書く 

２．語句を明確に使う 

３．「マップ」を作って書く 

４．「パラグラフ」を作る 

５．主張を根拠で支える 

６．論点を整理する、論文の構成 

７．抽象度の調節をする 

８．参考文献を示す 

９．「ブロック引用」をする 

１０．要約引用をする 

１１．図や表を作る 

１２．「私語り」から脱出する 

１３．外来語と専門用語を扱う 

１４．推敲・校正をする 

■ 教科書 

佐渡島紗織・吉野亜矢子『（題名未定）』ひつじ書房（生協、1900 円） （3 月末までに刊行予定） 

■ 参考文献 

宇佐美寛編（1998 年）『作文の論理-［分かる文章］の仕組み』東信堂（生協、1900 円） 

■ 評価方法 

授業への参加 ２８％、提出された文章の出来栄え ７２％ 

■ 備考 

本授業は、同じくオープン教育センターで開講されている吉野亜矢子先生の授業と同じ内容です。授業

の性質上、受講者数を 20 名に限定します。希望者が 20 名を超えた場合は書類選考をさせていただきます。

申し込み時には「大学院授業に望むこと－副題－」と題した小論文（４00 字）を提出して下さい。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 
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＜オープン教育センター提供科目 講義科目＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

学術的文章の作成とその指導 ０２ 吉野 亜矢子 教育・総合科学学術院 専任講師 後期 ２ ２ 金 １ 

■ 講義概要 

本授業は、学術的な文章を書く上で重要な技能を身につけること、及びその指導法を身につけることを目

的とします。 

文章を書く技能は、他の技能と同様、フィードバックを受けて初めて磨かれるものです。しかし残念ながら、

文章へのフィードバックは通常の生活の中ではなかなか得ることのできないものです。そこでこの授業では、

論理的で明快な学術的文章を書くための技能を、実際に文章を書き、直していくことで学びます。学術的な

文章を書くだけでなく、ひいては、文章作成の指導もできるレベルにいたることを最終的な目標としています。 

具体的には、週ごとに一つの技能または一つのライティング・プロセスを扱います。授業では、その技能に

関する説明や練習を行い、授業後にその週の技能を使って短い文章を書いてくる課題が出されます。クラス

の他の学生と文章を読み合い意見交換をするピア･レスポンス方式をとりますので、活発な授業への参加を

期待しています。 

＊本授業の受講者には、受講後に学内で文章を指導する場（TA ポジション）を提供することができます。 

＊2007 年度吉野の「ライティング＆リサーチ・スキル」を履修した学生は取らないこと。 

■ シラバス 

１．学術的文章とはどのような文章か、「一文一義」で書く 

２．語句を明確に使う 

３．「マップ」を作って書く 

４．「パラグラフ」を作る 

５．主張を根拠で支える 

６．論点を整理する、論文の構成 

７．抽象度の調節をする 

８．参考文献を示す 

９．「ブロック引用」をする 

１０．要約引用をする 

１１．図や表を作る 

１２．「私語り」から脱出する 

１３．外来語と専門用語を扱う 

１４．推敲・校正をする 

■ 教科書 

佐渡島紗織・吉野亜矢子『（題名未定）』ひつじ書房（生協、1900 円） （3 月末までに刊行予定） 

■ 参考文献 

宇佐美寛編（1998 年）『作文の論理－［分かる文章］の仕組み』東信堂（生協、1900 円） 

■ 評価方法 

授業への参加 ２８％、提出された文章の出来栄え ７２％ 

■ 備考 

本授業は、同じくオープン教育センターで開講されている佐渡島紗織先生の授業と同じ内容です。授業

の性質上、受講者数を 20 名に限定します。希望者が 20 名を超えた場合は書類選考をさせていただきます。

申し込み時には「大学院授業に望むこと－副題－」と題した小論文（４00 字）を提出して下さい。 
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※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 講義科目＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 
週

時 

単

位 

曜

日 

時

限 

国際人養成実践講座 
内海 善雄

小尾 敏夫

国際情報通信研究センター

国際情報通信研究科 

客員教授（非常勤）

教授 
後期 ２ ２ 木 ６ 

■ 講義概要 

対外国人との交渉や国際社会で活躍できるための基礎知識と心構えを、第一線で活躍している実務家

や、国際的に著名な方も招き、実践的に付与する。対外交渉や国際機関での仕事のやり方の実際を知ると

伴に、国際社会の人間関係や、国際関係のパワーポリティクスを理解する。 

■ シラバス 

(１)国際社会とは 

(２)国民性 

(３)対外交渉 

(４)国際組織 

(５)国際会議 

(６)国際組織で働くために 

(７)国際組織の中の人事管理 

(８)会議英語の基礎 

(９)ビジネス・レターの基礎 

(１０)提案文書の基礎 

(１１)スピーチ原稿の基礎。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 講義科目＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

研究倫理概論 

菊池 徹夫 

中島 啓幾 

福田 耕治 

土田 友章 

菊 地  靖 

文学学術院 

理工学術院 

政治経済学術院 

人間科学学術院 

大学院アジア太平洋研究科 

教授

教授

教授

教授

教授

後期 ２ ２ 火 ６ 

■ 講義概要 

ここ数年、研究倫理の重要性があらためて大いに注目されています。 

早稲田大学では、学術研究の信頼性と公正性および自由な研究活動の遂行を確保し、これに相応しい

社会的責任を自覚し、本学の学術研究が社会から多くの信頼と尊敬を得られるよう、学術研究倫理憲章、

学術研究倫理に係るガイドライン、研究活動に係る不正防止に関する規程を定めました。これらの規程等に

基づき、研究者として持つべき学術研究倫理について、大学院生を対象とした講座を開設いたします。研

究活動に係るすべての者は、研究活動を推進するにあたり国際的規範、条約、国内諸法令等を遵守し、研

究倫理に関する意識を高め、良心にしたがって誠実に行動しなければなりません。研究活動に係るすべて

の者は、研究費を適正に活用し、捏造、改竄、盗用などの不正な行為を行わないとともに、不正行為の未然

防止に努めなければなりません。また、研究成果の公表に際しては、オーサーシップや既発表の関連デー
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タの利用基準、著作権等について注意を払い、データや根拠の信頼性の確保に十分留意し、常に公正か

つ適切な引用を行うよう努めなければなりません。 

本講義では、こうした研究者として予め知っておくべき学術研究倫理の基本的事項や、人対象実験・動物

実験・遺伝子組換え実験等に関する研究倫理、更には海外における研究倫理に関する取り組み等につい

てお伝えします。今後研究者をめざす多くの大学院生が本講座を受講し、研究倫理に関する理解を深める

ことを期待します。 

■ 評価方法 

後期末レポート提出 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 講義科目＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

ブロードバンド起業塾
東出 浩教

大久保秀夫

商学学術院

商学学術院

教授 

客員教授（非常勤） 
前期 ２ ２ 木 ６ 

■ 講義概要 

授業の目的 

本講義においては、「起業家」にフォーカスをあて、起業家自身がこれまでどのような事態に直面し、何を

経験し、どのように考え、意思決定(ディシジョンメイキング)を行い、今日を迎えるに至ったかという、具体的

かつ実践的なケースを多く取り扱う。同じ「起業家」という立場であっても、起業に至る経緯、あるいは、事業

内容などは多岐にわたるものであるが、本講義では、起業家自身の体験談から経験的、実践的知識を入手

することに加え、各ケースを様々な角度から分析を行い、ブロードバンド時代における新しい起業モデル、

起業家像として体系化することを目的としている。また、意思決定(ディシジョンメイキング)は、起業家個人と

しての意思決定、経営者としての意思決定や社会人としての意思決定など様々な局面で求められ、多岐に

わたるものである。したがって、本講義は、これから起業家を志す人はもちろん、起業家を志すことを具体的

に考えていなくとも、社会人、企業人として活躍するために、さまざまな場面で必要とされる決断、判断のた

め、基本的な素養を育成する機会として大きい役割を果たすことができると期待している。 

授業の方法 

本講義は、ゲスト講師などによる実践的な経験・体験を紹介することを中心とする「ゲスト講演」、客観的に

起業家を見てきたゲストコメンテーターを交え、成功する起業家像について、講義担当者との「対談」、客観

的、アカデミックな観点から起業家について体系的に議論する「講義」を組み合わせて行われる。 

■ シラバス 

進行予定 

第 1 週  講義：「ブロードバンド起業塾」とは 

第 2 週  対談：起業家のケーススタディ① 

第 3 週  起業家のケーススタディ②（ゲスト講師：鳥羽 博道氏） 

第 4 週  起業家のケーススタディ③（ゲスト講師：安田 育生氏） 

第 5 週  起業家のケーススタディ④（ゲスト講師：木村 政治氏） 

第 6 週  講義：まとめセッション①：起業家の特性 

  これまでの起業家の各ケースから、起業家の特性、共通点について考察する 

第 7 週  起業家のケーススタディ⑤（ゲスト講師：菅原 泰男氏） 

第 8 週  起業家のケーススタディ⑥（ゲスト講師：浅田 剛治氏） 

第 9 週  起業家のケーススタディ⑦（ゲスト講師：岡村 陽久氏） 
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第 10 週 講義：まとめセッション②：成功ビジネスモデルの作り方 

起業家のケーススタディを終え、成功する起業モデルを検討する 

第 11 週 対談：成功する起業家像①（ゲストコメンテーター：沼田 功氏） 

第 12 週 対談：成功する起業家像②（ゲストコメンテーター：火坂 雅志氏） 

第 13 週 講義：Lessons Learned 

起業家のディシジョンメイキングとは何かについて本講義で得られたことについてまとめを行う 

■ 教科書 

特に指定しない。必要に応じて講義内で資料を配布する 

■ 評価方法 

平常点(講義時に指定するアサインメントを含む)－50％、レポート(2 回を予定)－50％ 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合があります。また、ゲスト講演は都合により日程、内容

が変更される可能性がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 講義科目＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 
学

期 

週

時 

単

位 

曜

日 

時

限 

地域研究としての台湾（入門）

梅森 直之 

呉  豪 人 

江  正 殷 

政治経済学術院 

オープン教育センター

留学センター 

教授 

非常勤講師 

客員准教授（専任扱） 

前

期 
２ ２ 月 ５ 

■ 講義概要 

現在の台湾を、どのように理解すればよいか。また、これからの台湾の行方はいかなるものか。台湾を的

確に捉えるには、どうすればよいのだろうか。本講義では、台湾を様々な角度から検討し、地域研究としての

台湾の可能性を考える。また、こうした台湾研究のあり方を追究することによって、東アジア地域研究のあり

方についても新たな視点を身につけてもらいたい。 

本講義は「地域研究としての台湾（入門）・（応用）」の前期科目であり、政治学、歴史学、法学、地域研究

を専門とする複数の教員が担当する。それぞれ専門分野から台湾研究の現状、可能性等について、受講

生とともに文献・資料等を通じて検討し、議論を行う。本講義は後期開講科目「地域研究としての台湾（応

用）」とともに受講することが望ましい。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 講義科目＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 
学

期 

週

時 

単

位 

曜

日 

時

限 

地域研究としての台湾（応用）

梅森 直之 

江  正 殷 

浅 古  弘 

政治経済学術院 

留学センター 

大学院法務研究科

教授 

客員准教授（専任扱） 

教授 

後

期 
２ ２ 月 ５ 

■ 講義概要 

現在の台湾を、どのように理解すればよいか。また、これからの台湾の行方はいかなるものか。台湾を的

確に捉えるには、どうすればよいのだろうか。本講義では、台湾を様々な角度から検討し、地域研究としての

台湾の可能性を考える。また、こうした台湾研究のあり方を追究することによって、東アジア地域研究のあり

方についても新たな視点を身につけてもらいたい。 

本講義は「地域研究としての台湾（入門）・（応用）」の後期科目であり、政治学、歴史学、法学、地域研究

を専門とする複数の教員が担当する。それぞれ専門分野から台湾研究の現状、可能性等について、受講
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生とともに文献・資料等を通じて検討し、議論を行う。本講義は前期開講科目「地域研究としての台湾（入

門）」とともに受講することが望ましい。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 大学院研究テーマカレッジ 演劇と映像＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

現代演劇特論（入門） 秋葉 裕一 理工学術院 教授 前期 ２ ２ 水 ２ 

■ 講義概要 

この演習は、早稲田大学演劇博物館を拠点とした２１世紀ＣＯＥ事業「演劇の総合的研究と演劇学の確

立」（２００２年～０７年）で、担当者（秋葉）が展開したテーマ「日本におけるベルトルト・ブレヒト受容」の研究

成果を、問題提起の形で改めて問い直し、検証することをめざしている。 

欧米の演劇の影響下に成立した日本の近現代演劇の運動には、日本および日本人を異化して眺める立

場なり、見方が存在するが、ブレヒトとその日本における受容もその一例と言えるだろう。演習では、ブレヒト

の戯曲作品を読むことを中心とする。映像情報を活用したり、じっさいにブレヒト劇と関わった演劇人の証言

を聞く機会が設けられれば、と願っている。演劇のみならず、詩や小説、評論の分野でも注目すべき仕事を

残したブレヒトであってみれば、そうした他のジャンルにも目配りをしながら、総体的に時代と社会の中で把

握することがめざされる。 

折しも、２００７年度秋から演劇博物館を拠点として、２１世紀ＣＯＥ事業を発展させる形で、グローバルＣＯ

Ｅ事業「演劇・映像の国際的教育・研究拠点」が本格的に始まっている。この事業における最新の研究成果

も積極的に取り込みながら、授業を進めたい。 

■ 教科書 

必要なテキストは授業担当者の側で準備する。 

■ 評価方法 

出席、授業への参加、レポートをもとに評価を行う。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 大学院研究テーマカレッジ 演劇と映像＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

現代演劇特論（発展） 秋葉 裕一 理工学術院 教授 後期 ２ ２ 水 ２ 

■ 講義概要 

この演習は、早稲田大学演劇博物館を拠点とした２１世紀ＣＯＥ事業「演劇の総合的研究と演劇学の確

立」（２００２年～０７年）で、担当者（秋葉）が展開したテーマ「日本におけるベルトルト・ブレヒト受容」の研究

成果を、問題提起の形で改めて問い直し、検証することをめざしている。 

欧米の演劇の影響下に成立した日本の近現代演劇の運動には、日本および日本人を異化して眺める立

場なり、見方が存在するが、ブレヒトとその日本における受容もその一例と言えるだろう。演習では、ブレヒト

の戯曲作品を読むことを中心とする。映像情報を活用したり、じっさいにブレヒト劇と関わった演劇人の証言

を聞く機会が設けられれば、と願っている。演劇のみならず、詩や小説、評論の分野でも注目すべき仕事を

残したブレヒトであってみれば、そうした他のジャンルにも目配りをしながら、総体的に時代と社会の中で把

握することがめざされる。 

折しも、２００７年度秋から演劇博物館を拠点として、２１世紀ＣＯＥ事業を発展させる形で、グローバルＣＯ
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Ｅ事業「演劇・映像の国際的教育・研究拠点」が本格的に始まっている。この事業における最新の研究成果

も積極的に取り込みながら、授業を進めたい。 

基本的に前期の授業と変更はない。後期から受講する場合を考慮して、演習は相互の連関性を持ちな

がらも、それぞれに自己完結性を持った授業内容となるはずである。 

■ 教科書 

必要なテキストは授業担当者の側で準備する。 

■ 評価方法 

出席、授業への参加、レポート、場合によっては、教場試験の結果をもとに評価を行う。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 大学院研究テーマカレッジ 演劇と映像＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

日本の伝統演劇論（入門） 三宅 晶子 演劇博物館 客員講師（非常勤） 前期 ２ ２ 月 ４ 

■ 講義概要 

世阿弥の能楽論のうち、『三道』『二曲人形三体図』を中心に読み解く。発表者による輪読形式の演習で

ある。『三道』は世阿弥によるドラマトゥルギーであり、能作のあり方を簡明に説いた書である。『二曲三体人

形図』は身体論であり、能の演技の要諦を絵図によって説き示した書である。いままでも能楽研究に必須の

資料としてしばしば利用されてきたが、書物内容自体の深い理解については、必ずしも現代の研究は十分

ではない。これらの書物に注釈を施すことを前提として、読み進めていきたい。諸本校合と諸注釈書の比較

作業を中心に行うこととなるが、能楽論としての位置付けや当時の能のあり方についても注意を払いたい。 

※講義要項の詳細については、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）を参照してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 大学院研究テーマカレッジ 演劇と映像＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

日本の伝統演劇論（発展） 三宅 晶子 演劇博物館 客員講師（非常勤） 後期 ２ ２ 月 ４ 

■ 講義概要 

世阿弥の能楽論のうち、『拾玉得花』を中心に読み解く。発表者による輪読形式の演習である。『拾玉得

花』は、世阿弥が女婿であった若き日の金春大夫禅竹に送った書物である。禅的教養に裏打ちされた世阿

弥の文言は、従来より世阿弥思想の精華として高く評価されてきた。ただし本書の趣旨は『花伝』で論じた主

要問題の再説であり、それゆえに世阿弥能楽論理解のためには必須の参考書としての意味があるのだが、

必ずしも独自の思想的な進展があるわけではない。こうした諸点について、必ずしも現代の研究は十分では

ない。本講座では、これらの書物に注釈を施すことを前提として、読み進めていきたい。論展開を修飾する

ための禅をはじめとする中世思想の典拠や、諸注釈書の比較作業を中心に行うこととなるが、能楽論として

の位置付けや当時の能のあり方についても注意を払いたい。 

■ シラバス 

10 月１日『拾玉得花』概説：世阿弥能楽論における『拾玉得花』の位置と研究史 

10 月 15 日『拾玉得花』輪講 １：ゲストスピーカーの講義「禅竹と『拾玉得花』 

10 月 22 日～12 月 17 日『拾玉得花』輪講 ２-10 

■ 教科書 

毎回発表者が資料を作成、配布する。 
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■ 参考文献 

日本思想大系『世阿弥 禅竹』（表章他編著・岩波書店）、岩波講座 能・狂言『能楽の伝書と芸論』（表

章・竹本幹夫共編） 

■ 評価方法 

平常点とレポートによる。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 大学院研究テーマカレッジ 演劇と映像＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

現代演劇と多文化主義（入門） 澤田 敬司 法学学術院 教授 前期 ２ ２ 火 ３ 

■ 講義概要 

 本年度は、オーストラリアの先住民の自己表象を取り上げ、それに込められた政治性や伝統・文化、ハイブ

リディティについて分析を行う。テクストには演劇ではなく、映像も取り上げる。 

 また、受講生の関心領域の作品も取り上げ、上記の議論との接点について考えながら、発表・討議を行う。 

■ 教科書 

 『アボリジニ戯曲選：ストールン／嘆きの七段階』 『アボリジニ戯曲選２：アップ・ザ・ラダー／レイディアン

ス』 （以上、オセアニア出版社） 

■ 参考文献 

 『演劇学のキーワーズ』（ぺりかん社） 佐和田敬司『現代演劇と文化の混淆』（早稲田大学出版部） 

■ 評価方法 

 授業への参加、レポートを総合的に判断する 

■ 関連 URL 

 http://homepage2.nifty.com/wombat/ 

■ 備考 

 現代演劇と多文化主義（発展）とセット登録していることを前提に授業は行なわれる。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 大学院研究テーマカレッジ 演劇と映像＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

現代演劇と多文化主義（発展） 澤田 敬司 法学学術院 教授 後期 ２ ２ 火 ３ 

■ 講義概要 

 本年度は、オーストラリアの先住民の自己表象を取り上げ、それに込められた政治性や伝統・文化、ハイブ

リディティについて分析を行う。テクストは演劇だけではなく、映像も取り上げる。 

 また、受講生の関心領域の作品も取り上げ、上記の議論との接点について考えながら、発表・討議を行う。 

■ 教科書 

 『アボリジニ戯曲選３：ドリーマーズ／ノー・シュガー』（オセアニア出版社） 

■ 参考文献 

 『演劇学のキーワーズ』（ぺりかん社） 佐和田敬司『現代演劇と文化の混淆』（早稲田大学出版部） 

■ 評価方法 

 授業への参加、レポートを総合的に評価する。 
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■ 関連 URL 

 http://homepage2.nifty.com/wombat/ 

■ 備考 

 「現代演劇と多文化主義（入門）」を登録していることを前提に授業は行なわれる。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 大学院研究テーマカレッジ 演劇と映像＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 
週

時 

単

位 

曜

日 

時

限 

人形浄瑠璃文楽の作品世界（入門） 神津 武男 高等研究所 客員准教授（専任扱） 前期 ２ ２ 火 ３ 

■ 講義概要 

「人形浄瑠璃文楽」の作品世界について講じます。具体的には①1748（寛延元）年初演『仮名手本忠臣

蔵』と、②1799（寛政 11）年初演『絵本大功記』を取り上げます。①は赤穂事件、②は本能寺の変と豊臣秀

吉の天下取りに取材した作品で、人形浄瑠璃のみならず歌舞伎でも上演が途絶えなかった超有名作（この

点、現代日本人・国際人として欠くべからざる知識→教養です！）。原文講読 を中心に、同一素材を扱い

ながら近代において上演伝承の途絶えた周辺作（①には 1766（明和３）年『太平記忠臣講釈』、②には 

1767（明和４）年『三日太平記』）との比較対照を通して、これらに反映された往時の社会の価値観・歴史意

識などの探求、および人形浄瑠璃文楽の魅力を紹介します。 

※講義要項の詳細については、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）を参照してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 大学院研究テーマカレッジ 演劇と映像＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 
週

時 

単

位 

曜

日 

時

限 

人形浄瑠璃文楽の作品世界（発展） 神津 武男 高等研究所 客員准教授（専任扱） 後期 ２ ２ 火 ３ 

■ 講義概要 

「人形浄瑠璃文楽」の作品世界について講じます。具体的には、国立劇場（東京）９月の人形浄瑠璃文楽

公演で上演される作品を取り上げます（演目未詳）。人形浄瑠璃文楽の現行の上演本文は、必ずしも初演

本文とは一致しません。かつてはこの不一致を「誤伝」とみて、初演本文へと回帰すべしと説かれましたが、

往時の上演者らの工夫の痕跡とみなすべきものです。初演本文と現行本文を比較対照して、改訂者の意図

やその是非を考え、伝統演劇における「伝承」の意味を確認したいと思います。 

浄瑠璃本はまた、人形劇の台本として近世日本の都市住民の娯楽であっただけでなく、アジアの植民地

や南米の移民社会などの、近代の日本人社会へも享受された、巨大な、おそらく唯一の江戸文学でした。

人文学諸領域において検討されるべき課題と考えます。 

※講義要項の詳細については、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）を参照してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 大学院研究テーマカレッジ 演劇と映像＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

日本映画と演劇（入門） 藤井 仁子 文学学術院 専任講師 前期 ２ ２ 木 ３ 
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■ 講義概要 

演劇・舞台の伝統との関連で日本映画を論じた、英語または日本語の論文を輪読します。たんに両者の

影響関係を扱うのではなく、異質な表象形式との出会い（または出会い損ない）に注目することで、「映画と

は何か」という問いをさらに突き詰めて考えてみましょう。英語圏での日本映画研究の成果に接することで、

自文化を他者の視点から再考する契機ともなるはずです。 

具体的には、語り物の伝統を継承した無声映画期の弁士、溝口健二作品に登場する歌舞伎や新劇とい

ったテーマを取り上げる予定ですが、詳しくは受講生と相談のうえ決定します。 

■ 評価方法 

平常点によりますが、出席と発表の出来を重視し、議論での発言を加味して総合的に評価します。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 大学院研究テーマカレッジ 演劇と映像＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

日本映画と演劇（発展） 藤井 仁子 文学学術院 専任講師 後期 ２ ２ 木 ２ 

■ 講義概要 

演劇・舞台の伝統との関連で日本映画を論じた、英語または日本語の論文を輪読します。たんに両者の

影響関係を扱うのではなく、異質な表象形式との出会い（または出会い損ない）に注目することで、「映画と

は何か」という問いをさらに突き詰めて考えてみましょう。英語圏での日本映画研究の成果に接することで、

自文化を他者の視点から再考する契機ともなるはずです。 

具体的には、語り物の伝統を継承した無声映画期の弁士、溝口健二作品に登場する歌舞伎や新劇とい

ったテーマを取り上げる予定ですが、詳しくは受講生と相談のうえ決定します。 

前期の「日本映画と演劇（入門）」から続けて履修することで、いっそうの学習効果が期待されます。 

■ 評価方法 

平常点によりますが、出席と発表の出来を重視し、議論での発言を加味して総合的に評価します。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 大学院研究テーマカレッジ 現代中国研究＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

比較のなかの中国政治 毛里 和子 政治経済学術院 教授 前期 ２ ２ 金 ３ 

■ 講義概要 

本年は、東アジアのうち、とくに大陸中国の政治変容、民主化の試みなどについて日英の文献を講読す

る。最初の３-４回は、中国政治研究についての概論を毛里が行う。その後、Elizabeth J. Perry/Merle 

Goldman が編集した英語文献(Ｇrassroots Political Reform in Contemporary China, 2007)を輪読する。 

■ 教科書 

（１）毛里和子著『新版・現代中国政治』名古屋大学出版会、2004 年 

（２）Elizabeth J. Perry & Merle Goldman eds., Grassroots Political Reform in Contemporary China, Harvard 

Contemporary China Series, 14, 2007, paperback 

■ 評価方法 

報告、討論、学期末の小論文 
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■ 備考 

本講義は、本学政治学研究科の「比較政治-東アジア政治」（前期、金曜日３時限）と合併のため、政治学

研究科在籍者は自箇所の科目を登録すること。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 大学院研究テーマカレッジ 現代中国研究＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

現代中国社会の解剖 園田 茂人 アジア太平洋研究科 教授 前期 ２ ２ 水 ４ 

■ 講義概要 

改革・開放以降の中国社会の変化について、多角的にアプローチする。家族、企業、学校、都市・農村、

階層、価値観など、いろいろな切り口から、中国社会の変化の様相を捉えてみたい。まずは中国社会の現

実を理解した上で、これをどのように理論的に説明するか、さまざまなケースをもとに考えたい。その意味で、

本授業への参加者は、単なる中国通になるのではなく、中国社会の変化をうまく解釈できる力を身に付ける

ことが求められているといってよい。授業の前半は、講師が現在抱えているプロジェクトの進行状況を説明し

たり、予め指定した本や論文を参加者に紹介・論評してもらうことをメインとする。授業の後半では、参加者の

自主発表とゲスト講師によるスピーチをメインにし、参加者自身がもっている知的関心を魅力ある研究に展

開できるよう、討論を中心に授業が展開される。講師は現在、アジアバロメーターや、天津市での定点観測

調査、グローバルＣＯＥによるアジア学生調査など複数のプロジェクトに従事しているが、これらの結果につ

いても、適宜紹介したいし、可能であれば、参加者諸君に、これらのデータを使った分析報告をやってもら

いたい。人間文化研究機構の現代中国研究拠点プロジェクトによる早稲田大学現代中国研究所主催の研

究会やプロジェクトも適宜アナウンスするので、こうしたイベントにもできるだけ積極的に参加してほしい。 

■ シラバス 

１）ガイダンス 

２）現代中国社会を捉える視角：講師からの問題提起 

３）講師の中国研究の成果を批判的に検討する(1) 

４） 〃 (2) 

５） 〃 (3) 

６） 〃 (4) 

７） 〃 (5) 

８）中国社会のデータ分析(1) 

９） 〃 (2) 

10）ゲスト講師によるスピーチ 

11）みずからの知的関心から中国社会を分析する(1) 

12） 〃 (2) 

13） 〃 (3) 

14） 〃 (4) 

15）総括討論 

■ 教科書 

 現時点では、以下の２つを考えている。 

 菱田雅晴・園田茂人（2005）『経済発展と社会変動』名古屋大学出版会 

 園田茂人（2008）『階層中国：過去に進化する社会主義（仮題）』中公新書（予定） 
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■ 参考文献 

参加者の知的関心に応じて、適宜指示する。 

■ 評価方法 

授業への参加度（討論、報告、出席）によって総合的に評価する。 

■ 関連 URL 

http://homepage2.nifty.com/shigetosonoda/ 

■ 備考 

授業は前期の毎週水曜日、４限（２時 40 分-４時 10 分）に実施。オリエンテーションは第１回目の授業 

（４月 16 日）の際に行う。授業場所は 19 号館なので、間違えないでほしい。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 大学院研究テーマカレッジ 現代中国研究＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

現代中国外交の中の日本 劉 傑 社会科学総合学術院 教授 前期 ２ ２ 木 ２ 

■ 講義概要 

 対日政策は中国外交政策の重要な部分である。対日外交政策に影響を及ぼすファクターの一つに「歴

史」がある。対日外交の中で「歴史」がカードとして使われているのか、それとも中国文化に根差している「歴

史観」が外交政策の形成に影響を及ぼしているのか。本演習は日本をめぐる中国の歴史認識の変遷と現代

中国の外交政策の特徴を読み解きながら、歴史の中の現代中国外交に対する理解を深める。外交文献の

読み方を習得し、そのなかにある「日本」を吟味する。また近年の歴史認識をめぐる論議を整理し、「外交」と

「歴史」の関係を解明する。 

■ シラバス 

１ 近代史をめぐる日中両国の争点の整理 

２ 近現代史のなかの日中外交関係、戦前と戦後 

３ 日中国交正常化と歴史問題 

４ 教科書問題と靖国問題をめぐる日中関係 

５ 総括：外交と歴史 

■ 教科書 

 劉傑・三谷博・楊大慶『国境を越える歴史認識』東京大学出版会、2006 年 

 その他、演習に使われる史料は随時配布する。 

■ 参考文献 

 劉傑『中国人の歴史観』文春新書、1999 年 

 高橋哲哉『靖国問題』ちくま新書、2005 年 

 袁偉時『中国の歴史教科書問題』日本僑報社、2006 年 

 毛里和子『日中関係』岩波新書、2006 年 

 Takashi Yoshida The Making of the Rape of Nanking,Oxford University Press,2006 

■ 評価方法 

 研究発表 50％、討論 50％ 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 
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＜オープン教育センター提供科目 大学院研究テーマカレッジ 現代中国研究＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

中国憲法はどこへ行く？ 小口 彦太 大学院法務研究科 教授 前期 ２ ２ 水 ３ 

■ 講義概要 

現行の１９８２年憲法を対象として、その時々の憲法教科書において、記述内容においてどのような変化

が見られるかということを通じて、中国憲法の変遷およびその背景にある政治的、経済的、社会的変化を跡

付けてみたい。このような手法をとるのは、中国における、「高等学校教材」と銘打たれている書はいわば国

家公定の教科書であり、その背景には国家、党のそのどきどきの意向、政策が反映されているからである。

具体的には、法学教材編修部＝憲法学編写組編（呉家麒主編）高等学校法学試用教材「憲法学」（群集出

版社、１９８３年）と周葉中主編全国高等学校法学専業核心課程教材「憲法」（高等教育出版社＝北京大学

出版社、２０００年）を版本として、比較検討してみたい。 

■ シラバス 

本講義で扱うテーマは以下のとおりである。 

１、党の指導と憲法の最高法規性 

２、全国人民代表大会の監督権限と司法権の独立 

３、憲法実施監督権機能の機能強化方策 

４、私的所有権の位置づけ 

５、公民の法の面前での平等の射程の範囲 

その他 

■ 教科書 

小口彦太・田中信行共著「現代中国法」（成文堂） 

■ 参考文献 

芦部信喜、樋口陽一、奥平康弘氏ら日本の代表的憲法学者の憲法の基本的教科書および毛里和子「現

代中国政治」（名古屋大学出版会） 

■ 評価方法 

出席状況、発言内容、およびレポートの内容によって評価する。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 

 

＜オープン教育センター提供科目 大学院研究テーマカレッジ 現代中国研究＞ 

科目名 教員氏名 所属 資格 学期 週時 単位 曜日 時限 

中国と安全保障 益尾 知佐子 アジア研究機構 客員講師（専任扱） 後期 ２ ２ 月 ４ 

■ 講義概要 

 中国の対外政策のあり方は、世界、特に東アジアの国際関係の流れを規定する大きな要因のひとつです。

このコースではその中で特に安全保障的な側面に着目して議論します。 

 コースは次の 3 部構成を予定しています。 

1.中国の安全保障をめぐる政治体制 

中国の政治体制、政治文化、政策決定のあり方、各アクターの役割、安全保障をめぐる法律上の規定な

どを討論 

2.中国の安全保障をめぐる歴史的環境 

朝鮮戦争、ベトナム戦争、中ソ対立と米中和解、中越戦争などに関する文献を講読し、中国の安全保障

をめぐる環境が歴史的にどのように変化してきたか討論 
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3.中国の安全保障をめぐる様々なイシュー 

中国軍の近代化、エネルギー問題、核問題など、いくつかのイシューに分けて中国の安全保障の様々な

側面を分析し、今後の変化の方向性を議論 

ゼミ参加者には毎回事前に指定文献（英・日、参加者の能力によって中国語）を講読していただきます。ゼミ

ではあらかじめ決められた担当者に購読文献に関する報告をお願いし、さらに教員が問題の背景を講義・

説明し、参加者全体で討論を進めます。その他 1 学期に 2 回ほどゲストスピーカーをお招きする予定です。 

■ 評価方法 

 ゼミでは最低 1 回は指定文献に関する報告をお願いします。報告担当者でない場合でも参加者全員に

議論への活発な参加が求められます。その他、レポートを学期に 1 回提出していただきます。評価は平常

点を 30%、担当していただいた報告を 30%、レポートを 40%として算出します。 

※講義要項の内容は、変更、追加される場合がありますので、シラバスシステム 

（https://www.wnz.waseda.jp/syllabus/epj3011.htm）で、最新情報を確認してください。 
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当
 

教
 

員
 

備
 

 
考

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
ビ

ジ
ネ

ス
 

ス
ポ

ー
ツ

経
営

学
演

習
（
２

）
 

４
 

木
村

 
和

彦
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
ビ

ジ
ネ

ス
 

健
康

ス
ポ

ー
ツ

論
演

習
（
１

）
 

４
 

中
村

 
好

男
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
ビ

ジ
ネ

ス
 

健
康

ス
ポ

ー
ツ

論
演

習
（
２

）
 

４
 

中
村

 
好

男
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
ビ

ジ
ネ

ス
 

ス
ポ

ー
ツ

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
論

演
習

（１
） 

４
 

原
田

 
宗

彦
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
ビ

ジ
ネ

ス
 

ス
ポ

ー
ツ

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
論

演
習

（２
） 

４
 

原
田

 
宗

彦
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
ビ

ジ
ネ

ス
 

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
ビ

ジ
ネ

ス
論

演
習

（
１

） 
４

 
間

野
 

義
之

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
ビ

ジ
ネ

ス
 

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
ビ

ジ
ネ

ス
論

演
習

（
２

） 
４

 
間

野
 

義
之

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
ビ

ジ
ネ

ス
 

ト
ッ

プ
ス

ポ
ー

ツ
ビ

ジ
ネ

ス
論

演
習

（１
） 

４
 

平
田

 
竹

男
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
ビ

ジ
ネ

ス
 

ト
ッ

プ
ス

ポ
ー

ツ
ビ

ジ
ネ

ス
論

演
習

（２
） 

４
 

平
田

 
竹

男
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
ビ

ジ
ネ

ス
 

ス
ポ

ー
ツ

組
織

論
演

習
（
１

）
 

４
 

作
野

 
誠

一
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
ビ

ジ
ネ

ス
 

ス
ポ

ー
ツ

組
織

論
演

習
（
２

）
 

４
 

作
野

 
誠

一
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
ビ

ジ
ネ

ス
 

ス
ポ

ー
ツ

ビ
ジ

ネ
ス

･ア
ド

ミ
ニ

ス
ト
レ

ー
シ

ョ
ン

演
習

（
１

） 
４

 
武

藤
 

泰
明

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
ビ

ジ
ネ

ス
 

ス
ポ

ー
ツ

ビ
ジ

ネ
ス

･ア
ド

ミ
ニ

ス
ト
レ

ー
シ

ョ
ン

演
習

（
２

） 
４

 
武

藤
 

泰
明

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

 
運

動
免

疫
学

演
習

（
１

） 
４

 
赤

間
 

高
雄

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

 
運

動
免

疫
学

演
習

（
２

） 
４

 
赤

間
 

高
雄

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

 
健

康
運

動
疫

学
演

習
（１

） 
４

 
荒

尾
 

孝
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

 
健

康
運

動
疫

学
演

習
（２

） 
４

 
荒

尾
 

孝
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

 
ス

ポ
ー

ツ
神

経
精

神
医

科
学

演
習

（
１

） 
４

 
内

田
 

直
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

 
ス

ポ
ー

ツ
神

経
精

神
医

科
学

演
習

（
２

） 
４

 
内

田
 

直
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

 
身

体
形

態
学

演
習

（
１

） 
４

 
加

藤
 

清
忠

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

 
身

体
形

態
学

演
習

（
２

） 
４

 
加

藤
 

清
忠

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

 
ス

ポ
ー

ツ
健

康
管

理
学

演
習

（１
） 

４
 

坂
本

 
静

男
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

 
ス

ポ
ー

ツ
健

康
管

理
学

演
習

（２
） 

４
 

坂
本

 
静

男
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

 
運

動
器

ス
ポ

ー
ツ

医
学

演
習

（
１

）
 

４
 

鳥
居

 
俊

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

 
運

動
器

ス
ポ

ー
ツ

医
学

演
習

（
２

）
 

４
 

鳥
居

 
俊

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

 
ス

ポ
ー

ツ
外

科
学

演
習

（１
） 

４
 

福
林

 
徹

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

 
ス

ポ
ー

ツ
外

科
学

演
習

（２
） 

４
 

福
林

 
徹

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

 
健

康
行

動
科

学
演

習
（１

） 
４

 
岡

 
浩

一
朗

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

 
健

康
行

動
科

学
演

習
（２

） 
４

 
岡

 
浩

一
朗

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

 
ス

ポ
ー

ツ
整

形
外

科
学

演
習

（１
） 

４
 

金
岡

 
恒

治
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

 
ス

ポ
ー

ツ
整

形
外

科
学

演
習

（２
） 

４
 

金
岡

 
恒

治
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課
 

 
程

 
科

目
区
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研
究

領
域
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ー

ス
 

科
 

目
 

名
 

単
 

位
 

担
 

当
 

教
 

員
 

備
 

 
考

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
身

体
運

動
科

学
 

ス
ポ

ー
ツ

神
経

科
学

演
習

（１
）
 

４
 

彼
末

 
一

之
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
身

体
運

動
科

学
 

ス
ポ

ー
ツ

神
経

科
学

演
習

（２
）
 

４
 

彼
末

 
一

之
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
身

体
運

動
科

学
 

生
体

ダ
イ

ナ
ミ
ク

ス
演

習
（１

） 
４

 
川

上
 

泰
雄

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
身

体
運

動
科

学
 

生
体

ダ
イ

ナ
ミ
ク

ス
演

習
（２

） 
４

 
川

上
 

泰
雄

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
身

体
運

動
科

学
 

運
動

栄
養

学
演

習
（
１

） 
４

 
鈴

木
 

正
成

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
身

体
運

動
科

学
 

運
動

栄
養

学
演

習
（
２

） 
４

 
鈴

木
 

正
成

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
身

体
運

動
科

学
 

運
動

生
化

学
演

習
（
１

） 
４

 
樋

口
 

満
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
身

体
運

動
科

学
 

運
動

生
化

学
演

習
（
２

） 
４

 
樋

口
 

満
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
身

体
運

動
科

学
 

バ
イ

オ
メ

カ
ニ

ク
ス

演
習

（
１

）
 

４
 

福
永

 
哲

夫
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
身

体
運

動
科

学
 

バ
イ

オ
メ

カ
ニ

ク
ス

演
習

（
２

）
 

４
 

福
永

 
哲

夫
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
身

体
運

動
科

学
 

ス
ポ

ー
ツ

生
理

学
演

習
（
１

） 
４

 
村

岡
 

功
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
身

体
運

動
科

学
 

ス
ポ

ー
ツ

生
理

学
演

習
（
２

） 
４

 
村

岡
 

功
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
身

体
運

動
科

学
 

ス
ポ

ー
ツ

心
理

学
演

習
（
１

） 
４

 
山

崎
 

勝
男

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
身

体
運

動
科

学
 

ス
ポ

ー
ツ

心
理

学
演

習
（
２

） 
４

 
山

崎
 

勝
男

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
身

体
運

動
科

学
 

ス
ポ

ー
ツ

情
報

処
理

演
習

（１
）
 

４
 

誉
田

 
雅

彰
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
身

体
運

動
科

学
 

ス
ポ

ー
ツ

情
報

処
理

演
習

（２
）
 

４
 

誉
田

 
雅

彰
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
身

体
運

動
科

学
 

統
合

運
動

神
経

生
理

学
演

習
（１

） 
４

 
宝

田
 

雄
大

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
身

体
運

動
科

学
 

統
合

運
動

神
経

生
理

学
演

習
（２

） 
４

 
宝

田
 

雄
大

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
身

体
運

動
科

学
 

ス
ポ

ー
ツ

認
知

神
経

科
学

演
習

（１
） 

４
 

正
木

 
宏

明
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
身

体
運

動
科

学
 

ス
ポ

ー
ツ

認
知

神
経

科
学

演
習

（２
） 

４
 

正
木

 
宏

明
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
コ

ー
チ

ン
グ

科
学

 
コ

ー
チ

ン
グ

科
学

Ⅰ
演

習
（１

）
 

４
 

礒
 

繁
雄

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
コ

ー
チ

ン
グ

科
学

 
コ

ー
チ

ン
グ

科
学

Ⅰ
演

習
（２

）
 

４
 

礒
 

繁
雄

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
コ

ー
チ

ン
グ

科
学

 
コ

ー
チ

ン
グ

科
学

Ⅱ
演

習
（１

）
 

４
 

奥
野

 
景

介
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
コ

ー
チ

ン
グ

科
学

 
コ

ー
チ

ン
グ

科
学

Ⅱ
演

習
（２

）
 

４
 

奥
野

 
景

介
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
コ

ー
チ

ン
グ

科
学

 
コ

ー
チ

ン
グ

科
学

Ⅲ
演

習
（１

）
 

４
 

土
屋

 
純

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
コ

ー
チ

ン
グ

科
学

 
コ

ー
チ

ン
グ

科
学

Ⅲ
演

習
（２

）
 

４
 

土
屋

 
純

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
コ

ー
チ

ン
グ

科
学

 
コ

ー
チ

ン
グ

科
学

Ⅳ
演

習
（１

）
 

４
 

堀
野

 
博

幸
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
コ

ー
チ

ン
グ

科
学

 
コ

ー
チ

ン
グ

科
学

Ⅳ
演

習
（２

）
 

４
 

堀
野

 
博

幸
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
コ

ー
チ

ン
グ

科
学

 
コ

ー
チ

ン
グ

科
学

Ⅴ
演

習
（１

）
 

４
 

倉
石

 
平

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
コ

ー
チ

ン
グ

科
学

 
コ

ー
チ

ン
グ

科
学

Ⅴ
演

習
（２

）
 

４
 

倉
石

 
平

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
コ

ー
チ

ン
グ

科
学

 
ト
レ

ー
ニ

ン
グ

科
学

演
習

（
１

）
 

４
 

岡
田

 
純

一
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課
 

 
程

 
科

目
区

分
 

研
究

領
域

・コ
ー

ス
 

科
 

目
 

名
 

単
 

位
 

担
 

当
 

教
 

員
 

備
 

 
考

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
コ

ー
チ

ン
グ

科
学

 
ト
レ

ー
ニ

ン
グ

科
学

演
習

（
２

）
 

４
 

岡
田

 
純

一
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
文

化
 

武
道

思
想

史
特

論
 

２
 

志
々

田
 

文
明

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
文

化
 

ス
ポ

ー
ツ

人
類

学
特

論
 

２
 

寒
川

 
恒

夫
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
文

化
 

ス
ポ

ー
ツ

教
育

学
特

論
 

２
 

友
添

 
秀

則
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
文

化
 

ス
ポ

ー
ツ

表
象

特
論

 
２

 
リ
ー

 
ト
ン

プ
ソ

ン
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
文

化
 

ス
ポ

ー
ツ

社
会

学
特

論
 

２
 

宮
内

 
孝

知
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
文

化
 

ス
ポ

ー
ツ

史
特

論
 

２
 

石
井

 
昌

幸
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
文

化
 

舞
踊

表
現

特
論

 
２

 
杉

山
 

千
鶴

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
文

化
 

体
育

科
教

育
特

論
 

２
 

吉
永

 
武

史
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
ビ

ジ
ネ

ス
 

ス
ポ

ー
ツ

経
営

学
特

論
 

２
 

木
村

 
和

彦
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
ビ

ジ
ネ

ス
 

健
康

ス
ポ

ー
ツ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
特

論
 

２
 

中
村

 
好

男
 

１
年

制
合

同
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
ビ

ジ
ネ

ス
 

ス
ポ

ー
ツ

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
特

論
 

２
 

原
田

 
宗

彦
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
ビ

ジ
ネ

ス
 

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
ビ

ジ
ネ

ス
特

論
 

２
 

間
野

 
義

之
 

１
年

制
合

同
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
ビ

ジ
ネ

ス
 

ト
ッ

プ
ス

ポ
ー

ツ
ビ

ジ
ネ

ス
特

論
 

２
 

平
田

竹
男

、
中

村
好

男
 

学
部

合
併

、
１

年
制

合
同

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
ビ

ジ
ネ

ス
 

ス
ポ

ー
ツ

組
織

特
論

 
２

 
作

野
 

誠
一

 
１

年
制

合
同

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
ビ

ジ
ネ

ス
 

ス
ポ

ー
ツ

ビ
ジ

ネ
ス

･ア
ド

ミ
ニ

ス
ト
レ

ー
シ

ョ
ン

特
論

 
２

 
武

藤
 

泰
明

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

 
メ

デ
ィ

カ
ル

コ
ン

デ
ィ

シ
ョ
ニ

ン
グ

特
論

 
２

 
赤

間
 

高
雄

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

 
ス

ポ
ー

ツ
統

計
学

特
論

 
２

 
荒

尾
 

孝
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

 
ス

ポ
ー

ツ
神

経
精

神
医

科
学

特
論

 
２

 
内

田
 

直
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

 
ス

ポ
ー

ツ
内

科
学

特
論

 
２

 
坂

本
 

静
男

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

 
運

動
器

発
育

・
発

達
特

論
 

２
 

鳥
居

 
俊

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

 
ス

ポ
ー

ツ
外

科
学

特
論

 
２

 
福

林
 

徹
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

実
習

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

 
運

動
器

解
剖

実
習

 
２

 
福

林
 

徹
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

 
Ｍ

Ｒ
Ｉの

基
礎

と
応

用
 

２
 

渡
邉

 
丈

夫
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

 
バ

イ
オ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

特
論

 
２

 
鈴

木
、

赤
間

、
福

林
、

鳥
居

、
 

 

 
 

 
 

 
秋

本
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

 
健

康
行

動
科

学
特

論
 

２
 

岡
 

浩
一

朗
 

１
年

制
合

同
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

 
ス

ポ
ー

ツ
整

形
外

科
学

特
論

 
２

 
金

岡
 

恒
治

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
身

体
運

動
科

学
 

生
体

機
能

学
特

論
 

２
 

彼
末

 
一

之
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
身

体
運

動
科

学
 

生
体

ダ
イ

ナ
ミ
ク

ス
特

論
 

２
 

川
上

 
泰

雄
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
身

体
運

動
科

学
 

ス
ポ

ー
ツ

栄
養

学
特

論
 

２
 

鈴
木

 
正

成
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課
 

 
程

 
科

目
区

分
 

研
究

領
域

・コ
ー

ス
 

科
 

目
 

名
 

単
 

位
 

担
 

当
 

教
 

員
 

備
 

 
考

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
身

体
運

動
科

学
 

運
動

生
化

学
特

論
 

２
 

樋
口

 
満

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
身

体
運

動
科

学
 

バ
イ

オ
メ

カ
ニ

ク
ス

特
論

 
２

 
福

永
 

哲
夫

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
身

体
運

動
科

学
 

ス
ポ

ー
ツ

生
理

学
特

論
 

２
 

村
岡

 
功

 
 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
身

体
運

動
科

学
 

精
神

生
理

学
特

論
 

２
 

山
崎

 
勝

男
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
身

体
運

動
科

学
 

ス
ポ

ー
ツ

情
報

処
理

特
論

 
２

 
誉

田
 

雅
彰

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
身

体
運

動
科

学
 

脳
科

学
か

ら
み

る
運

動
生

理
学

特
論

 
２

 
宝

田
 

雄
大

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
身

体
運

動
科

学
 

ス
ポ

ー
ツ

認
知

神
経

科
学

特
論

 
２

 
正

木
 

宏
明

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
身

体
運

動
科

学
 

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
特

論
 

２
 

誉
田

 
雅

彰
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
コ

ー
チ

ン
グ

科
学

 
コ

ー
チ

ン
グ

特
論

 
２

 
礒

 
繁

雄
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
コ

ー
チ

ン
グ

科
学

 
コ

ー
チ

学
特

論
 

２
 

奥
野

、
杉

山
、

倉
石

、
磯

、
 

 
 

 
 

 
 

 
岡

田
、

堀
野

、
土

屋
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
コ

ー
チ

ン
グ

科
学

 
コ

ー
チ

ン
グ

バ
イ

オ
メ

カ
ニ

ク
ス

特
論

 
２

 
土

屋
 

純
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
コ

ー
チ

ン
グ

科
学

 
コ

ー
チ

ン
グ

心
理

学
特

論
 

２
 

堀
野

 
博

幸
 

 
 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
コ

ー
チ

ン
グ

科
学

 
コ

ン
デ

ィ
シ

ョ
ニ

ン
グ

特
論

 
２

 
岡

田
 

純
一

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
コ

ー
チ

ン
グ

科
学

 
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

評
価

 
２

 
奥

野
 

景
介

 
 

 

修
士

（２
年

制
コ

ー
ス

）
 

講
義

科
目

 
コ

ー
チ

ン
グ

科
学

 
ス

ポ
ー

ツ
戦

術
戦

略
特

論
 

２
 

倉
石

 
平

 
 

 

修
士

（
１

年
制

コ
ー

ス
）
 

研
究

指
導

 
ト
ッ

プ
ス

ポ
ー

ツ
 

ト
ッ

プ
ス

ポ
ー

ツ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

究
指

導
 

-
 

平
田

 
竹

男
 

 
 

修
士

（１
年

制
コ

ー
ス

）
 

研
究

指
導

 
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

 
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
研

究
指

導
 

- 
間

野
 

義
之

 
 

 

修
士

（１
年

制
コ

ー
ス

）
 

研
究

指
導

 
健

康
ス

ポ
ー

ツ
 

健
康

ス
ポ

ー
ツ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
研

究
指

導
 

-
 

中
村

 
好

男
 

 
 

修
士

（１
年

制
コ

ー
ス

）
 

研
究

指
導

 
介

護
予

防
 

介
護

予
防

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
研

究
指

導
 

- 
岡

 
浩

一
朗

 
 

 

修
士

（１
年

制
コ

ー
ス

）
 

研
究

指
導

 
学

校
体

育
 

学
校

体
育

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
研

究
指

導
 

- 
友

添
 

秀
則

 
 

 

修
士

（１
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
ト
ッ

プ
ス

ポ
ー

ツ
 

ト
ッ

プ
ス

ポ
ー

ツ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
演

習
（１

）
 

４
 

平
田

 
竹

男
 

 
 

修
士

（１
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

 
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
演

習
（
１

）
 

４
 

間
野

 
義

之
 

 
 

修
士

（１
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
健

康
ス

ポ
ー

ツ
 

健
康

ス
ポ

ー
ツ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
演

習
（１

） 
４

 
中

村
 

好
男

 
 

 

修
士

（１
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
介

護
予

防
 

介
護

予
防

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
演

習
（
１

） 
４

 
岡

 
浩

一
朗

 
 

 

修
士

（１
年

制
コ

ー
ス

）
 

演
習

科
目

 
学

校
体

育
 

学
校

体
育

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
演

習
（
１

） 
４

 
友

添
 

秀
則

 
 

 

修
士

（１
年

制
コ

ー
ス

）
 

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
科

目
 

ト
ッ

プ
ス

ポ
ー

ツ
 

ト
ッ

プ
ス

ポ
ー

ツ
ビ

ジ
ネ

ス
特

論
 

２
 

平
田

竹
男

、
中

村
好

男
 

学
部

合
併

、
２

年
制

合
同

 

修
士

（１
年

制
コ

ー
ス

）
 

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
科

目
 

ト
ッ

プ
ス

ポ
ー

ツ
 

ス
ポ

ー
ツ

の
法

と
契

約
 

２
 

水
戸

 
重

之
 

 
 

修
士

（１
年

制
コ

ー
ス

）
 

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
科

目
 

ト
ッ

プ
ス

ポ
ー

ツ
 

ス
ポ

ー
ツ

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

特
論

 
２

 
武

藤
 

泰
明

 
 

 

修
士

（１
年

制
コ

ー
ス

）
 

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
科

目
 

ト
ッ

プ
ス

ポ
ー

ツ
 

ス
ポ

ー
ツ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ
ン

特
論

 
２

 
平

田
竹

男
、

中
村

好
男

 
 

 

修
士

（１
年

制
コ

ー
ス

）
 

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
科

目
 

ト
ッ

プ
ス

ポ
ー

ツ
 

ト
ッ

プ
ス

ポ
ー

ツ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
特

論
 

２
 

平
田

竹
男

、
中

村
好

男
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課
 

 
程

 
科

目
区

分
 

研
究

領
域

・コ
ー

ス
 

科
 

目
 

名
 

単
 

位
 

担
 

当
 

教
 

員
 

備
 

 
考

 

修
士

（１
年

制
コ

ー
ス

）
 

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
科

目
 

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
 

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
ビ

ジ
ネ

ス
特

論
 

２
 

間
野

 
義

之
 

２
年

制
合

同
 

修
士

（１
年

制
コ

ー
ス

）
 

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
科

目
 

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
 

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
特

論
 

２
 

横
山

 
文

人
 

 
 

修
士

（１
年

制
コ

ー
ス

）
 

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
科

目
 

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
 

ス
ポ

ー
ツ

組
織

特
論

 
２

 
作

野
 

誠
一

 
２

年
制

合
同

 

修
士

（１
年

制
コ

ー
ス

）
 

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
科

目
 

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
 

経
営

と
戦

略
 

２
 

黒
須

充
、

柳
沢

和
雄

 
 

 

修
士

（１
年

制
コ

ー
ス

）
 

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
科

目
 

健
康

ス
ポ

ー
ツ

 
健

康
ス

ポ
ー

ツ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
特

論
 

２
 

中
村

 
好

男
 

２
年

制
合

同
 

修
士

（１
年

制
コ

ー
ス

）
 

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
科

目
 

健
康

ス
ポ

ー
ツ

 
健

康
医

療
政

策
特

論
 

２
 

藤
井

 
賢

一
郎

 
 

 

修
士

（１
年

制
コ

ー
ス

）
 

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
科

目
 

健
康

ス
ポ

ー
ツ

 
健

康
医

療
経

済
学

特
論

 
２

 
藤

井
 

賢
一

郎
 

 
 

修
士

（１
年

制
コ

ー
ス

）
 

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
科

目
 

健
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 早稲田大学はハラスメント防止に真摯に取り組んでいます。 
 

もう一歩先のハラスメント理解のための Q＆A 

 

 解説  

 

Ｑ．ハラスメントって何ですか？ 

Ａ．ハラスメントとは、性別、社会的身分、人種、

国籍、信条、年齢、職業、身体的特徴等の属性ある

いは広く人格に関わる事項等に関する言動によっ

て、相手方に不利益や不快感を与え、あるいはその

尊厳を損なうことをいいます。大学におけるハラス

メントとしては、性的な言動によるセクシュアル・

ハラスメント、勉学・教育・研究に関連する言動に

よるアカデミック・ハラスメント、優越的地位や職

務上の地位に基づく言動によるパワー・ハラスメン

トなどがあります。 

Ｑ．ハラスメントって何で問題なのですか？ 

 

Ａ．人権侵害だからです。ごく気軽な気持ちでの行

為や言動が相手にとっては耐えられない苦痛とな

っていることもあります。結果として、日常生活に

支障をきたすケースも少なくありません。自分に置

き換えて、問題意識を高く持つことが大切です。そ

のためにも正しい知識、理解が求められます。ハラ

スメント防止委員会では、「ハラスメント防止に関

するガイドライン」を制定し、対応を定めるととも

に、パンフレットやＷｅｂサイトで様々な情報を提

供しています。是非活用してください。 

 

ハラスメント防止委員会ＵＲＬ 

http://www.waseda.jp/stop/index.html 

 

Ｑ．学生がハラスメントにあうのは、どんな場面で

すか？ 

 

Ａ．きわめて残念なことですが、授業・ゼミ等がア

カデミック･ハラスメントやセクシュアル･ハラス

メントの場、サークル等がセクシュアル・ハラスメ

ントやパワー・ハラスメントの場になりえます。 

 

Ｑ．学生が加害者になることもありますか？ 

 

Ａ．はい、ありえます。たとえばサークルのコンパ

で性的な言動を繰り返したり、飲酒を強要したり、

交際をしつこく迫った結果、相手が不快感を持った

場合には、セクシュアル・ハラスメント、パワー・

ハラスメントになりえます。 

 

 

 

 

 

 相談  

 

Ｑ．ハラスメントをうけた場合、どこに相談すれば

いいのでしょうか？ 

 

Ａ．ハラスメント防止委員会に相談してください。

開室時間、相談方法、連絡先等の詳細については下

記を参照してください。 

 

Ｑ．ハラスメント防止委員会では何をしてもらえる

のですか？  

 

Ａ．現状について専門の相談員が詳細をうかがいま

す。かなりのケースが、この段階で気持ちに整理が

つき、解決にいたっています。相手との関係につい

て調整を希望する場合は、【対応策の検討】に進み

ます。その後、ハラスメント防止委員会の苦情処理

案件の対象と認定された場合は、当事者からあらた

めてお話を伺い、相手方との調整が始まります。秘

密堅持と被害者への報復等の禁止が明確に定めら

れているので、安心して相談してください。また、

外部の相談窓口もＷｅｂサイトで紹介しています。 

 

Ｑ．ハラスメントなのかわからないのですが、相談

してもよいでしょうか？我慢しようか悩んでいま

す。 

 

Ａ．ハラスメントかどうかについて、感情には個人

差があるので人によってはハラスメントと感じな

いようなケースでも、本人の主観的な感情が重要な

要素になります。まずは、ハラスメント防止委員会

に相談してください。 

 

Ｑ．友人から相談されているのですが？ 

 

Ａ．友人に相談されたら、まずは真剣に耳を傾けて

下さい。そして、適切な対処のために、ハラスメン

ト防止委員会などの専門窓口へ相談するよう勧め

てください。 

 

■相談窓口 ハラスメント防止委員会 

相談は、電話・メール・Fax・手紙どの方法でも承

ります。来室前なら匿名での相談も可能です。来室の

際は必ず電話で予約をしてください。 

 

【℡】03-5286-9824 【Fax】03-5286-9825 

【E-mail】stop＠list.waseda.jp 

【URL】http://www.waseda.jp/stop/index.html 

【開室時間】 月～金 ９：００－１７：００ 

       土   ９：００－１４：００ 

【事務所所在地】 

〒169-8050 新宿区戸塚町 1-104 24-8 号館 2 階 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

早稲田大学大学院スポーツ科学研究科 

〒359－1192 埼玉県所沢市三ケ島 2－579－15 

電話 04－2947－6703（ダイヤルイン） 

FAX 04－2947－6801 

http://www.waseda.jp/sports/supoken/ 

 
 





早稲田大学所沢キャンパス案内図 

〈交 通 案 内〉 

〔西武バス〕（早稻田大学行） 〔西武バス〕（三ケ島農協  宮寺  箱根ケ崎行） 

〔西 武 線〕 

小手指行駅 早稲田大学 

（南口） （約20分） 

高田馬場 

池　　袋 

国分寺　　 東村山市　　 所沢 

所沢 

小手指 

（約34分） 

（約26分） （約6分） 

（約11分） （約3分） 

〔JR武蔵野線〕 

〔西武池袋線〕 南 浦 和 

新秋津　　　　秋津　　　所沢　　　 小手指 

西国分寺 

所沢駅 芸術総合高校（下車） 箱根ケ崎駅（JR八高線） 

（約11分） 

（約22分） 

（徒歩約5分） 

（約30分） （約24分） （西口） 

（約3分） （約6分） 

こ　て さし 

こ　て さし 

学生共同利用棟

（工事中）

フロンティア・
     リサーチセンター　　　　　　　　
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